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序

昭和52年度における当研究所の事業を承ると，美術工芸研究室の彫刻・絵I1Iiiの

調査，建造物研究室の近lIk社寺，民家，町並の調査，歴史研究室の古文課・典籍

の調査のほか，平城宮跡発掘調査邪は27ケ所，飛鳥藤原宮跡発掘調査部は20ケ所

の発掘調査をそれぞれ実施している。さらに飛鳥資料館は「'二１本古代の墓誌」展

を含む展示公開およびインフォメーションサービスをおこなって，年間14万人の

入館者があり，高松塚と同数，石舞台古墳の37％の兇学者がこれを利川したこと

になり，開館４年日にして今や飛鳥地域の見学に欠かせない施設として定講して

きた。埋蔵文化財センターは全国埋蔵文化財発掘調査技術者に９コースの研修を

実施し，167ｆｉの研修生を送り||｛すとともに，北海道から沖縄におよぶ全I-Kl各種

発掘調査地域への技術指導79ケ所におよぶなど，きわめて多岐にわたる事業を実

施してきた。この間学報４冊を含む13砿の出版物を刊行することができた。

この他に平城宮跡，藤原宮跡の買上地および隈原市今井の亜要文化財米谷家住

宅の管理をおこなっている。平城宮跡をおとずれた人は前年度比20％増の40万人

に達し，藤原宮は１万人，米谷家は５千人の見学者を数える。平城宮跡利川背の

調査によれば，見学54％，遠足34％，休養７％，運動３％となっており，遺跡活

川面での成果とともに周辺住民の都｢|i公園的利用も定済してきている。このよう

に整備の実施ならびに維持管理は当研究所の直面する大きな課題となり，文化庁

もこれを汲み取って「平城遺跡博物館基本構想」を策定されたので，今後その線

にそった管理組織も軌道に乗る期待がもてることとなった。

今一つ52年度の大きな事業は春日野・平城宮跡地区庁舎の統合移転が予算化し

たことで，３年間で移転する計画が実施されている。関係ﾉj面の御理解と御援助

によって多年の懸案が解決したことを御報告できることは大きな喜びである。本

年報を御商覧願えればかくも多彩な研究所事業の一端を御理解いただけると考え

るとともに変らぬ御指導，御鞭雌を賜らんことを願ってやまない。

１９７８年８Ⅱ

１

奈良脚立文化財研究所長

坪井清足



桜井市仏教美術調査

美術工芸研究室

阪)I'diは大平nでも平くから聞けた I:J也納.で，長谷J仏 大抑制1~I:，談山 pll社などの117社寺が存

在し，これらの社寺を'1'心として多くの仏教美術が伝えられている。特に彫刻l作品は古代から

近|止にまでわたり，各H寺代を通じて;Rすところがなく， '-j:lにはわが国の美術!とにとって欠くこ

とのできないすぐれたものも含まれている。桜Jl'di内の仏教美術の訓査は奈良国立時物館や、''1

研究所によって ， llijzjd大社ミ5・を 'IJ心に行・われており，すでに国主やヨl~文化財に指定されてい

るf'p，'o'，も少なくないが，iI1内各大宇の会所寺などを合む 140数ケ所の'1-'小社寺については玲ん

ど水調査の状態であ った。、''1研究京では奈良ß，t教育委L~会，脱~I:dí市!とt，jfii築主の協ブJを得て ，

これらのn寺の仏教夫綜Iについて悉符調査を行なった。調査は 6月から12月まで 71"1にわ た

り，149ケ所の 1400('1:に及ぶ作1111を対象とした。

ふ;調査で特にrt11されたのは平氏l時代の彫刻作品である。このH引にの作品は妙I'J'N木造業i'iI!i

bll米立像， 1f門院lえびま:pi: 1m:の木造不動明王~I~f~ (いずれも主文)などすでに知られている作品

も少なくなく ， また川~þ;(苛=の木彫liF (，r(文一双{EJ玉里H品't水寺球)や人-御輪寺川威の木造地球

背両立{象 ('-'-<1宝一法|均 ，'j'~!i.)など ， 近fドm外へ移されたものもあるが， 今川の調査では501' 1二を上

必~る('1' ，'0'1が確認された。 このi也の -'1λ火彫刻は地域(1':1にみて山 11\1部と ギj也l~j)と に大lJIJ される。 111

11¥: illlでは小夫上之f)J木造十一而鋭背-立{象 (f'釦;j104，5cm)， 三輪平等寺木造十一而観古・立像 ((，釦;1

105ω)， 笠竹林寺木造不動明王立{象 ((匁，:';j97，8cm)など10世紀から11世紀にかけての一木造の古

{裂が11:1=1され，12世紀の作品では三輪法念寺木造十一而観音立像 ((I~，:':jl05 ，6ω)， I~':j米一乗寺木

造十一而観音・立像 ((I~，:';jl06 ，5cm)などがあり， これらはし、かにもこのj也で制作されたとみられ

るぷ朴な表現のものである。特にこのうち十一而観11像はいずれも中世以降，両手首が長谷寺

式 (左手でIUiを執り，右手は第一JHをi削げて念珠と錫杖を執るj杉)に改造されており，また'-1'世以降

に制作された十一而慨古・像の始んどが長谷寺式であり ，それ らと併せ，長谷寺を小心とするこ

のj也械の'1-1 1止以降のい仰形態を知る 1:で興味深いものがある。 ~Iλj也郊で住円されたのはギ宏後

JUIの ~III~J;陀如米像である。 その追AJ1は10数例に上り， 外山報恩寺のj川丈六の~I~像 ((象，:';j218，2

四) ， 怒思寺阿~J;IIt:'なの坐像 ( (，象î:';j87側) などのように， 当時の'1-1火;の作風を示す術木造の('[;1'11'1

から， 像1:';j50cmにも沿I~jたない一木地の~~A、トな表現の小像まで多岐にわたっている。これらの始

んどは12世紀に制作されたもので，これらを伝える，11，院がj争上京や融通念仏宗と係りがあり，

往11与の i~(1上信仰をJL体的に示す遺品としてJ'lmなイ{fEといえる 。

この他， SJz1.(時代の作品で特にflと立をひいたものにJ5不動院の木造不動明王メI~ {J象 ( (公正;j85cm)

がある。桧材，得木造， 彫i胤通形の像で，1<.而はjl1・色におおわれているが， A，'lilに切金文係

のJ}~跡が認められ， 五1 t象時には草間な彩色を施していたものであろう。体躯の均汗がよく ， 洗

記長されたìII~~ftな作H止を示しており ， ??門院， 玄筑!仏以オ千三'1'， 市谷ミ，If'など条lU，~卜 の '1λv.時代
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桜)j:(li仏教主体i，J!，I1't

の不動明王像がし、ずれも'(lrrH生12かな('F}Jllをが しているのに対し，12世紀の中火版式の珍しい('ド

例といえる。なお， _，j~像の火焔光や~;々}'jiも像と 1，，1時のものが伝えられている。

他の時代では. 15世紀にIYi/111一円で活脱した'{(i院仏nlliの作1¥-1'17')¥71:11された。 体躯の均衡がよ

く， しかも冴やかなノJ泌を示すのが特色で. '~{llI f時代の作例中では際立ったイ(在と いえ る 。 Tlï

|人l て'は点 111薬nI1i 1;~の ;i.(~'(:弘大 11_[j'ìÎ'i'釈'12の ~II*~I~ (~良な どが勿l られ， 今 1'" の訓:t-Eーでは新たに"必み;妙

来，1)，の木造阿必j?以11米坐像 (限尚25.8cm)がiu'l;r1l1付のJ札口銘によって A文 7年 (1538)ib;i次， 以

内良1Iによ って制作されたことが判明した。この他，銘，h!等で確必 し仰ないが，点源r~且駆柴 ，Ij:の

木造阿弥陀如米兵仕像 ( ((~I:・:j42cm) ， 西之'I主l也必 ，1)，の木造j也威主I1湾、1':蜘{象 ((~虫刈2ïc皿) なども山院仏

印liの('FMIと認められ，この派の作品が比較的、引也に:!sIIIして伝わ っていることがわか った。

絵l踊は、lλ安11寺代. ~fr時代までj遡る作品のめんどが長谷寺や淡11 1 pll~ l :などの大 ~I:--'i'に集111し

て{ぷえられており，すでに安11られているものが多L、。今Inlの訓代で特にnなされたものに近|止

の仏引換図がある。 バil木jの各jぐドのミT院に山派をII¥Jわず伝え られており ， 54....i，(次J'U<割引)が

鍛認された。 2)J 1711 の ìll l然会に使川する もので，現 (1':でもこれを{火って illl~~会を行なってい

る.Jf'院も少なくなL、。これらの始んどに施人民i1'l. *8縁行名， ~I~J('I'{ I '. JJけなどが記され，、"11也

の近世におけるい仰!との資料と して in~なものといえ よう。なお，阪 Jhli}，'，1辺のililllf，Hにもl'iJ

慌の傾向があり ，それらの地域の調査も10昨年される。

l.4ミ1111も彫刻や絵Illijに劣 らず多数の作品が(ぷえられているが，やは り近|止のも のが/1:倒的に

多い。しかし平交時代，鎌灯時代のf'1;lh'lも少なからすYぶえられており ，それらは絵IIIIjと l'iJ様，

長谷寺なと'の大411に:!sIIIし，制作，{r次をJ己すUii¥'i('1'例も含まれ，すでに屯民主化IH手に指定さ

れているものも少なくなし、。それ学の 他， 今1"1の訓貨では1111止の{I二紀を1ft!す幾つかの作例が

比IUされて注11をひいた。 金]:MIで・は多武q;!'YI 1Il fì;~の銅鐘(J:':j68 . 5cm) がili内M:i!iの追1111とし

住 11された。小形ながら盗がよく ，鎌1.'r末JUjのb11司'¥的71I姐iで，i也の川のー|ぎに「大型院主rr熊出1・

品、'a 元千二~r.- ) J 口 鈎以之 町l主ミ字問・J (132311'.)の陽鋳銘があり ， 他のーT<に 「二仰院

応永二十七五I~'" … J (142011:')の追刻があり， Jl;)1C:山城大聖院の ~íl としてつくられ， その後

J;(郁二尊院へ移され，後ち、竹山の所蔵となったことが知 られる。なお，この錨は多武宅念仏説ii

の経~に所在したものである 。 滝1倉f守引『付l区迂所イfU.の〉制鈍 (ω1:正ρ“心可;j8ωO佃)は「屯江L忌沼副証江以:(を亡5失lた之しているのが↑附l作?しま

れるが 「込奉言鋳沌倉山鮪 』比b、ノ永kll

1肘l日w附J川刊刊以印郎11J (14191ド〉の刻s銘古があり ，
、1'1 1也沌fr縦割の主'i1として~lJllfl' されたことが知 られる 。 この

他附綿文妹院本'ì:~JE而に懸る大j拶の銅製鰐 1-1 (i制0.6cm)は応ぷ17イド (1410)の年紀があり ， 間

口の古例としてi~・ill:な存在である。その他では木造礼盤二基が夫々天板兵而に年紀をイjする品

川銘があり ，室町時代の基準作例に力nえることとなった。 山間苦行守分 (帆61cm.~;j18cm ) は桧

，M. [~漆塗で 「多武峯妙楽学Í'阿中坊'ff;住 火;}c11.内乙六月古日」 とあり ， もと妙楽寺')'の (1・物で

あったことが知られ， IU毘政大nm堂分 (申，".i5!)cm，1:':j18.5cm)は 「天文 |ソ¥:(1'.内己 7i.J J 11，' 11附と

/1.4:松 川|片岡~~\V以」 とあり ， 明治2l'. 1 ・の術進銘が十j' ，:c されている 。 ( 11 1 '" .筏!J~ )
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奈良国立文化財併究所年報

JHnlすで主I i!J昨年次｜｜所 有 者 l ttnl圭土全｜附

.Ct l持金払i三年 組 148.8 89.5 天H:5 28 t),J訟法楽寺 留王 202.2 153.2 ！；，：保15
ワ 加l添長谷寺 m 177.5 139.0 天正9 29 刊の沼地蔵王子 紙 160.5 123.5 元文2
3 阿部文殊院 絹 182.2 140. 7 'f.!.永17 30 J,1 長福寺 絹 187.8 164.5 ヨ；.／；伶2

住it·妙主主寺 紙 118.4 95.9 'f.!.文2 31 ·1,1：川観音堂 ti巳 127.0 97.3 3'f.li怜3
:, 3匹以念仏寺 紙 178.3 124 .o 見文8 32 北山!}I!隆寺 til 123.0 77.0 ir.11-'i 4 
6 三 n j也政院 紛 146.0 88.3 党文II 33 お坂j也政院 紙※ 160.0 162.8 安永7
7 新民数西 ti 寺 紙 120.8 88.0 延京7 3,1 三倫 t.t 念寺 記t 118.0 58.3 天切］ 5 
8 B臣殿区 ヰj 調］ 133.0 89.0 延'.ii'.9 35 日.l '.t J也波守 自t 138.2 94.3 文政6
9 外，11 tu思王子 約 143.0 117.0 天平ll 2 3β 上之IE ff• 福寺 紙 123.0 88.0 天保8

10 . .，，認極楽守 調t 143.5 88. 7 天1司12 37 VJ湖皆川院 絹 152.4 118.8 安政4
II ,m 銘茶店Ii寺 調t 160.7 115.0 天平11,1 38 辻 釈 l＇.宇 王子 lil 156.9 118.4 安政7
12 ぷIii光：；，：，－； e/f' 制t 184. 7 118.0 J'C／元 39 桜井チミ防I ':!r ま「l 144.5 115.0 'ti.文年1::i
13 小火秀門守 指t 128.6 75.6 点字3 40 小夫地厳守f 抱l 126.9 73.9 江戸11�·（1:;
14 z:" 皮Ill e/i• 紛 157.5 134.0 』＇.｛I主3 41 行司i延命寺I 調t 127. 7 75.5 江戸時代
15 大j止大Jil #j' 約 206.'I 136. l 元保2 ,12 1til'i'羽安楽寺 調t 152.7 116.0 江戸IIH止
16 )j( Ill大企：＃j· 相t 164.3 119.0 元禄2 43 Jt1'i'羽鰻光￥［ 調L 138.0 107.5 江戸時代

成f（凶ブJ守j 制t 209.0 139. 7 元ti\ 4 ,14 ,'11谷i也政院 ※紙 99.5 57.0 江戸時代
18 ト 大Fl 1:t 抱t 184.0 129. 7 元以6 ,15 百·s 弐 － * ':!j, 融E 166.3 132.0 江戸時代
19 ,::i Ill 1主I �l elj• 指t 160.0 90.5 ヨ：永元 116 生Ill Jt; Ill寺 制t 182.0 135.0 江戸日制t
20 ＇.崎3台,r. 地球� 指t 宣Uk 2 •17 J.l!の内 JL rn 守［ ※紙 118.9 57.3 江戸時代
21 脇本妙�1子｛ 紹 171.0 130.0 うiUk5 48 穴例常活：＃f' ※担L 121.5 73.0 江戸時代
22 今Jt-谷1ihli願寺 紛 176.0 12€.•I 正徳2 49 ！符q, I変 ill 奇［ 指t 153.0 128.0 江戸時代
23 上之’＇:if上宿三�i· 員3 182.5 130.5 正徳2 50 薬師＇.＇；＜；平等号i 指t 109.8 57.5 江戸l時代
24 大μ越観音St 紙 144 .6 91.8 必f!i\ 4 51 三伯区 千I 指t 159.5 117.3 江戸ll)i'(\::

25 川合天王j伝 紙 1,11.0 95.5 I;,:f呆5 52 ’F 小」 ，ん峰、 ニキ一， tll 160.5 118.5 江戸時代
26 戸j i叫常念寺 紙 1•16.0 105.9 ぶ保9 53 初瀬長谷守i 高1 197.0 172.0 江戸時代

27 池之内!r法寺 紙 158.5 14 l.O 立保15 54 金限区 司i 紙 121.5 7-1.0 江戸時代

仏i塁然図 一覧表（材質の絹はm木：；.；：色． 紙（i紙本諸色の目指。※mは下車土木版〉

妙楽ぜ1・木jむ阿弥！1i::/!II米坐｛象 主主,l』.�·j·木hi阿弥陀kil米坐，�良 上之幼十一而鋭＇fj·
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明日香村
－

内仏像彫刻の調査

美術工芸研究室・飛鳥資料館

村内32ケ寺の仏像調査 切！日石村教育委日会の協力を仰て， IPi｛和52年度5 IITIにわたり明日夜村

内の仏像彫刻の調査を実施した。村内に伝わる仏像のうちすでに霊21!文化財に指定されている

ものは10件あり， これらを所蔵する寺院は，I前寺，｜稲作！：， 目、背）i寺υll})j（守）， 飛鳥寺等， 村内の

お：名な真言宗系の寺で， これらの寺院における調査は後日に行うこととして， 今同の制査では

この他に32ヶ寺(r'fd二宗24，浄土n宗5. 1"i’ii両院L J't;::i，宗l， その他l) について， その所if返する全

仏像彫刻訂370余躯を調査ーした。 予想通り大fjはt.l.戸時代のものであったが， 、｜λJi:時代から常

Jllfl時代にかけての作品34点が見 L 、Illされた（平J.i:｛.ム16点
かむも

、｜λ安II寺代の作例中， まず11：円されたのは｜＝の薬nm� ：1-:の諸像で， 木尊東川i如1)/(J削象を，－11心に，

千手観音立（�良（像日2 m), 四天王立像（像 ，：
＇

：j三91王90cml]iJ後， －91�75cm） がli"i'.かれ， いづれも一木

造の像である。 12世紀の制作と考えられる°i'T像だが， ， ，－ ，でも,-1..：尊薬師メl士f象（概H. ';{,;J也（l:Jム｛象

1:':i86cm）は， 明快な「If.I立ちゃ稲かに肉づけされたl去l身部の表現などに特色があり， JI JH:J部に

は珍しい均衡のよくとれた堅実な作品で‘ある。 制作は12世紀前半と認められるが，｛呆イ了；状態が

必いためmrviーが古：しいのが↑／？まれる。 これに（Iiするメle:{:象の作例として祝戸の専称寺本格阿弥陀

If ｛象（桧材， ー木浩 ， 後初iの淡泊，i処：·石97. 5cm） がある。 ，lliJ('ril'・代を11世紀まで遡らせることがで

きるもので， 日， , I)よく休！如以く同JV1他人きく張った支店感のある（象である。 ただ伐念にも頭部

が後Fiiiのものにかえられている。 、｜λvmiの立像で・はfii°WIのk林寺と��：111Tの同念千i°'の本時阿タFl?己

像がrl: n された。 その他， ｜て対IIのf�JW.'Fには愛らしい金銅釈迦誕生仏のii
・像が迫されていた。

像j\';jll. lcmの小像ではあるが， 数少ない天平時代の誕生仏としてi't.if(ーである。

鎌倉H制にの作例は少なく， わずかに定林�·i，の前1!1.f，仏太子｛象（｛釦
・

；i69cm， 桧H. 'N木造，三1-:I札彩

色）が14世紀前
、
！＇：の作例としてあげられる。 柔かないlづけ， i詑切jかつあどけなさを示すその表

↑，＇iiは， ri·i Jj.Ji:寺のIY11!'.f，伝太子像(1309）と共通した表現がみられ， 、＂，J也における，，－ ，世の太子信仰l

のー資料としてn ：なされる。 主IIIJ時代の作例のrlユでは， 小｛象

ながら1(1院仏rm；の作風を示す奥山久米手J＇にある日光・月光両

"f;-際立像が， その端正な出＊�ミえでrl：円された。

橘寺観音堂本尊・木造如意輪観音坐像の調査 この像は.m文に

指定されているが， 今まで未調査であったので調査を行なっ

たところ， 、｜λ安後JUIの如Wi命観音中で・も際立っ た存不I
：
：である

ことが再確認された。 定制燥を忠1l
’に踏襲した作例で， 木i俗

的な符教像として叩l寺の揃寺を考えるトー で＇·fl: nすべき仏像で

ある（I l絵l）。 、，，，也〆t、

- 5 ー
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高松塚古墳出土木棺の修理

美術工芸研究室・平城宮跡発掘調査部

昭;f-1147年3月に壁画が発見された向松塚古墳からは銅鋭， 金具類などが伴出しており， こ れ

らは｜市平1149年に一括して重要文化財に指定されている。 こ のうち埋葬者を納めた漆塗の木棺の

断片はIll土時の状態のまま当研究所に保管されていたが， 特に木地の部分の朽損が著しく，・徐

部を含めて！脆弱化が進行しているため， 昭和52・53年の両年度にわたる修理が計画された。 美

術工芸研究室・平城宮跡発掘調査部が中心となり， 修理の施行を担当する財団法人美術院の協

力を得て修理のための調査が行われ， こ れと並行して文化庁美術工芸課， 東京国立文化財研究

所の係官を招いて修理方針立案のためのF検討会を二度にわたり｜期限し， その結栄にもとづいて

修理に着手することとした。

木棺の概要 古：j （現状） 約25cm， 幅約58cm， 長約210cmo 杉料
。
製， 県波塗， 外而金箔干\ I， 内而

朱塗。

誌を欠失する木間の身の一郎で， 身の原形はl氏而， 各仰l而共それぞれ一枚であったと考えら

れる。 側聞材はl底而材の上に漆で－接合し， さらに断而方形の銅釘で左右は各5ケ所， Tli1後は各

2ヶ所を底而から打って在iめる。 側而材店lj後分は外側へ僅かなふくらみをみせ， 蓋及び身の上

縁部が欠失しているため， 身の口縁部の状態，市Iさ守ーは不明である。 表而の仕上げは街！i下地に

ずJi)!i'i G仏） を施して.［n漆塗とし， 外而はさらに金箔を押し， 内而はよ｛ミ教とする。杉材の｝flさは

1. 4～1. Gem， 針i下j也を含む漆t?i1の ｝！，／さは0. 2cm1m。

損傷状況 IL\ I ·.ll�rの状態， f!IIち純度100%にあり， 石室内の泥や純物の恨などが付着したまま

である。 木部は朽損が著しく， 銅事［を中心とした部分等に残存するのみで， 大半は亡失し， 残

存する部分も殆んど JI危羽化している。 校行IIは庇而と側而とに分れ， l氏而は内外の約 8 ';!;!], 側

而は内側内外の約3 ',Iii］程度が残存する。内外而はそれぞれ遊離して4周に折重なった状態にあ

り， 各市共数j十（阪1'-1而6 Ji·， 同外市101:·, OIJII付附4 ｝「， 同外而12) ＼ ＇）に大きく分れ， さらに小断

片が多数残存する（ニれらの始んどは！京位u1が確認できる）。 内而の朱は剥落した部分も多いがほ

�
－
�怯嫁i"T JJtオ（ f'ii l段板
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Jh松助(，'，1'((11:f:本111の修Jlll

-k、の践活))が似ーたれている。外而の金i'('j(;J:氏而に点ず1:するのみで，4妥|伺に比較的多く伐り，

六花火:l'h金l' J)r~ fHti金J!:(6的)，な:to，金銅製の透tHIi金JL(1的)，ぷ))をめんどうたっている。

JL (2筒)などの('f-II¥，'，，'，は木怜の付属品であるが，JJ;((ll~i在については現状では依，認できなし、。

付着 している泌写①断H-に分れた各府の談{flIを仰l而外側から各j育係に/I~i次取り外し，修理

な阿佐irfを確認した lーで、否1111を11'(すためプラスチ γ ク似19枚に分けて悦んだ。をi先し、'/~し，

11)(下!円 (氏削外(l!ll)の北ノJの約 4 ケ所に金í'~íが伐イ，:していることが<<(l誌記されこの作業'1'，オ':.o，

た。箔はいずれも小片で，11)(大のもので任 3cmNて・あるが， 7~イが:伏uから外側の全而に)iÍ!iされ

ていたものと舵iJ¥lIされる。銭イがする的は接行))を始んど失っているため，特に漆tfflから完全に

プラスチック阪に挑んだ遊離している分につし、て，iJ;H立i丘を確認した 1-:で和紙に移し取った。

ìJ~;:íflは水抜作業を行うまでの川水1111内に人れ， J.JL1'I:の ì~~度の状態を保つこととした (1'1捻118)J 

15n-g月21日のt:¥!に行なった)。

②漆部の水分を除去するための合反処Jllli'，"i(土|λl外装Jtステンレ ススチ ール (SU S403)製

で ， 内外装の11\1に 4.6nul1の断熱材を侠み，~に内Å1rに3.8酬の宅11\1を設け，冷i14水を節以11 させ，

幅700l1UI1，処Jl_llP，'Vのイf~)J f付寸法はJえ115011UI1，141J内の純度の訓，1MがIIf能となるようにJ計十した。

この処理lflJは、|λ城'応跡先制調布市IZi1三なお，務n'flIf析)¥"1'のj比大のものに合せた。，:':j300酬で，

収蔵庫内に設lj/，~ した ( 3 )131 日完成)。

位燥させた後，胞 r

場所をJ;~1111同Jj:W物館に移し，IH卜Ji法人主術院によ って修J1flを行う子山である。(111'1' 

③53年度には吋研究所において処耳目141iをJlJI，、て後郎の水欲作業を行い，

必!J~ )
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興福寺所蔵 「大乗院各11坊中集会引付」

歴 史 研 究 室

rJlí!相手l'経~.1lt古川目録J (明治28年作製)によれば，JJ{!師寺には84箱に及ぶ聖教 ・古文古和が所

日比されている。そしてその第33函には，あわせて631111の引付制が収められているが，うち 「大

来院御与IJlllm会引十lJ(以下「幼小集会引1・j"jと附す)が60111fを占める。 この r!;lJ中集会引付」

の体裁はいずれも袋綴装てう緒紙の料紙に，年次により 区々 であるがほぼ半業 5-9行で古か

れ， JJA線・』訓|点などはなL、。表紙は本紙と共通のt白紙で，すべてに明治時代の「興福/寺印」との

公方印が掠されている 。 こ の60nn現存する 「防111 :U~会引什」 は， 時代的には室町中期 (嘉吉2

4の から江戸後JUJ(安政元年)に及ぶが，欠1[:.のものが多L、。すなわち最も古い嘉吉 2 (J.l42)よ

り，以下克在 4('63) - 6，応仁 2('68)，文明 2('70)， 9， 明応 5('96)， 永正 2(1505)， 7， 

天文元('32)- 2， 3， 5， 16-17， 18-19， 20， 23，弘治元('55)- 2，永被 5('62)， 8，天ir:
4 ('76)- 9，成長 4('99)， 20，元和5(1619)，ゆj併元('55)，万治元('58)， 2，寛文元('61)， 3， 

5， 13，点字 3('86)，元禄元('88)，5， 6， 7(21111)，15， 16(21111)， 宝永元(1704)， 3，ぶ

似18('33)，19，20(21111)， 21，元文元('36)，4， 1.(iK 8 ('79)，天別3('83)， 5， 6， 7， 8， 

兇i改元('89)，文化 9(1812)， 10， 13，天保 3('32) ( 2 1111)， 1.(~女元ゴr<'54)までの60llHである (-は

1 1111に数年分の引Hを収録するもの)。

なお寸法は，天i[以iiiiのものは縦24-27，償21-23cmほどであるが，民長以降は望号干大きく

なり ，縦32-34，倣24-26cmとなる。各1111の33付の丁数は比絞的少なく ，多いものでも10丁ほ

ど，火、1':は 5丁liij後である。また表紙の外題は，初期!にはt11題として拘げたもののほか 「御的

小集会IJIイ.j"J r集会引千l御坊中衆等J r大乗院家集会引付」などで統ーを欠くが，天文18年

以降ほぼ 「御妨中集会引付 大乗院(家)J となり ， また1E文元年よりはおおむね「御!;lJII~集会

引付 大乗院門跡」となる。天文元-2，天正 4-9年分の表紙には r~r.定院」 とみえるが，

これは治7T(の、!λ氏による焼討以後，大乗院門跡が元興寺内t定院の地に移っていたためである。

ところで，興耐寺には満寺集会をはじめ， 学af~集会，六)J'Jß会， 学道集会など， ¥，、くつかの

介議機I~J と しての集会が存在したが， 大来院門跡でもそのがN'衆で集会が営まれ， こ の r!)jl ll

~会引付 」 はその評定記録である。 例えば， 11止も~一円、};.[;117 2 ~ I~の引付 の口頭は1 r f.:.fi ，1-，:弐イド

r:Jけ.)J捌ロ ド1¥i.E院股 t御廊集会評定偶Jで始まり ， 段銭l民主ilを決定し， それにl対する納所

と 沙汰人をÆめli'l~ ¥，、た記事を収める。このように集会の場所を認めるのは少なく ， r一月一口

集会訴定HJで始まるいくつかを除いて，大、11:11月nのみで，合議の内容を箇条苫きに記載し

ている 。 冴-定は多い~rt1 101百lを越すもの も あるが， 少ないときは， 1ヶ年につき 11百lの集会評

注を収めているのも多し、。

);~; 11.' 2 11'-の例を先にヲ|し、たが，そこにもみえるごとく ，ヰ引IIr時代の集会評定の議題として，

-8-



興?両手所蔵「大衆院13~r)j'I' .!I~会ヲ IHJ

段銭l民説!のすn:例がよくみられる。寺領荘園のJ1Ji倒が~~1ついだこの時JUIに，寺院の経済的基紘と

して求められた段銭は， yq福寺の門跡の場合には門跡段銭として， ~II:君御入可r5， ・ 受戒会 ・ 方広

会 ・ 慈恩会などの恒例!な ものと，院家修理f支銭 ・ 道~/l:~段銭などの臨時的なものとに大別でき，

ともに段別行文を常例として，大乗院門跡倣に|絞ってl収泌された。段銭のほかには小-h月銭，

j也口銭，イT徳銭，川銭，人夫役などのi民訴!の例もみられるが，111沙illこっきIlll促を加えている

ものが多L、o};U，: 2 ~ 1 :，1 0rJ 23日東室御防rl"'f，U会では「ー， 段3民事" ， 近~I"，為俳誌庄民4手数緩怠!f(l)

為土一段烹免[Hl'(沙汰l民奥KJとの有機が述べられている。なお夙!ti，i寺惣寺の段銭としては寺門段

銭があるが， 寺門段銭7および|“]跡段銭のI:>H係についても， l'iJじ集会で次のような内容の学1:5集

会の評定を伝える O~ 1 1 代の~l1~犬が引用されており注 FI される 。 すなわち， rl"j跡御段銭事牒7K

候， !rt旅{佐t然ぞ寺f:1ド門"勺1リj段銭既』加加11下勿知1ft候芙!ヒ二君者払;七'於門跡ブ方11者5

分之山詩詩評f.)定iと~fi蚊民也」 とみえる。

ところで次瓦に，天文元~r11月より 2~ド 8 月 までの 「御坊小集会引付J (第33商第9号)を剥げ

た。 この天文克1!"-は祭良に一向一段が勃発した(，r~である。本線 4 ~I-:細川市i固を滅ぼして ， 京部

での:定権をJ巴括!した制川11，';'元に反して，河内町iffi域で蜂起した品JJI義英が，翌年 (天文元) 5 

n に三好JëJ三 ・ 筒)1ニJI~iyq らとともに， 11，';'元方の木沢民政を河内飯椛城に聞んだ際に， 11，';"元は本

願寺のJIE!IIIに援助を求め，これを破った。このときのーIIlJ門徒勢は 3万といわれ，一向;誌の勢

)Jはこの7山、に乗じて河内から筒)1:の本拠である大和lにも及び，大手11でも一向一段が起った。

仇引-は夙!~\ぞl' の 'l'r 拘:泉佐で、ある。奈良でー lí'J門徒は ， 7 )1 10 1l Iij'~的起し ， VI!師寺を攻め，許提

院方の止(心院 ・阿弥陀院を焼払い， 17日には興耐寺伽ir:および大来院 ・一来院両門跡といくつ

かの院家を除いて，ほかの(¥Ylt!j院家のほとんどを焼し、た。 8)1になると，奈良の民屋を焼払っ

た一段は，~.:jJ収城において越智利基 ・ 筒) 1:航VI! らによ って敗北し， ，'':'llfに退いた。六)j衆は23

日'f，U議 して 「ー rí'J ~;~)k代奈良中可令払õj"j:J などを決議 している。

このような天文元年・の奈良の級将lを背景として， r防小集会引千I"Jは争乱の後の11月10日の

iPf.定を収録している。 奈良中に徳政が実施され， また一段参加の郷は焼却の:fiJに処せられ，

|“ Itt副都民はiliJjlされた。一段参加の郷のなかには計h~反とともにn坂計h!ÆP，'ij人の居住する今辻郷

(今辻子郷)も合まれていた。 そこで一段-Hl木花所の今辻郷に代わるべく新座を設けたことが

述べられ， その際の Mì (J:料や門跡方に納めるべき料起の脱~もみ られるが， こ れは計h陸が大来

院門跡の進j1二となっていたことによる。翌 2什・8n 28 E1;W定では一段加組で遂屯した1JII{史跡の

後任のことも議されている。また越前岡部iUl:をめぐる大東院1"1跡と点林院との紛議，平等寺

山{史許制殺~!~'Jj: III :札切lに|測する経科1:: ， 事1'殿庄内における fF人による下地N領などに|見lする興味

ある評定がおこなわれている。 そのほかの記事を含めて， 段銭無沙汰という~'í時の状況を1'f);:: 

として 川益してい る夙!稲 寺大来院門跡の鋭利がし られよう。

以 |二， rtJj"，'f，U会引イ、J'Jにつし、て，その概観にふれたが，VI! ti~i ~IÎ'大東院門跡関係の史料とし

て興味除、、ものといえよう。 (絞村 宏)
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－１２－

建造物研究室

文化庁では昭和4 0 年より継続的におこなってきた国庫補助金による民家緊急調査のあとをう
けて，今年度より新たに近世社寺建築の調査をはじめた。初年度として栃木県・千葉県・岡山

県が調査地に選ばれ，当研究所は岡山県を担当した。事業主体は岡山県教育委員会である。
調査は，予‘ 備調査，一次調査，二次調査の３段階にわけ，予‘ 備調査を県下各市町村教育委員
会に依頼し，それに基づいて調査対象を選び，以後を調査員が実査するという方法をとった。
当初の予測通り，予. 備調査で3 0 0 0近くの棟数があがり，そこから調査件数を選び出すのはか
なりの厳選を余儀なくされた。また調査予定に入れていながら日程の都合上割愛したものも多
い。したがって今回調査しなかったものの中にも当然一・二次調査の対象となるものもあり得
るが，それらは今回未調査におわった市町村と合わせて再調査の機会に期待したい。
以下今回の調査の概要をのべる。

調査件数県下7 8 市町村の内予備調査は

6 5 ，一・二次調査は5 4 を数えた。未調査地

が県北に多く，また岡山市・倉敷市など近

年の合併で広大な地域を占める市町村は調

査が希薄となった感はあるが，それでも調

査件数は右表に示す数にのぼり，ほぼ県下

岡山県近世社寺建築の調査

5８３

１５８

2, 988

８３６

１９０

寺院｜神社 計

調査件数表
の大要は知り得たものと思われる。

建立年代一次調査をおこなった8 3 6棟を年代別にわけると，１７世紀以前1 . 4％，１７世紀1 5 . 3

％，１８世紀43. 2％，１９世紀40. 1％となる。もっとも18世紀末以降の建物については棟札などに
よって年代が明確であるとか，または何らかの特徴があるとかに限ったため，現存する実数と
は関係はない。この内，1650年( 慶安) 以前の建物は寺院18棟・神社10棟である。このほかすで
に重要文化財として国の指定をうけている社寺建築( 木造に限る）は，鎌倉１棟，室町1 8棟，桃
山３棟，江戸６棟あり，江戸の６棟は17 5 0年以降の総社本殿と閑谷神社炎殿とであるから，そ
れらを除く22棟に上記今回調査の28棟を加えた数が県下の17世紀前半以前の社寺建築の遺存総
数として把握できる。これ以降になると数は俄然増加する。１７世紀後半50年間の建物が112棟
にのぼるのをみても理解できよう。

寺院建築中世末以降, 社寺建築の様式的な区分はさほど明確でなくなり，おおむね和様を基
調とし，それに禅宗様の細部が加わる一般的傾向は岡山県の場合も例外ではない。しかし個々
についてみるとそこにはかなりの濃淡があり，宗派によってもそれぞれ差があることが分る。
例えば，中世以前の草創と伝えられる天台・真言の寺院では内外陣を区画し，外陣に大虹梁を
架けて入側一間通りを化粧屋根裏とするなど，Ｉ| ､ １世の密教仏堂の伝統を伝えるものも多い。７i ：

件数｜棟数｜件数｜陳数｜件数｜棟数

予術調査

一次調査

二次調査

1, 125

３２３

２
５
４
６
５
１

1, 450

３５１

９３

1, 538

４８５
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岡1 1 . 1県近' 1 1社寺建築の洲占

間噛では安住院本堂（岡l l I I l i ・慶長６）をはじめ稲生寺本堂（備前I l j ・天和２) ，蓮台寺本‘ 鴬（倉敷

I l j ・享保５) などがあり，小規模な三間堂でも仏壇を背面に突出させこの制をとるものが多い。

一方，池田藩の曹源寺( 岡1 1 1 市) ，津山藩の本源寺( 津山市) 埠蒲主の菩提寺となった寺院はす

べて臨済・曹洞の禅宗寺院で，その建物も禅宗様が基調となる。特に曹源寺は元禄年! | : I に草創

された寺院であるが，伽監配置も正規の規格にのっとっている。また宝福寺仏殿( 総社市・寛延

２年）のように単体として禅宗様の古様を持った建物もある。法華宗系はかつて備前法華の名

で呼ばれていたように一時隆盛をきわめ，遺櫛としても妙本寺本堂（費陽町・天正）や本経寺本

' 堂( 柵原町・元和４) ，本成寺堂( 和気町・覚永1 1 ) ，妙法寺本堂（津l l I l l j ・承応２）など近世初頭の

ものがまとまって残っているのは本県の特色の一つといえよう。

神社本殿同指定の木殿６棟のうち流造は１棟も含まれていない（法華宗系の鎮守社で３棟ある

が) 。したがって室町' 1 : １期以降いろいろな形式の本殿が混在していたことがわかるが，１７世期

前半以前の本殿では７棟のうち６棟までが流造で占められ，少なくとも近世初期においては流

造が主流であったことが知られる。

しかし，それ以降になると様ｲ { | が変化し，流造のほかに入母屋造妻入向拝付きの社殿や人母

屋造平入社殿がふえてくる。このうち妻人社殿はr １．１山神ﾈ ﾋ 本殿( 津l l l I l i ・永禄２．国指定）にすで

にみられ，地元では神社名をとって中山造と称している。この形式には２種類あり，一つは二

間社ないしは大型一間社の本殿にもちいられる形で，Ｉ| ･ ' 山神社にみるように正背面とも入厭麓

造にして軒をまわし，その正而に牌破風造の向拝を付したもので，いま一つは一間社に多く，
正面入母屋造・背而切妻造としてI E 而側に紐破瓜( I I 1 l f 唐破風にするときもある）をとりつけたもの

である。後考は前荷の簡略化した形と承うけられるが，在来の分類からいえば隅木入春日造の

' ' - 1 に含まれよう。この形式が分布する地域は比較的明瞭で，津山市をI | : ' 心とした旧美作国とそ
のわずかな周辺とに限られる。

これに対し入母屋造平入社殿は，流造と共存する地域で備前・術' ' - 1 がこれに入る。いずれの

場合も総体的にみて年代を追って彫刻類を多川する傾向にあり，聯末期でそれが妓尚潮に達す
る。また，流造のように切妻であっても斗供を1 1 1 組あるいは二手先でまわすのがふえてくるか

ら，ｙ' i 然妻部分はより一層賑やかになり，それ以前のものとは明らかに区別できる。

境内建物寺院では門・鐘楼・経蔵・黙・太子堂，阿弥陀鴬などの付属堂・庫異・蓉殿など

で，神社では随身門・拝殿・幣殿・摂末社・社務所などいずれも多数の建物によって境内が描

成されていることはいうまでもない。近世社寺を考える場合，個々 の建物はもちろんのこと，
- 一つの建築群としての観点からもみる必要があろう。古い' ' １緒をもつ山岳寺院の金山寺（岡山

I | j ）や木山寺（柵原町) ，１９世紀始めではあるが建物がすべて同一時期で揃っている福田神社
（八束村）など一例にすぎないがそれぞれの個性を感じさせるに充分である。

以上のほか，現存する建物と直接関連ある棟札1 7 0 枚を発兇し，各社寺の建立訴情や，大［
集l j j の発生とその嫁動範囲がわかったなど，今l i 1 I の調査で得たものは大きい。（細見啓三）

－１３－



富山県民家調査

建造物研究室

1977年10月から78年 3 月にかけて， 市山県下において民家調査を実施した。 この調査は富山

県教育委員会が国庫補助をうけて実施したもので， 市山県におけるこの種の調査は1969年度に

統L、て2回目である。 今回の調査の目的は前回の制査をrill足し， 重要文化財民家選定のための

新しい資料を得ることにあった。 当研究所は剖査の依頼をうけ， 現地での調査にあたった。

調査は l 次から 3 次までの三段階にわかれる。 1 次調査では28の市Ill］・村から計 301 隙におよ

ぶ古民家’のリストの提出があった。 このうち85,tJlfについて調査員が現地におもむき基礎的な調

査を行い（2次訓台ふ さらにこのなかから16:t京を選んで断而｜豆l， 梨桃図などさらに詳しい資料

を採取した（3次調査）。

調査の範聞はほぼ全県下にわたり， 前回のl次調査で l該当なしと報告のあったいくつかのrli

IIIJ村からも古民家リストの提出があり， 2次調査も行なった。 またn旬回は既往の調査があると

いうことで2次調査を略していた五箇山地方の民家についても現地での調査を行い， 多数の資

料を得た。

調査した民家
’

には出家，lllf家， 漁家がある。 これらは18 世紀の後半から19 世紀末にかけて，

すなわち江戸時代後半から明治時代中頃までに建設されたものである。 このうち18 世紀にさか

のぼる民家はごくわずかで， 多くは19 世紀にはいってからの建築であった。 建設年代の判明

した家に寓山市打l:Uの大場義彦家（成応4年「家作，i
i

'HII」）， 岡市宮尾の内山季友家 （皮応4 >F ・

棟札）， 砺波市太｜到の入道忠立I与家（茄永6年「家立佐ニドH野木町物見j十ニ石ツキ見舞家わたり見知．守

党」）， 福野町安J舌の安川弘家（位、化3 ii,.・"i!.i文在！）， 福岡IIIJ元日IJの上型fWi:犬家（明治1411：： ・ ：；！日：

銘）がある。 このうち内山家は建設当初からいわゆるアヅマ建の例として年代の判明する最古

のもので注目される。 このほかお山市岩瀬大IIIJの県N-1［家は， 明治10年頃の建築であるが， 明治

JV］の町家として質も高く怠匠的にもすぐれており， 出家では利賀村の野原i事松家が18世紀末の

建築で， 小規模ながらヒロマ上手部分の保存がよいことで注目された。

前聞の調査の結果は7iT,山県教育委員会発行・の「山山県の民家」にその概要を記してあるが，

今回の調査で出家のIHJ取と分布について以下の3点の新知見を得た。

(1 ）前回結論を保留した県の東部においても， 玉Hlf部にC型， ，，L盟f剖lと山11\Ji'iilの• l:r Ill！十こB型が

分布していた。

(2）氷見市の農家の間取はB型に似るが， 桃造手法など総合的にみればむしろ石川県能登地方

の民家との関連が強L、。

(3）前回C型に分類した出家は紺lかくみるとヒロマとチャノマの関係から婦負 ・ 射水の二郡以

来の平野音llと， これより西の間放の平野郎と2つのタイプに分れる。 両者はヒロマj二部の架組

仏塩の位ir1と向きにそれぞれ特色をもっ。 c, 1 ， トJ ill：治）

- 14 ー



�·：1山県民家ぷHt

1 i](!,;l.rlil 11的苦n11家tli,:IJ.:’ IL而ii百i 2平H,:·:i桑f家i災以、｜正1f1ilス1 3幸1JJ'i H日\J· JJtt仰松家別状 、li·1ffil寸C A!W : 

桁'ri•I：火にヒロマを矧：：Jt、つLt＼、tことる） 4八ff\llJ'(i川光』JI:家現状 、V·1fli1
，寸（R型・ヒロマが民l\ilt 、 つct.＼ 、 にひろ

がらず． ヒロマ後ffllにダイドコロ． カッテ. ：；ナマエなどと祢する日:Jlhlがつく） 5山山dr ，·：：；材、 川�（現状 、｜正 げIi図

(C�l：ヒロマの後rmにヒロマとほ1:t1,;JじJムさのチャノ勺がつき ． さらにド エ「にダイドロυ， イロリ会もつ〉 6 ti,\

'J!flllf!lf I llt記ll家現状 ・｜ι f(1il刈（じ尽＇J.: Cl\'！と，..－1憾でちるが ナ十ノペ・ がヒυ ・1吹i郎、ー やや1-.1::1側へ似ii＼す）
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手先斗棋 の 変 遷

建造物研究室

三手先斗供は寺院建築において塔・金堂・二亜門・楼ｌ１Ｉｊなどの主要建築に使われる。これら

の建物は外観意匠上，軒を深めることによって均整をはかる必要があり，軒の垂木を受ける九

桁を前方に送りだすためには，三手先斗棋がもっとも有効的な組物になる。ところで，三手先

斗供は職成部材としては，大.卜上に二段に組まれて前方に突出する一手・二手目の斗供と，三

手間を支える尾垂木があるが，両者を重ねる支持法が二手'.|の秤肘木と力肘木の入れ方によっ

て変化してゆく。そしてまた，尾垂木"iiの小陰組内の処理法にも変化が認められる。

７世紀の三手先斗供としては法隆寺玉虫脚ｒの巽形斗供が注１１される。これはI:芸I}Aのため

斗棋の実際の組染方や，力肘木・尾垂木の処理の仕方は必ずしも判然としない。とくに，軒の

荷重を均等に受けるように放射状に配された婆形斗供のおさまりは推定するしかない。しかし

法隆寺金堂・塔・中門の上瞬の組物のような天秤式の横象上げを参考にすれば，｜･分組立てが

可能である。玉虫厨子の三]F先は，一手・二]FIIが画然としている。’'1国河南櫛博物館戯の陥

代の陶製家形に見える三手先も同様の構成である。法隆寺金堂・塔・Il1lIljでは一手・二手|｣が

二段にならず雲斗棋として一体化されるが，尼垂木と力肘木の関係は玉虫脚-ｆと共通しており

同一系列下におかれよう。玉虫厨子や陶製家形では壁付斗供が認められず，法隆寺Iﾉq院の諸建

物にそれがあるのは，本来三手先斗棋は天秤式を利用し前方に突出せしめることからはじまっ

たものではないかと考えられ，壁付斗棋は玉虫脚ｆに見られるような迦11､j･水が変化したものと

解される。

薬師寺東塔・海竜王寺互履小塔の三手先斗供は，二手I|のぐ|･と力肘木で尼垂水を支える。こ

れは前代の力肘木のみで尾韮木を支えるのと苦しい違いになる。海危王寺ではさらに力肘木下

に斗が入れられ，尾垂木の支持が強間にされている。力肘木の一体化は法隆寺塔の四・五亜'１

ではすでに一木にすることで試みられている。尾垂木の左右の振れを防止するため，下方を問

める意識が働いたものであろう。したがって，尼垂木上の斗供による丸桁の支持も安定する。

加えてIIil:災一面に小天井を設けたのも，九桁を固定しようとした表われとみなせよう。尾垂水

の振れの防止はその後の唐招提寺金堂以~ドの三手先に見られる文輪桁の付加によることで，よ

り強固にされる。尾垂木は支輪桁を受けるための二手日の秤肘木にも組まれるようになり，尼

垂水中間が支輪桁をおくことで岡定され，Ilil:異がこれを境として蛇腹の支輪と小犬井で装飾化

されるようになる。一方，本来尾垂木支持のための力肘木は，尾垂木に組合う二手目の秤肘木

を固定するようになり，さらに小天井受けとして上方に力肘木がいれられ，斗が付加されて小

天井下が斗棋で混み合う結果をもたらしている。それとともに，丸桁支持のために三手目に尖

肘木が入れられて確立化する。なお，本研究は科学研究聾補助金によるものである。

（工藤圭厳）

－ １６－



今井町の町並訓 脊

建造物研究室

今'''1の今井町111｣並調査は，文化庁と建設省が昭和５２．５３年のIIij年度にわたって共lijで実施す

る国上総合開発塀業調整費による歴史的環境保全Ilj街地整備計画調査である。第・年度'1に文

化庁が行う調査は，伝統的建造物祥の保存状況調街と復原調査で，これらを分紋評価し次年度

の保存修景計凹餓定のための基礎資料とするのが目的である。調炎には､11研究所と大阪Ili立火

学建築学教室・株式会社日本設計ﾂﾈ務所とが共側してあたり，奈良県教育委員会が脇ﾉJした。

昭和44年から47年の４年間にわたって，、'1研究所が奈良女子大学と共同で行なった調査を参

駒こしながら，今'''1は御堂筋の全ﾉ『について，求隠と敷地全休の実測調査を行い，今ﾉ卜町全域

については，外観の観察と聞取りによって建造物を川途別・年代別・保存度別・階尚別・持借

家別・定住年数別等の分顛調査を行なった。調在結果は分頗調査については縮尺軸０００の建物

Iwid間叉Iにおとして各穂分類IxIを作成し，側唯筋については縮尺雑ＣＯの現状・復腺述統平而|叉Ｉ

と，縮尺ﾘ100の現状連統立面図，および縮尺:↓,世00の復原連続立面図を作成した。

分類調査の結果，ここ数年来新しい変化が進行しながらも，今ﾉ|:町全休としてみると伝統的

町並を現在もきわめてよく保持していることがＩＪｊらかになり，町内の道路や敷地削，町を四周

する環濠のlll状もほぼ明らかにでき，町づくりの基礎を追求する道が開けた。また，既往の調

査との比較から，町家の分割や併合が頻繁に行われていることがわかり，町家の1面外観につ

いては二階が時代と共に発達すること，江戸時代末期以降は格了･が-1三流になることなどが認め

られた。また，独立家屋と小規模及臆とでは改造の様,'11が異なるので，独立家屋と長屋が一体

となって発展した町の変遷について考察する'三で複雑な問題を提供している。

今'''1の調査では町並の変遷をﾘjらかにする点ではやや不充分であることが指摘されよう。１皇

賊と敷地全体についての建設､''i初からの復原と変遷をﾘjらかにし，さらにその考察過礎で各戸

についてもう一度復原調査を検討するといった繰り返しの作業が必要であろう。しかし，こう

した膨大な作業には，現在の調査スタッフや調制1ｔでは限界があることも覗実である。

建設省側の調:iifはIけ街地保全整術計画基礎洲在として都市計l山i的観点から行なった。この調

査は文化庁側が行う伝統的建造物群の調査と特接に係り合っており，建設省との共同調査が凹

期的であるにもかかわらず，両朽の調査の方向や内群，結果について,|:Ⅱ､圧に検討する磯会が少

ないことも問題点と言えよう。

今井町の調査は旧環濠内に限られてきたが，少なくとも'11今井領全域についてのi洲在が必要

で，今井町を取囲む環境として保存の是非や，保存の方策を.検討することが迫られている。今

井町が全国的に見て，都市として歴史的環境をよく保存している代表的な町であることは指摘

され続けてきた。今何の調査で保存の方向が岡まり，１１:業計画が策定されようとしている。こ

の事業計両は全岡の範となり，典型例となるだけに，期待が火きい。（吉lIljIIf・上野郎一）

－１ ７ －



平城宮跡と平城京跡の調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では， 1977年度におL、て第102次から第109次までの28(tl:に及ぶ発掘調査

を行なった。平域宮内では，前年度に引きが山、て舵定第一次朝堂院地区の京第一 ・二堂の調査

(第102次)を行い，点院地区では， 旧東-t'J大路路而とHE定された地区で ti!22次南調査地と

第43次調査地の中11¥1をつなぐ調査 (第104{k)を行¥"，束院成立に係る重要な知見を得た。

、|λ城京内では， 1976年度に続く左京三条二坊六呼の調査(釘n09次)で， 111汀j械を占める宅地

の全容をゆlらかにし，また，右京北辺t'J(~n03-1 6次〉 では，はじめて宅地の存在を実証 したほ

か，大安寺西中lJ)，楽師寺小子JJ}・-1-宇l制作定l也などの調査を行・い，見るべき成県をあげた。

以下，主な調査の概裂を報告する。

調 脊 j也区 | 問調査次 数 I ~:1!，1 脊 WJ IBI I而 ml 。Irr ~. 

6ABG.BS.sT 三I'.~長官 第102ð， ii..1.6- 7.12 :n.20 a m一次':VJ~~院
6ALR JI"l!主'.';f tsIO州大 77. 8. .1-11.12 27.00 a 刃l院地区

6ACD.CQ Jll械'.';';第1061)， 77. 6.22- 8. 1 7.36 a !li:l!自l"lJlCJi

6ABN ‘ 11.1成.:~; Wl07次 77.11.1，1-12.27 11.30 a !t紀池双方

6ADB-A 平l或'!，r l'i1103-.1次 77. 6.15- 6.16 0.08 a ':~'西北附

6ACN-[， JVJ成::r l'i1103- 5次 71. 8.26- 8.28 0.39 a 北而1大厄

6ACA-s -'p:J波'::f 第103- 91大 78. 1. 9- 2. 8 9.00 " {主紀池東:lt:iJ
自ALE ミド城'::i Wl03-10次 77.11. 8-11.11 0.08 a 耳i而大垣

6ABAーし ヂI伎と Wl03-17d，78. 3. 1-3. 0.05 a l'i1一次内;}~北ブj

6八Fし Jp:城Jt( !:HI05次 77. 6.28- 7.30 ;;.5.1 a 左京凶糸三J;Jj一月i

6Aト18ー I 平l成Ji{ 2"l11081k 77.10. 4-10.19 2.70 " 左京六条三幼

6AFI 平城 京第109次 77.11.21-12.27 11.00 " 左京三条ニ幼j、珂τ

6AFI-S.R 平城 京第103ー l次 77. 5. 9- 6. 2 ロ00" 左京三条二J;Jj七坪

6AAN 3ド域);~ !n103- 2次 77. 5. 9- 5 . 1~ 0.21 a f城t)¥'北方

68FK-P 平城 京第103- 3伏 77.5.17-5.18 0.20 a 来二J;Jj幼r::w品

6AG八-M ー中j成京 2i1103- 61X 77. 9. 2o- 9.28 0.33 a 右京一条二tIi三月i

6AGA-E.J 平城京 Wl03- 7次 77.10.17-11.12 8.00 " お京一条二段J一二J;f

6AGJ 守、ドl荻京 2n103- 8(); 77.12.9-12.11¥ 0.24 a 凶j-J;Jj大路側術

6sFl<-U 平城京 第103-11()，77.11. 9-11.10 0.03 a 耳l院点プJ

681<A 平城 京第103-12次 77.12. 2 0.05 a 海王寺!日境内

613['1(- 1' '1'-l!占J;( t41103ー13次 77.12. 5-12. r， O. 3 a }I~ニ坊幼IllJr品
日AGA'GG 'V~成J;( ðl1 1 03ー 1 ~次 78. 1. 9- 3.25 5.00 a 間-.tJj大~ï，Y;

6 A F J 干減J;( tl1103-151k 78.1.31-2.1.1 0.90日 耳[-.tJjt/jllll路

6AGR 玉Jl妹Jit !nl03ーl局次 78. 2.28- ー1. 1 13.00 a 北辺J;Jj

6llYS i!?~市 li "'r 77.11.1.1-11.26 1.20 a JlH凶);j北方

68YS i!iJ向Ii，'j 78. 1. 7- .1. 6 7.19 " 西小子})J・十字lJ!ii

6BDA 大~王子 77.10.17-10.25 0.77 a 商 '1'1!j
68HR 法除手f 77. 8.19-8.2~ 0.2.1 a 西大川11必需J9i跡

1 9 7 7 年度発 j~l ，JI.l :i'r:状況
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~ Iλ以'自『みと 、v.þ.え)~(跡の li'!.I :~仁

l 平以古跡の調査

推定第1次朝堂院地区の調査 (第102次) 訓省地域は第97次調査j也の IvHこ J去し ， 点第一 ・ 二~;~跡

Ht定上坦を 2ケ所含んでいる。この地区のj也形は推定第 l次 ・第 2次内誕地威からのびる 2つ

の低丘陵の川を南北にのびる1えいれ飾にあたり，東南にむかつて緩やかに傾斜する。退怖はこ

の谷筋を組めたてて造営されている。検出した主な追桃は建物 2.tJU，抗11立柱!lfl:3条， 築地腕 l

条，時10条などである。これらの巡航は整地l世によ って 4JOJに分けられる。

第 1jOJ 第 l蛙地問に造営された追陥で S03765， S A8410がある。 S03765はぷ掛Iiりの

附北時で，帆 2~2.5 Il1，深さ 0 . 6 1l1である 。 舵定第 1 次 ':V I堂院の制定 1-1:1 'lilll線か ら点に約 103111

(340)むの位i泣にあり ，調査|メ;をIY{北に1'1¥，、て耐に延びる。都中には 2府のJ私的が みられ，

I'Î~'1は背灰色砂層， I:.J百は11白県灰*ii1-.]習である o ili物はJil~(!愉Jl'が芯 r- III 士したのみで-ある 。

S A8410は S03765の京17.5rnにある倒立柱初!J杉列である。10NII¥1陥で， 1911¥1分を検11.¥し，

さらに附に延びてL、る。 位銅形は旅さが約0.4111と浅く ，肱而の11111111が激しく ， 位指L跡がない

事から， t罰IJ~だけで計画変更をしたものと )J}，われる 。 北か ら 101日J FI， 1111¥1目の捌形から木附が

各l点出上して， うち 1点は記載内容か ら*11剣::1'.11.¥1に比定 される。

第 2JOJ 第 2整地!日に造岱された逃W;でSX8559・8560， S A5550A， S 03715がある。

S X8560は SA5550と車位し， iV，品品I!;Ji

口rnあり札， 発抑区I陶ね句i !t引W企封鋭端';;1出i品;近 く でで匂 」点~Ü汀[凶釘ブ方'51ド向;句リ に7走tI伝l佐:る SX8釘55印9 とつながる 。 S X8559は$ffi1.8111， 目前さ0.3

111で，西端は SB8550の誌庖のMTI込ltl!楽でtliされ，S 03765上にはイr:花しなL、。

S A5550Aは惟定第 l 次 !iÿJ ~ih院の東而を画する塀である。 S 03765の.!U4mにあり ，航法第

l 次 ~ÿj1主院の想定中市111線から束中(J107 m (360尺) の位iu:にある。第41・97次制査分と合せてl判

北4611.¥1分 037m)を確認した。 住II¥J寸法は10尺。抗i!形は 一辺約 2111で，泌さは1.2111である。

第97次調査では SA55S0A・B・Cの3JOJを想記し， j民一築地ー拐の変造を考えたが， 今川の

調査で SA5550Cは SA5550Aの柱抜取火であり ，築地法j丘と考えた SA 5550 8 (.-.tJiff. S A 5550 

Aの基駐胤七である こと を確認 した。柱.j)j取火か らの11.¥1'.IIi.FJ.じは全てJf!約五官式であった。

S 03715はHt定第 l次似堂院とH(;A第 2次':VI:主院の川を流れる向.北大部で， S A5550Aの点

17.5111にある。幅 2-3111，深さ約 1111である。奈良時代を通してイr:抗する。上 ・下層の 2JVJ 

に分れ，下!??部は紀::1三木仰jの111U犬訓か ら，その改修の時JUJを天平初イド別にお くことができ

る。上 ・下回総とも上保，TLのI.L¥1..は少なか った。

却 3WJ 第 3整地f，'1に造営されたili梢で

S 08552などがある。

S A5550Bの基庖税 L:は， S A5550A の柱を抜L 、た後に ~:ii質上， 7!沙質 1 '.で紅i ま れる 。 .fi'[ J-.(i. 

凶縁で良く残っていたが，東側lは明治以降の川水路で峡され，築地本体の幅は確認できなかっ

た。築地図縁に沿って雨務総 S08392がある。帆0.41l1，派さ0.1111であるo

S 88400は第97次調査にづI*/，;¥，、て ，iJi凶杭 1:を1炎山した。その陶は 9111途切れて， S 88550 

- 19-



奈良IJil立文化財研究所年幸11

の基凶fj'i土がさらにあtく。点凶帆は19.6111であり，官il: 1:而で踏石脳付痕跡8ヶ所と足場火を

検U:¥した。礎石据付浜跡の辿存状態は泣い、が，的'北約4.5111，米間約3.511111¥1陥に似石が並び，

捌l杉の氏は基坦掘込而より 0.5111程ヒ而にある。J.e.場火は15尺]:¥1隔で南北方向に柱筋を揃え，

基国外で一部に重複がみられる。新しい足場i'(はSB8400の1¥11分補修のためと考えられる。基

坦j也業や足場穴，踏石J桔付J}湖、の配i丘によって， S B8400はよj，(j1G約19.6111，南北約50111の基副

上に桁行101::115尺等11¥].架行 41::111.5尺令11¥1の随石建物を位!A:できる。 SB8550はSB8400の

|判50尺のIHI隔を置いて南に桁行 311¥1分検11¥し， さらに陥・に統く 。 SB8400と同形式で柱]i'd、l

法が等しく， 同様の足場火を倹11.¥した。第97次調査で検山した礎石の市さは約 1111あり， 今回

検/.1.¥した駁石のレベルがj也業而から0.5mftlであることか ら，i主位向は約1.5111と行II定できる。

階段や地位石は後世のi'iIJ-'1λにより浜跡はみとめられなかった。

基副2結成:伏1~は数ケ所にトレンチを設けて迫査し，誕L~~~な j也|ごI也業を行なっていることが分
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311.島北宮~!il;と平以)J~刷、の訓査

った。まず基胞まわりと梁行・柱筋を布抗ITIりし，資制色 1:を入れて版築:伏につき凹め，さらに抗ITI

践し部分も ，f~!j函り の幅約 6111 をl除 く両端の)51<捌りを行い， 11内側色 1 ..を入れて版築;肌ーにつき悶め

る。この地業は SB 8400， S B 8550ともー辿で行なっているが，両建物法胞の中IIHだけは訪日残

し部分を全而に掘込み， 1医築を行なっている。 2段階に分けて行なったようにみえる地業のう

ちで¥はじめの布銅!り地業は1Y4北方向で各16尺11¥1隔となり，基樹上而の残存般石列から復阪で

きる桁行柱11¥]15尺と共なっている。この相迎についてはなお検討の余地があるが，当初，桁行

柱川を16尺等IIHで計四していた建物を，地下地業の段階で何らかの理止lによ って当初の計四を

変更し，顕!践し部分も加重の少ない練通りを除いてj平捌l也業を行なったものと考えられる。

S D8552は調査|玄の中央を南北に貫 く幅0.7m，深さ0.25mの葉掘出で， 焼棋は小さいが築

地から基凶建物までの区画の捌7KWIJと考えられる。 SD8552のよRPy縁に沿う SA8553は位1141隔

が一定せず市の方で消滅する。

負I44 JOJ S B 8400・SB8550廃絶後の11寺JUJである。錦97次調査で SX8390とした瓦を多量

に合む強地層 Wí4~仰也!めと同一JVJて/1\ - 1 造物か ら、|λ安時代以降とみられる。 SX8551は方

約0.5111，I手さ 8cmの競灰岩 切石を京丙ブ1]1句に放並べたもので， 性i陥は不明である。

造物 U，{{f・];L・木製品 ・木聞などがある。二1:協は剖査区全体としては一ill.が少なL、。主に

S D3715から出土しており ，平城宮 11~ V JVJ (725~ 780年頃)がヰ=休を占める。瓦はili.f丸瓦 299

点， i!fF平瓦250点の他に丸瓦が多量に11¥二卜.した。大半がj在地問山ニ|二である。 qi.l丸瓦，刺平瓦で

は全11:¥土数の約80%が 1• 1I JUJ ( 708~745年)のÞr. -eある。 S A5550A の抜11);(穴から藤原'II~;・式の

瓦が出ー|ニしているが， これらは SA5550Aに引“かれたものと考えられる。 木製品は全て SD

3715か ら 1 1:\オーした。多 くは1刺)~ ・ 板 : 1ん171 で‘あるが， 人形 ・ 杓子 ・ 芥 ・ 箸 ・ 礎板などがある。木

簡は SD3715， S A8410から総数30点出オした。SD3715の木rmw七回[れ土第97次調査で多抗

の木附を出上した問位と同一で， 天元|λ5f]:・-の/，r紀のある木間が l点II:¥-/:している。 SA8410の

柱捌形山土木間jは和銅年I:I¥]のものと考えられる。

まとめ 第 1JVJは荊 l銅~rl日iの平成官造営当初の11剖切にあたる。 S A8410は宮中q~h線からの

距離がが~ 120111 (400)心 あり，当初来同800尺を|ヌ:画するW(として計画されたが柱捌形の段階で

計阿変更し廃絶されたものと思われる。第 2JUIは霊屯~義老~fll 'rlに相当する 。 S A5550Aは基

出っきの州立柱W'f.で，のちに抜取られて築地明に改められている。第 3則は SA5550Aを築地

加に建替え，S B8400・SB8550の地業を行なって悦堂建物を建てる。明堂建物な担11(1色作1l'rlに

お くこ とは~~97次制査の知見と矛盾せず，宮廃絶まで存続したと考えられる 。

佐紀池東地区の調査 (お孔03-9次， ;;(¥107次〉 澗~地域は11'1 :年度に調査 (鈴101次) を行な った佐紀

池の*にあたり ，発効ITI而引は約20001112である。退出は 6ABN-W区と6AC B -Arヌ:で1~ï11L

柱建物 1初L出 1条， 土砂'19基を検出したが，それ以外の地区は後|止の撹訴しを受け， 祭政H寺代

のi立桃はDMrしなし、。抗:il立柱ill物 SB8851は{行行 511H，梁行 411¥1の東 ・同庇をもっ南北似建物

であるo t.:l:Ii'd寸法は，I'ii行10尺等11¥1. 架行7，5尺 "JUlJtの11.¥10パ，問庇の1:1:¥8尺である。ト レン
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五，'0込悶立文化財研究所11三十li

1 0 7次

103-9 <}， 

間103-91欠 お(D07次発jr.ï! ~'!.I有地|メー

チ ryJ訴Mでμn'同時SD8850の北半絡を検出した。この併は大JJ持!隙の北を区画する裕とみられる。

造物 瓦 ・土器が山イニしてL、る。瓦は SD8850から平城宮 111jUJ (745......756年)の軒丸瓦6282

型式が 2点，;1奇平瓦6721型式が 4点， 6684C型式が 1点/1¥土 した。土器は小j十ばかりであった

が，その内に硯部とj肉l台Iff!(筏28.5cm)をー辿で・成形する大型前i1脚O2Bが 1点ある。

佐伯門東方の調査 (白釘抑inoω6次) 第2お5次訊捌1査で

イ佐4ι:づイσ伯1'1門の束方約2お30111ηのj地也区，約750m2を発倒調査した。検川した主な逃梢は時 4条，捌立柱建

物 l.jJU，41i'9.&:坦!置施設 1基などである。

S D8844は素掬!りの東西1，Yiて'ある。故大l陥1.1111，深さ0.25111で， 束三幹部は中 ・ 近世の ~I:戸

で分l1Jrされている。 SD8820はiPru約2.0111，探さ0.3111の紫捌りの東西青年で，佐伯門中市Ih線に沿

って点に流れる。東四時 SD 8810は ~ílJ王子が著しく東方で途切れている。 S D8830はSD8820に

合流する南北務で，南はこ|二:畷て'切られるが， S D8844に後続するものと考えられる。

S B8800は京商 311¥1，市北 11111以ヒの抗il立柱建物で柱11¥1寸法は東西 8尺，南北10尺となる。

S X8845は SD8820の!i'，'j; þまで検出し，小さなこ|ニ城内の氏 ・ 側而に瓦をi世し、て折~止を固定した胞

設である。 SX8843は発郷IIKi*'i部で検出したH'字状の泌;1犬泣椛で・ある。遺物は皆無で引i:l:と砂

質土が員，Ijl"、互!習をなしていた。

逃物 土器 ・瓦 ・木製品などが11:¥土した 二七総は/U上fd:が少なし、。 SD8820， S D8844/1¥ 
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ïl7..IJ.え':;O;W~; と τJi.~え)，叫;のJ~，11t

|ての七棋は、|λ城'I~\'III JUJ~ V JUJ (750~780旬

以)に比定できる。瓦は1F.f九Jf.， 6 }.'Y.， n 
平瓦 8点，而戸瓦は底面戸で藤原符式の

特徴を耐えている。木製品は SX8845の

折敷 l点と仮状木製品政J:-4点が S0 

8820から山ー|二している。

まとめ 発侃I~は水路で南北に分|析

され， かつ隊-1'11が)'~なってし、た。 S 0 

8844とS08820の111]はj町立に比べJm山iTii

が向く ，こ こに築地を~!)iすれば' I:ÇiIIT ブ

ロ ックを I~iilliするものと考えられるが今

回の調査では吋初1-1(19とした道路放らし

し、遺構は検出されなかった。

東院地区の調査 (tino/li.大) 調査地域は

~22次南地区とおí~43次地|ヌ:の川にはさま

れた束院地区である。谷mJの低iMJ也にあ

たり， :i立l悼の多くは弛i也而|てで険/1:した。

初 106次発 j}，ll)古川|刈

土佐な近隣は倒立担:ill1to21倣， j~目立柱WFl 5糸 ， ~犯行行H市東~ 4糸，t'Ii45条， J乏)iJ~ /'.峨 1法，)1:戸

1 ~~などである。これらの迫陥は人-きく A- E の 5 JUjに分けられる。

AJV] τIL域符.u.j'，:;.同ij後の主として部で附成される11寺JUJで， liiJ後 2JUJに分れる。はじめは点

阿方向の行II~'渠 S D8601・8602・8603・8604の 4糸が，発投il区のほぼIjl火をrH北に縦断する京

掘併 SD8585に連なり ，発捌区京北部でこの桝と合流するぷ侃糾 S08586とかならる。、|λ以7;.f

造営 lìíJ と考ーえられるが， その i~l:絡は切らかでiな L 、。

次に発捌|ヌ:の北京から向ー阿にヌ12る斜行部 S08600と，発J用11<<，:北、1".lj-1火に深さ30-40cmf'l¥の長

方形士服 SK8630，およびその北辺から北にのびる市北石放糾 S08645が造られる。

S 08600はjiIij)';;:に成存状態の良好な護岸JlJシガラミがあり ，J盟I:rわか らは多iA:の上部 ・木聞

が/L¥-Iこした。後に詳述 (32mするよ うに，平1I$"jI，J:.Il¥1の年紀のある木間が 9点あり ， J'. P.~は平

成宮 1.IIJ切に属するものが主である。また， S K8630の JiH -1ニからも:f11銅 ・ '心地の~.紀のある

木附や平城宮 l・11JUJの土協が出 tしていることから， AWI1炎平JUIの ili椛のH刻。lは、|λ城符造~~:f，

、1'1初から天平初/'1'頃ま でに限定できる。

BJUJ liijJ切の糾 ・こし臓を足H立て，全体に引って弛j也を行う 。発捌I;;i.:jlli辺を市;1ヒtlfl:S A3237 

で慌岡し， さらに， 点jlli~f. S A8574・8576で・発銅i区をIH北に 3/X:回に分割して，各区間内がiY4

北似!の抗m立柱建物 SB8570・8571・8578・8580・8582・8618で桝成されるH剖Ujである。

S A3237は第22次問調子町 Ix:から続き ， 片品!é J也|天の阿辺をIU~ る !M と考・えられる。 南北 31メ:阿の
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奈良国立文化財研究所年制i

うち，北の区画には大脱税ill物を配し，rl~I 1\ 1区画で怯発抑lj5(点辺に南北j耳 S A8575を設けて方

60尺の区画とし，i-N区間では SA8575をさらに隔に 21日|分のばして SB 8571，およびその向ーの

東西堺 SA8572とともに，南区画をさらに小さく分割lするなど，官術的な要素の強い機能的な

配i丘計画がj必されている。

B JO Iの廃絶時1Ul~;t ， S B 8580の南蛮:柱欽取穴出土の紀年木聞から天平末年頃と般定される。

CJtrI fIIiJ切の逃桃は SA3237の西に沿う南北総SD8605を除いて一掃され，同じ規紋 ・平

市形式の束回線建物SB8590・8591・8592・8593・8594・8595の6棟が，等11J1隔を[泣いて南北

に整然と配置される。建物列の西側は SD8605で，東側は倒立柱拐 SA8577，北側は SA8596 

で区画される南北に調II.R:¥，、宮市ブロッタである。 SA8596の北約16mには SA8597が蛇行し，

阿抗川は道路放と舵定される。

DJDI 発掘区西寄りの，東一妨大路西側溝の北延長上に当る位置に南北大都SD3236が造

られ，発捌北端と中程で，東西石!飲料SD3229・8620が SD3236に合流し，これら 3条の併に

よって，当発侃区は 3 区田に分:~II される。 S D8620の約12m南に鈍行する東西2!神百務SD8624 

との間は追怖がなく ， ~fJ北の官何を分ける道路放と考えられる。 道路放の北には東西棟建物

S B8632・8640，道路放のIねーには南北棟建物 SB8610・8612， ねはじf，VjS D3236の illi縁に~fJ北館

建物 SB8609・8638がある。南ブロ γ タの SB8610は発捌|売の耐にのびるl行行 71旬以上の建物

で，桁行に 2問， 1 HIIの単位で5室にH¥I{:l:切られている。

S D3236はそのj能郡!日伎は 3JOIに分かれ，下回から天-'F'.Jf年宝~宝f也6年の年紀のある木聞が

6点山-1::し，上問からは平城宮 VJDJのご|て慌がIt¥二|二している。また，北ブロックの SB8680はの

ちに廃棄されて，;JI:戸SE8679が造られるが，この31二戸J盟 1:からも平城宮 VJmの土器が出-L:し

て，DJmの廃絶は奈良l時代終末期にあてることができる。

EJOI 奈良時代終末期の泣桃を全而パラスで・駆った時101である。このパラス而からは平城

官 V~ VIl却lの土探と ， 少i誌ではあるが中世の背磁 ・ 瓦総 ・ 灰利!陶僻が I t\ゴニしている。 S B 8613 

はパラス而からは1検出できなかったが， 柱抜H形出土の土器形式(平城古川U])からこの時即lに

属するもので，また， 柱銅形の形状等から SB8611・8637も同時期と忠われる。

巡物 300点を越す木簡をはじめ， 多且の土探 ・瓦 ・木製品 ・金属矧がl士l二lょした。特に S

D3236・8600から山二七した木1m-土f.誌は東院の拡張1I;j:則を考察する上で武重な資料である。

'Ilfl・LのUJ土総数は635点あり ， 6282-6721型式が大多数を占める。 ゴニ慌の/1::土fil:も製自で S

D 8600J1主主~土中出土のj苦 ~f，f.文を箆古きした*i必然諾や， 同僚なほ1[f.文の銃形杯などがあり，ま

た，S D 3236からは出~r:: ー|二総175点， ニ彩鉄鉢 9 点， 県淡塗 |二師器 1 点， 線刻 |ニ.v.;H8点， I ~馬

1 I点:

まとめ 当1地也区はこれまでで平l以成宮抗例|リ閃E珪!当初は京一条大路の辺路敷と考えら，れたが，ネ斜:f↓Hi

抗純V昨iや長長，方1形杉二土t域の存ギ布巨でで なお今後にIlrJ題を残すこととなった。また，天平末期以降は*院J也

医はかなり建物密度の~':j \， 、日i街地区として機能していたことが明 らかとなった。
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|住1::1寸法ぼ)
桁行 1~~行 I IfE 

日 SB8570 1 Í"i~tN[ 81:H以l:x 21H1 10 10 

S B8571 I何~tl~[ 41:11 x 21:日以 l: 8 ワ ， 
S B8578 íH~tl京 71:11 x 21::1以上 9 ワ 8 

S B8580 ïH~t Nl 111日1 x 31t:1 9 10 9 

S B8582 11:11 x 11:11 9 9 

S B8618 f\'j:lt l~[ 31:H x 21:11 6 6 

C 1 S B8590 東西側l 51::1 x 31::1 10 9 9 

S B8591 }U西側l 51::1 x 31::1 10 9 9 

S B8592 Jl!凶|京 5liJI x 31:11 10 9 9 

S B8593 京凶l東 51::J x 311lJ 10 9 9 

S B859.1 東西I'U 51::1 x 3/:11 10 9 9 

S B8595 東西1m 51:11 x 3/:11 10 9 

D 1 S B8609 南北D![ 3/:11 x 21::1 8 J 

S B8610 南北D![ 71:H x 3/:11 10 8 9 

S BI¥612 I何北側! .I/:II x 31::1 9 7 8 

S B8632 東西I!l[ 11::1以1:x 31::1 10 9 10 

S B8638 I拘~t l~[ 61::1 x 21::1 10 10 

S B86.10 JlHlli捌! 4/:11以1:x 31::1 10 9 10 

E 1 S B8611 耳HlliJl!( 2/:11 x 11::1 10 10 

S B8613 Jli凶制l 3/::1 x 3/::1 8 6 10 

S s86:n 東凶iリ! 2 /:lIlill: x 2/:¥1 8 9 

.IJ!.央

(桁行x~m
H州1

泊in04次発品liJ立1，¥';図
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奈良国立文化財研究所年報

2 平城京の調査

北辺坊の調査 (第103-16次〉 本調査は駐車場建設に伴 う事前調査である。調査地は右京北辺防

の東南部にあたり，二坊二 ・三坪の宅地遺構および北京極大路の存在が予想された。検出した

主な遺桃は抗H立柱建物8練，堺 9条，;)1:戸2基，総17条，道路 2条，木組遺構，土;綴などで大

きく A.B.Cの3時期に区分できる。

AJU] 建物i刷工二坪と三Ty.の坪境付近に位置し，2坪分にわたる宅地が予想される。

調査区南部の SD160は申話1. 1~0. 3m，深さ O.4~0 . 2mの業掘の東西梅で，北京極大路計画

線(平城宮酋函中門心の北ブ']1800尺)から北約14.6mにあり ，これより南の遺構状況などから，北

京極大路 (SF190)の北側純と考えられる。従っ てこ のn'ljより北側が宅地となる。

S B250はHJ行7nol1，架行 31/;¥'1，南庇付東西棟建物で M切の中心建物であるo 柱nX1寸法は10

尺等間，庇の出は12尺である。この建物の両11あに南北棟建物 SB230-A， S B260が配され

る。西側の SB260は東庇をもち，北側柱列を SB250の身舎南側柱列と揃える。北而に南北塀

SA268がとりつく。東側のSB230-Aの北にも南北msA240-Aがとりつく 。

S A180-Aは建物mの東方を限る51M1の南北塀で，柱間寸法は10尺等間である。 SB250 

の東側柱列から80尺の距離にある。

司:i.t北京内発期制査位I，YU刻 第103-16次発品~ij!ì術関
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τドー城':~~'助、と τji-j}北京跡の JI，'，I~f.

BWI 南北小路 SF275がつくられ，宅地が米商に分'，!il]される。東側の宅地では SB250， S 

B 260， S A268を廃 し， S B21O， S E245， S A242をつくる。 SB180--A， S A230-Aは

っくりかえる。このH制切にさらに改作があ り， S B230--Bを廃 して総柱建物 SB234を建て，

その南北に腕 SA240-B， S A200をつくる。 小路西側では SE290がある。

ih北小路 SF275は，陶北出 SD270， S D280を側併とし， i1Yf，心々距離は約 6111 (20R)であ

る。 SD270の埋ニ]--から奈良時代後半~末WJの上総般が出土した。

S B210は BJVIのr!-，心的な建物と山、われる村J行 411-¥]， 梁行 211Jjの:iR四似建物で， 柱1J:d寸 法は

10尺等ILll-c:-ある。柱抜rf:x.穴から奈良|ピi代末のJ:慌が/111二している。

S E245は内法1. 3 111 の方形~I :戸で泌さは2.6111 あり， ;} I :館組の ~ I二戸 1'!I~が8段残る 。 S E290は

内法1.8111 ， 深さ 1. 5111 で， チ 1 :館組の ~ I ・戸枠が 3 段伐る。これ ら 2 ti主のチ 1 :戸国土からは奈良時代

末の二日号が出土し， S E290の抗nnヲからは奈良時代前WJ後葉の土印!i部が出土した。

CJW 追桃がまばらで，五u物の方位もばらつき，宅地の荒廃する時期である。桁行 41iJI，架

行 2 1 1.\1の南北t~!建物 S B220， 東西航Jd!4T.JS B295があり ， S B295の IれこややlI~fJVIの辿l る *西

W{:S A291がある。 SB220の柱抗'il jf~か ら奈良時代末の土保が/u上している 。 この 他， 木組i立構

S X150，糾 SD142， S D144， ー1--械があり， S X 1 50の i~TI形， S D144の底上|か ら平安H寺代官ij

JUIの七探知が山ご|ょしてL、る。

辿物 ;)1ー戸 SE290， S E295のJilUニからまとまった辿物が山 1:した。 SE290か らは奈良時

代末の七師時 ・須忠慌のほか， 'lFf平瓦 1，斎L!，¥4， 1111物l底紋 3， 刀子制 lがある。 SE295か

らも奈良時代末の 1--加傾のほか， ; 1汗瓦 3 ， 木 ~ri1 ， IIM:ioM依 1，和同11日祢 2，凝灰岩切石が山

1:した。この他， 包含周か ら多量の円筒I直輸とともに，形象I直輸 (家 ・}GDが山 1:-している。

まとめ 今回検山した辿.fN;は 3JUIの変遷がある。その年代は， IU土造物か らAWJを奈良時代

liij半JUI. BJWを奈良時代後半から末期，CJVIを奈良時代末期か ら'f-安11寺代古iJWJにあて ることが

できる。 A • BJUIの辿tlliは'ji-城京の造営方(s't:とあわせて整然と配置されており ，この地域が奈

良n~i 代古íjJUIから宅l也として整備された こ とがうかがえる。 AJVJの東西航 S B250をr.1二'{.¥fこして

両l協に南北側を配した建物t:下は， 二 .l-l と三J~ドのn岐に位ltt しており ， この時JVIには 2J平分を占

める宅地がHt定できる。 BJVIになるとIYi北小路がでーきて宅地は東西に分割される。ただ小路 S

F275の(s'(j白は坊川小路号|副総からrmへ約11.4111ずれてお り， 今後の検討を嬰する。ま た， 第

2お3次 (平以7泊~#二北，

とS0160と0のコ，心心々 b距恒瑚iは70ω){となる。

以上のように，今問の訓査によって，従3氷K

なft存料}をfりることカが:でで、きた。

左京三条ニ坊六坪の調査 (第109次〉 調査.区はl昭和50'-j'-Vこ実施した第96次発侃区の北而に接-し，

困 illiの北~ll] をjËる京j7[jWf. S A 1500から三条条川路 (現大'出・通り〉までの区成である。検出した退

怖は倒立住建物 5隙，桝 2条，井戸 2基， 1ー峨などがあり ，iiii川調査と 同様， AJUJ. BJmに~:
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奈良国立文化財研究jiJi"年報

¥-lJUI ..1- ~ JUI 13ml 

左京 三条二 tJj六 sF)立構配置凶

AJtIJ I庇をもっ辿物を中心にした 4~~!の建物， 2基の井戸がある。 SB 1570は前庇をもっi行

行 511-¥1，架行 3nnの東西線建物で，柱間寸法は 9尺符11¥1である。 SB 1570のilli6 m (20)む に

は建物SB 1571が陶 ・北而の柱通りを揃えて並ぶ。制査区西端で東側柱のみ検出したが， S B 

1570と同規肢の京同校!と考えられる。 SB 1570の東南には桁行 51討し梁行 211¥1の陶ー北側辿物S

B 1573がある。柱11-¥1寸法は桁行8尺 5寸，架行 7尺等11¥1である。西側柱列を SB1570の東側柱

列と揃える。 SB 1570の北東にある建物SB1552-Aは，前回調査に統き 21t¥J分検出した。桁

行 511!d以上，架行 211¥1の東西陳述物で，柱11¥1寸法は10尺等川である。この建物はほぼ同位iEで
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:; 1<以'内・湖、 と、VJJ点点~A;のJ司~t.

長l! ;併えられ， 白から 411 \1日でlilHI・切り，内 1mに IjjlJ~:I~の施設がつくられる。 IH側柱ダIJを S B 1570 

の北側柱チIJと， 1!!i(IlIHiデIJをSB 1573の J.U ß!IJ柱列と揃える。このl時JVJの建物は，上ドの rl~心か らの

距離が10尺単位で訓りつけられる。 S01545は制査Ix:北端にあるぷ・仰の米凶滞で， 六上/<の北を

限る築地の南側雨絡部と考えられる。 SB1552-Aのj'yjには井戸 SE 1610， S E 1611がある。

BJDJ これまでの建物 .;11戸を廃して，S B1574をつくる。 SB 1574は桁行 511'，]以上，梁行

211¥1.柱Il¥J寸法は10尺符川の点凶棟で，liij阿訓査の踏石辿物SB 1540と京而柱通りを揃える。

I十jOllJ柱抜取火か ら.，/i.:城'，'>1;N JUJ (夫~IL~主マλ~{l'.~ 抑 / 1 ， 1盤;;::;m の 'Iq:メu・Eが川|こ している。

JJ14~ 瓦m ・ 」二 日:Hí'i ・ 石製品がある。瓦~iには丸./:L • "Ii.J.Lの他に，判必24点， 1市戸瓦 1点が

ある o 'ltfl白工藤原'，I:r5-¥:を合め IJVlか ら IVWJ まであり，、|λ城主~;1/:1上JLと同氾である。五日l句には，

6285型式， 6667型式を中心とする IIW1C必老 5{I~~)( 'V'17年)のものが多し、。-':探知には， /二剛山

1111 ・ I~' :j杯，鎚須恐慌1111 ・ 柄、 ・ ~'5 .向、 ・ 銚 ・ 火舎 ・ 鉢 ・ II:I:~:などがある 。 その 他， ー|て馬や将棋駒Jf~の

石製品 (恥il4.9α" 長さ19.6cm)で頃{jJIに任0.6cmのPJ干しをもつものがある。

まとめ 今 I fllの調査を合め，六月ιは約359杉が説~1iされた。 Tìíï lñ/調査で，上ドが闘i也を開む腕に

より 140尺でiH北に 3等分され， 長l!物配 i白にも ~ 1 'iilii l~l:があることが切らかになっている 。 今 /111

の調査により ， 建物配 ii"i:が A WJにはÞI<の rl'心から10)込 ìjí.位に 'ì~IJ りつけていることが-}f1 明確と

なった。そして検1.1:¥JJ1怖の夏、選は，困i也を中心にした|丘j或と d坑をーにしており .l'可地区がー休

となった計倒的造営が行なわれていたことがうかがわれる。また，国j也をrl3心とした区域が，

11I17J-c'Ji:など特別な川途をもっ公的な事避の場と考えられるのに刈して，今回検山した国i也北方・

の建物l洋の性格は， J51i.内での{立iffやm物配世状況などか ら，プミTf所1-J・者の家政機関にあたり ，

I~池の管理 ・ 運営が行われていたとみられる。

薬師寺西小子房・十字廊の調査 本調査は(1Ji1¥誌の復阪とその変造を切らかにするとともに， J立

内蛙 ólli計岡の資料を得る FI 的で ， 業r:r li~i:の委1Mにより行なっ た。

同小子町 西小子房はi昭和49:1r:.の四iWI房地区の調査で--ml検出し，その位置 .m模について

ゆlらかにしている。今問の調査ぱは，îìíï 恒l発初II~の北に~tする l実域である。西南側は "1' 世の焔

i也でかなり倣Jf)i されていたが， 東北ßlIJは焼1: ・ 木伏が!以く Hfj立し.JJ1捕の ~{.l ~~態は良好であ

IIQ 
I~ 

円 rlrl円 1I1-
mA~Ii O.'I' II!i小 こFvi' 1ヰ:JJ向ifeJ}，r!i立I，W/当l
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った。西小干日!の京端部とrAnjJj・錦 4}J}・第 5lJ}の川取をゆlらかにするとともに，2l.ltの火

災を受けていることが判別した。

再建官ilの各房は桁行 21MJ(20尺)，架行 21m(14尺)で，土壁て仕切り ，さらに中火で東西 2

室に分割している。中央柱西側の床 卜.には木樋11音渠が南北に通る。 IBJ仕切控のJ也君iは， 3F.瓦を

両側に立て，その|討lに瓦を重ねたもので，大房と|司じ工法である。

この建物は焼亡後，同位i世に問鋭校で再建されるが，再度火災をうけ廃棄されている o ujJ立

には赤く焼けた幅15cmのスサ入り こ|二壁が向さ 5cmほど成っていた。また第 3房 ・第4房ではm
内の北半を東西 2 室に 1 1\ 1仕切る土壁が残り ， 北監は再~íìíjの地部より 6 cm~翌北に寄せている。

木樋踏渠は廃棄され，木樋に瓦をつめて白11賞渠状にしている。

小子房北側の雨務総の仰l板は!日土泣物 ・担lr金状況からみて，小-[-JJj廃絶後に改修されたもの

で，当初は素抗nのm務部で町ある o 'ftY;;の北側には瓦1mめの上墳がl政干Eしてし、る。

2度目の火災は第 3房床面出土のこ凶;初、ら10世紀後半と考えられ r薬師寺縁起」にみえる

天禄 4年 (973)の火災にあてることができる。また最初の火災は削音渠捌形山上ニ凶器の型式か

ら，天禄 4作よりさほど遡らない時JUJと考えられる。

十字廊十字腕は 「薬師寺縁起」によれば東西14丈l尺，南北5丈6尺で食雌ともよばれ，

天保 4年の火災の失火元である。今回の調査で十'7-:廊は食堂の北方に四半分を検出し r楽附l

d百縁起」の記11似通り平田十字形の建物であることを確認した。

基坦はi也山上に茶制色土を30cm積みあげ，凝灰岩切石をi也山上に直接立てて基出化粧として

いる。基坦上而は後世の撹乱を受けているが，礎石裾十J-!.点跡が成り ，建物鋭敏を知ることがで

きた。伽Iff!i9=ll/idl線で折り返して復原すると，十字Jnllは桁行l1/HIで，柱111]寸法は中央111]15尺，11あ

11:l114尺，次|十1]13尺，端 31Uド各12尺となる。架行は 211-Hで柱IIH寸法は 8尺5寸等IIlJである。 iYi側

柱列は西小子日の北側柱列と柱筋がJ-liiJぅ。桁行中火IHJから南に 311l!(位!ilJ寸法10尺等!日J)の張出

しがある。北への張出しは 「薬師寺縁起」に記放された南北5丈 6尺からすると 1111]分 (9)り

と舵定される。基砲のまわりには幅約40cmの雨落絡がめぐる。 I句.雨落併のo[lJ仮は小子房ーから連

統するもので，後に改修されたH寺のものである。南の張/L¥し部では，基砲のiLli側に食主から統

く師40cmの石組雨務総が走る。

基国の凶北I~J~に近接して;1 1二館組の )1:戸があり ， その抗~lJr~から奈良H寺代中凶の上慌を出土して

いる。 )1二戸は十字廊の建設に際して西北方に移したものと考えられ，十字廊のおIJ日!を条即時代

r/_I頃とすることができる。また， 廃絶年代については， 市務部， 桂樹上而のよ~íから /1\土した

逃物から10世紀後半と H~定され， 天依 4 年の焼亡後再建されなかったものと Jtj，、われる。

i立牧l 西小寸二房 ・十字!郎地区の/:1:¥土遺物には瓦矧，土総額，金属製品がある。瓦煩には多品

の丸瓦，平瓦の{也 ijl"f瓦，緑病IJ霊木先瓦がある。軒瓦は粁丸瓦6276型式，ijlドII.瓦6641盟式が中

心である。新型式の一つには径30.5cmの大型軒並L瓦がある。緑漁IJ笠木先瓦は長辺15.7cm，XTI.辺

11. 7cm前後の長方形をなし， 方}~の釘孔が 2 ヶ所ある。
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、 1;.以'E..f跡と f!1点JJ~幼;の ，v，'，lft

ート?t~~加には上nîli \l:~ ・ 急:ii也12 ・ よ!~色 u:~ . JL \l:~ ・ 二彩陶\l:~ ・ 緑泊111日，~~位 ・ !東和l陶総 ・ 中|主|製 i滋叫が

ある。土nlli¥l完治:以も多く，その大部分が平安時代のものである。井戸1:111二の奈良時代中凶の艶

の一つには 「三宝J r人足」 の墨~I'r-がある 。 この他， 蹄j肉Iú此灰泊11宝珠 (~lが H~，上 した。

金属製品には銅製の~:髭 ・ 蝶需 ・ 白銅製特 ・ 金箔 ・ 鉄重Iがある。

薬師寺東僧房北方の調査 本調査はJ]g'c札所の点方に，t営利支天主が移築されるのに伴う調査

である。検山した主な泣椛は抗il:iL柱建物2籾1， )1・戸 4i主，部 2条である。建物 2織は奈良時代

で， 点凶 f~! となるが、|λ而形式はゆj らかではな L 、。点的房の北約50111で食堂にも近く，町屋関係

の辿物と思われる。)1:戸 4Aのうち 1ili¥;は奈良時代， 3 iMiが平安11寺代末期に属する。 奈良11寺代

の)1:戸は方約 1111，深さ 1.7111で )1二戸作は延長っていないが，木間 ・瓦 ・1:総 ・木探など多量の

ill物が/:1:¥1二した。木間は;).1ニ戸の廃絶年代を示す 「おfむ二年」銘を含み，総数 233.... 'f.をかぞえ

るo 'ilF瓦はすべて水薬f:m寺式で・ある。 1-.慌には 二l:師総 ， ~恵日;t ， 黒色士山があり ， 1二rflli総 IUlの

一つに 「民集nlliJ rWJ r流J， 1上:帥甘総;持t吋d艶Eの一つに r 1朱誌戸」 の占挫昼;古日カが;ある。 このj列井iド:戸は薬f印m削1引叩Ii同手寺F 

造包岱fれ|

大安寺西中房の調査 イ本丈 3訊調』司1 型資tはノ大lç j宏b必(~，消4奇守{，小学校 i佼う交ど会移 l伝に!閃史刻l述する波り廊 |卜ド、住設に(，作治午ド う 調査であ

る。調量査査f.J地也は大宏ミ苛可:川，小j、学校佼l陸在内でで‘，f:1肢g大宮寺西ι1'lJ}にあたる。

日目'-I::Imについては，IIB和38ゴF.，奈良県教育委員会が今Inlの制査|送.の北)jで発仰を行なった調

査では，liij後 2JUJの建物があり， 前WIは架行 31111， 柱11'.J寸法10尺等1:¥1，後JUlvitn行 11:¥]， 柱1111

、J-rL8尺等川である ことがわかっている。今阿の調査でも 2JVlの恨石群を検出し，liijJ朗建物は

|行行柱/1¥1寸法が14尺であり，基出来四帆が44)辻であることが切らかとな った。この1H石の("i.i宜

は，西中房北列I似品¥111¥1分にあたると思われる。後JVlm物は南北に説ぶ般石 2ケ所のみ検出し

た。Hi行-柱川寸法はjjij却!とIliJ様14尺である。

また，制査|互の一ml抗nり下げにより ，大安";1'有|凶!以jIiiの地主主:而と，係上j在地!日を催認した。

旧地表面は現地表下約1.4111の灰色 *，liJ..層ト:ifjjで，こ のj也|玄では 1111以上にわたる感ニ|二整地が

行-われている。|日地表而には大官大寺所1日の再使川瓦と忠われる大宵大手T'式illl、lλ瓦， 奈良|時・代

jjijjUIのニl二時，木材 のi'i11り屑がJ1同日しており，大公弓l'造;立にl却する造物として休日される。

今1"1の調査により，大安寺造営に問lするj'1:屯な資料を1!}ることができた。なお，制査結民は

I /，1 

4 -' 

大災，'i'l出中が発抗Ilj立hYil;;4
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て公表 し，これまでの制査

のjぷ洪をもとに 作 成した

「大火寺伽航配iff復原|安IJ

(締)~2000分の 1 )を収録し

た。(土肥孝・安IUnti太f!/O



Ｏ
』
頂
』

平城宮跡発掘調査部

遺構の露出保存に関する工法の研究発掘調査された遺椛をそのまま螺出して保存するために

は，（１）遺橘の埋蔵環境と劣化現象の関係を明らかにすること，(2)保存の環境条件に適合，もし

くは耐久性を持たらす保仔処理工法，ならびにその保存材料の検討が必要である。

（１）埋蔵環境を示すファクターのひとつに水質の変動がある。一方，古城の石室・石棺材とし

て，また，礎石・基壇等の建築部材などに凝灰岩が広く利用されている。これは一般に固結度

も低く，その劣化も激しい。凝灰岩の劣化度は吸水率（空隙率）と関連性(第，図左参照)を持っ

ているので，劣化度はその吸水率から知ることができる。したがって，凝灰岩の劣化度と埋蔵

環境との'wI関関係は，その埋蔵周辺の水質との関係を調査することによって得られる。実験で

は水浸時の凝灰岩のアルカリ金属，アルカリ土瓶金属等の溶出最と水のｐＨとの関係を測定し

た。第２図は①まだ新鮮と思える凝灰端，＠すでに風化しているもの，⑤保存材料で強化処理

されたもの（ここではエチルシリケートによる硬化処理をおこなった）をｐＨ一定の水iIIにさらし，

カリウム（Ｋ）の溶出量を測定したものである。④の溶出.'1tにくらべて，Ｏのそれはきわめて

少なく，保存処理による絶大な効采を示している。

(2)土質遺構を合成樹脂で硬化して，露出保ｲfする方法は以前から検討されてきたが，コンク

リートに土を硬化すると，硬化されない部分との間に屯列が生じ，さらには，硬化部分に歪翠

をﾉﾋじるなどの障害が起り，保存処理に成功した例は皆無に近い。木研究では-上質をコンクリ

ートに固めないで，上質本来の吸脱湿性をもたらす．I皇法を採ﾊ』し，前述の障害を解消しようと

するものである。また，施工に先立ち，イj･効と思われる保存材料を約16稲リストアップし，そ

れぞれについて施工時の難易度，、Ｉ化後の上質の吸脱湿性・強度等を比較検討した。なお，保

存環境の条件に合せて上質硬化の物理的性質を適宜調整できることも確認している。（科学研

究慨特定研究「古文化財」の成果）
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奈良国立文化財研究所年報

青銅鏡の非破壊分析非破壊的方法による金属製遺物の分析は，自ずと遺物表面の分析をする

ことになる。一方，金属製遺物の大半はその表而部分がすでにさびてしまっているので，非破

壊的方法とは表面のサビの分析を意味する。このようなサビの分析値は遺物本来の組成を示さ

ないが，なおかつ考古学的な研究に寄与できるよう，いわゆる非破壊分析に関する原理的な検

討をおこなった。木実験のための分析試料をI¥銅鏡に絞り，蟹光Ｘ線分析法を利用した。青銅

鏡の腐蝕が進行しても，含有量が70パーセント以上を占める銅に比して，含有鐙の少ない錫や

鉛の変動は銅よりもはるかに低いため，蛍光Ｘ線分析で得られたピーク強度比，〔Snkα/Cukβ〕

に対する〔PbLγ/Cukβ〕の比はほぼ一定となる（第３図参照)。つまり，同一青銅鏡について，お

よそ10ケ所の測定をおこない，第３図のようにＸ－Ｙ座標にプロットされる点の回帰係数（直

線の勾配）をもとに，各試料間の相異を表現できる見通しを得た。第３は三角縁神獣鏡につい

て，主として錫の含有二瞳のちがいによって二種類のグループに分けることができた例を示す。

（科学研究饗特定研究「古文化財」の成果）

遺構部材の取り上げ工法現場で保存することが困難な遺構や，展示・調査研究のために室内

に搬入したい人骨・貝塚・窯跡などは出土時のままで切取り，軽量の合成樹脂で包承込んで運

搬することができる。最近では平城宮跡出土のしがらみの一部切取り保存の例がある。まず，

しがらみの一部分を切出し，和紙などで覆いをつける。次に全体を発泡性の硬質ウレタン樹脂

を流し込み，硬化・梱包する。ここではウレタン樹脂が木材に付着しないようあらかじめ和紙

を被せた。しがらみ全休を包み込むウレタン樹脂の体積は7004にも及んだが，その重量はわ

ずか20k9であった。なお，取り上げる遺構部材は寸法・重逓・形状はもちろん，その材質が

千薙万別であり，取り上げたあとの処理が複雑で，しかも竜要な仕事となる。しがらゑの場合

には，木材と土壌から隣成されており，いずれも尚分子量のＰＥＧで硬化することができた。

外部関係機関等への指導ＰＥＧ含浸処理装侭の

設置と取扱法の指導・広島県・草戸千軒町遺跡調

蕊駕繍撫駕撫撫誉．
､県教育庁文化課｡人骨の取り上げと展示のため営

め

１．０

の保存処理指導・洲'継県・渡名喜村教育委員会。

遺構の保存処理指導・福井県・朝倉氏遺跡調査研

究所･ニツ塚遺跡出土の石棒の取り上げと保存処０．５
理・涼山県・県教育委員会。古城の移転計画に関

する調査指導・佐賀県・県教育庁文化課。登窯の

移築復原の計画指導・滋賀県・大津市教育委員杉染俊爆の詞 .I哩付同等・極只県・大津巾謬肩安風００．５１．０１．５
ＰｂＬ７<／C'１Kβ

会。（沢11111ﾐ昭．秋llll隆保）
節３ｌｘＩ脊銅鏡の蟹光Ｘ線分析

－３８－
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平城宮跡発掘調査部

1 9 7 7 年度の平城宮および京跡の調査で総計

5 8 4 点の木簡が出土した。適職別の出土点数

は右表に掲げた。ここでは興味深い内容のも
一
つ
３
３
２
３
１
１
２
２
５
６

２
１
５

１

１

調森地｜出土過柵点数

１

脇議02鮮院｜：剛：｜，：

－３２－

木簡出土遺構一覧服喪による請暇文書１点があるの承である。

同じ上層溝から出土した釘製作に関する文普( 表）「受古釘六隻殖十二斤翫柵慨寸打合
釘」（災）「五十一隻四月- H一日刑部麻呂」は，木簡と紙の文餅の関係をうかがわせる史料で

あろう。天平宝字六年（7 6 2）造石山寺所鉄充井作' 二帳は，日毎の鉄製l Y l の製作・進上を整理・

記録した帳簿であるが( 蝋I i 蕊卿M，その一日分の記載形式と水木簡の記戦形式は側じであ
る。鉄製1 W, の製作ごとに木簡が作られ，製品に副えて進上され，一定期間の後にそれらの木簡
を基に，鉄充井作上帳が作られたのであろう。S A 8 4 1 0 柱掘形埋土から出土した若狭国遠敷郡

の米の付札｢少丹生里歎舞啓〕｣は, 里制であることや里名記峨が和銅六年の国郡里名の好
字表記の制より前の表記法であることなどから，和銅年間のものであろう。

東院地区（第1 0 4 次闘査）１５個所の遺構から総計3 1 9 点が出土した。そのうちＡ期の斜行溝S

D8 6 0 0 とＤ期の南北溝S D3 2 3 6 出土のものは質堂ともに豊常なので，これらを中心にのべる。

斜行溝S D8 6 0 0からは堆積上と埋上から出土した。年紀のあるものは，堆積上から和銅二年
（7 1 9 ) , 同四年, 同五年( 各1点) , 同六年( ４点) , 同八年( 韮他元年1点）の8点が，埋・上か

ら和銅七年１点が出土しているので，本溝出土木簡は和銅から霊他初を下限とするものであろ
う。内容的には貢進物付札が多い。和銅の付札の記載形式には藤原宮木簡に象える古い要素が
残っている。例えば，貢進者の記載形式が藤原宮木簡では「某里人某」の形式で，和銅年間を
境に｢ 某里戸主某｣ の形式に変ることが指摘されているが( 識溌淵当礁所) ，本溝出の付札で

5Ｒ」

。一… ． ‐ ‐ ． ‐ 東院
のや，遺跡の性格を明らかにできるのものを（第1 0 4 次）

中心にして報告する。主な木簡の釈文はすで

に｢平城宮発掘調査出上木簡概報( 1 2 ) ｣ ( 1 9 7 8年

４月刊）に報告した（１１絵４，７頁の釈文参照) 。

推定第１次朝堂院地区（第1 0 2 次調査）南北溝

S D3 7 1 5 と南北塀S A 8 4 1 0 から総計3 0 点が川

ＳＤ８６００

ＳＫ８６３０

ＳＢ８５８０

ＳＡ３２３７

ＳＡ８５７６

ＳＡ８５８１

ＳＢ８５９２

ＳＢ８６３８

ＳＡ８６５４
ＳＤ３２３６

その他

ＳＥ１５

- l こした。S D3 7 1 5 は推定第１次および第２次

朝堂院地曜の間を流れる南北燐で，上層・下

層溝の二時期に分けられ，木簡は両時期の溝

から各1 4 点出土した。年紀をｲ するものは，

上層溝から「去天平. 五年八月- M. 一日」とある

平城宮および京跡出土の木簡

計．

から各1 4 点出土した。年紀奔ｲ . 『す為ホのは． 薬師寺ｌＳＥＯ５１２３３

右京北辺坊二坊
（103- 16次）



平城僧および京跡川土の木簡

は，前者がＩ例，後群が２例（１例は和銅六年）存している。またこの点で「1 1 1 人」と「ﾉ ｰ 『主・

ﾉ ･ ' 口」の記載のある習醤木簡も注Ⅱに' 1 ｉｉｉする。数量記戦についても，海藻・魚類など斤危単位

のものに関しては平城宮木簡では一般に六斤であるが，／k 溝出土の志摩国調海藻付札２例は二

十斤で，これも藤原宮木簡にみえる古い要素である。付札の国郡哩名記戦について和銅六年の

好字表記の制以前の次のような興味深い表記がみられる（括弧内は倭希抄）。

伊世国奄伎郡久菩多里（伊勢国奄芸郡搾I I i 郷）｜鳴閏| 鳴郡魚切里（志膳国英虞郡名錐郷）

三野国木須郡（美濃凶本巣郡）消狭国遠敷郡玉枠I I l i ( 二1 超郷）積I | 幡郡（播序国宍粟郡）

備後国三次郡下三次里（下次郷）野間郡（' ﾙ ｰ f 国濃満郡）桑村郡林' 、（0 } 予| 劇越智郡排帥郷）
すさ

このほか鍬・鼓の付札４点と人倭国I ﾄ ﾞ I i 市郁の調銭付札１点が注' 1 できる。「鍍」付札は，飛

鳥京跡第5 1 次調査出上の７世紀中災の「' ' １髪部ルト戸」木簡の「肢」字を釈読する上で，注Ｉ１

すべきものである。

Ａ期の上職S K 8 6 3 0 からは黒篤（ツツラ）の進' 二・支給を記録した文苔２点が出Ｉをした。

（表）ｒｌｎｎ風口黒蔦五丁宣火宅内侍
和銅ヵ〕「 j 他力〕〔 | ﾉ 1 進黒劇力〕
□口八年八ﾉ 1口' 一| □ ｢ Ｔ１蔦1 N述六ｒ此用状霊亀元年ﾉ L j l □ □ □ □ □ □ □ □口火宅内侍

〔充力〕 □ □ 〔火宅内寺力〕
（異）十二ｊｊｌ－Ｉｉ~□l - l l - l l - ] 黒蔦一ｒ面□□□口霊地二年ニノj 廿｢ ' ' 11鳥末技「□口三□」

〔充力〕
（表）□口掃部司黒蔦二了宜' : 海' : 内侍同' - 1 内進膿ﾙ § ｰ 了宜』〔内侍「I 隙枇」

□

（裏）□ □．' ･ ﾉ j l l ･ 八1 1 1 ﾉ 1 進無蔦j l l ･ 了1 1 . f 神i i i I l ﾉ ' 侍

２点はＩＩ４ｉ接接統しないが，側材・' ' 1 縦で，もとI ｢ １－木簡で，縦に割って廃棄されたものであ

る。無蔦は龍や笛，胡線の材料となるもので，本木簡は黒葛のI Ｉ々の進上・支給をかき上げた

ものである。一日分の各記救は年ｊ] ロ，黒胸の進上・支給先，数ｌｌＩ: ，内侍ﾒ i ﾉ i を記す。内侍は，

平安時代の例によれば内侍司の掌侍（判官）をさす。内侍司は後悔十二司の首に位徹する宮司

で，天里に常侍し奏詰や勅胃の伝宣を職掌とした。平安時代初には勅旨伝宣の職瀧から内侍

賞という文害形式が成立する。この木簡の内侍端は勅旨伝宣にｗｉった内侍を注記したものであ

る。火宅内侍は，礎老- じ年正月に初見し，天､ I え八年に典侍であった大宅朝1 . 諦箭姉に､ ! ” ，また

上海上・束・神前内侍は，釆女あるいは氏女出身の内侍で，出身郡名あるいは氏族指を箔とし

たものであろう（上海上内侍＝上総国海上MM，火内侍＝1 < 野低1部伐郡または都賀i I ' 〔，神l i i i 内侍＝播磨・近

江．肥前国神前郡のいずれか) 。黒篤の進上・支給先は，掃部司がみえるが，「内進」とあるのは

内裏への進上を意味するものであろう。このﾉ k 簡はその作成宮司を明らかにできないが，内災

と関係深い内容のもので，Ａ期の東院の性格を考える上で貴砿な史料である。

南北溝S D 3 2 3 6 は上ﾙ ﾘ ・下層溝の二時期にわけられ，木簡は両溝から出こした。年紀をｲ j , す

るものは上層職で宝心/ i 年（１点），下胴溝で勝宝（１点），天平神謹二年（３点），神護亡，

裳紬/ , : 年，同六年（各１点）の計８点で，勝宝のものは料苫であるから，i I I j 溝の木簡は天平神

謎から宝餓にかけての奈良時代末のものとみてよかろう。内溶的には，向溝とも文! ' ；が付札に

－３３－
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比して多い。その中でも，特に宮内造営関係の木簡が下層溝からまとまって1 0 点出上している

のが注目に価する。･ 仕丁・木工・鉄工に関する文ｉｌ；や削屑，「木工井仕丁粧｣ とある題簸，釘作

製に関する文書・題談，泉津からの材木の運搬に関する文１１，「造勅旨省司｣ とある削屑などで

ある。これら造営木簡は年紀を有するものがないが，共伴の木簡の年代からすれば，神謹景雲

元年（7 6 7 ）四j ] に完成する束院王殿に関わる束院改造との関係が十分考えられる（統日本紀) 。

さらに「造勅旨省司」の削屑からゑて，直接には勅旨省造営に関するものである可能性も存し

ている。「造勅旨省司」は初見の官司名で，勅旨省造営のために臨時に設けられた宮司であろ

うｏ勅旨椅は天平宝字八年（7 6 4 ) 十二月に初見し，延暦元年( 7 8 2）四月に廃される（統日本紀) ｏ

一説に天平宝字六年に創設され，詔勅の発令や勅旨による宮中調度の調達を職務とし，宝字末
年の皇権の分裂の中で，孝謙上皇・道鏡が淳仁天皇・大師藤原仲麻呂に対抗して設けたものと

いわれている。木調査区のすぐ北の第２２次南調査で「勅胃省」という退書須恵器が出土してお

り，災に束院と称徳天里との深い関係などを考えあわせると，勅旨省が東院の一部に存在した

可能性が考えられる。このほか遺跡の性格を考える上で，上牌溝出土の東宮坊所管の「舎人監

解」の文書や「供御所」の土師皿請求文普が注' 1 できる（７頁釈文参照）。後者は，土師皿を

支給した宮司の大進（大進は職・坊の判官）が判充の署名をし，下部中央に小穴をうがつなど木
簡の使い方を考えさせる史料でもある。上層溝出t の木尺に万葉仮名文( 表) ｢目毛美須絃保
連紀我許等乎志宜見賀毛美夜能宇知可礼ヨロ」（裏）「『奈示｣ 」を習詳したものは，国語学上ま
た奈良時代の尺を考える上で量重な史料である。下端を折損しているが，幅を１寸（3 . 0 c m）に
作り，表に１尺1１（3 0 c m），裏に５分刻みで５寸分の' 1盛をうつ。

貢進物付札では，上臓澗l : | 土の宝心五年の上総国夷漉郡の調飽付札が，ｉ倉院所蔵の調席施

布墨書銘と同じく専当国司・郡司名を記戦する形式の珍しい史料であり，下層溝からは，越前
岡鹿蒜駅に> ' 1 る「返駅子」の訓付札や大和国十市部奄知村からの貢進物付札も出土している。

左京三条二坊七坪（節1 0 3 - 1 次調査）発掘区南端に検出した河川S X 1 6 7 8 の屈曲部から木片や
〔道力〕

８世紀前､ ' 4の土器とともに木簡１点が出_ こした。「八田須支九口受口守石村」という鋤の授受
に関する文瞥である。「八旧須支」は) Ｉｆ時吉備地方が鍬などの生産地であったことから，備中
国ド道郡八m郷産の鋤の意であろう。

薬師寺境内地東僧房跡の北，現売札所の束の地区の調査で倹川した井戸ＳＥＯ５から出･ | こし

たｏ年紀をもつ木簡は雅屯二年（7 1 6 ）が３点あり，伴出遺物も本薬師寺式瓦や奈良時代初頭の

ｋ師器である。薬師寺の平城京移建は養老二年( 718 ) と伝え( 良和四年「薬師寺縁起」），それ以前
の木簡である点が注F 1される。多競の木片や削屑も伴出しているので，ＳＥＯ５は薬師寺造営中
に使われた井戸であろう。内容的には習神が，形態上では削屑が大半を占める。霊勉二年の年
紀をもち「千字又｣行頭部を習苫した木簡は, 藤原宮出土の千字文習樗木簡( 錯雌濡淵難）
に次いで古く，殊に年紀をもつものとしては岐古のもので，千字文の椿及を考える上で砿要で

ある。（今糸隆雄）
－３４－
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平城宮跡の整備( 8 )

平城宮跡発掘調査部

1977年度の宮跡整備は，来

院南門基壇復原整備，第２次

内裏内郭築地'''1廊基鯉復原整

備，潅水施設，水路改修，宮

内道路造成，苑路整備，内異

整備，柵工事および浄化WV改

修-[事を行なった。

東院南門基壇復原整備第３９

次発掘調査で確認された束院

甫門（SB5000）の基聴復原

を行なった。この門から束へ

約１００ｍについては，1974年

度に築地，嬬地および外濠を
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切石の両落溝を表示した。基壇'２１ｍはI陥貝11.5ｍとし，基聴rl1央に通る築地はプレキャ

(高さ60cm)を立てた。施工ば東西２ケ所の門跡（SB3700，SB7950）は，基壊上而を凝灰

二
Ｆ

喝
臥
創
』

度に築地，嬬地および外濠を第１１ｘｌ平城宮跡整備図

復原表示している。また門より北に延びる桝内道路も約90ｍについて整備済承である。

第39次発掘調査では，火半部の一部に基聴膿{:と礎石の据えｲ､l･け痕跡を検出しているが，削

平が祷しく平而規模を確定する要素は少なかった。そこでこの門が，既に発掘調査で確認され

ている西而のrl~１門や南門とほぼ同規模のものと考えると，両而門は桁行５間，１７尺等間である

のに対し,東院南門では西側の迂lliI溝(SD5100）の位股から,＃〔四両端1111分の柱間を１５尺に縮

めていたものと考えた。なお梁行柱|川は前述の２門と同様15尺襟|剛として不都合はなかった。

以上のことから東院南門基壇は,東西26.91ｍ,南北13.58ｍの５間３)Tの規模を持つ凝灰岩晩上

積基壊（尚さ1.2ｍ）とし，南北両側の''1災３間分に段階（踏向l脈30cm，蹴上げ高24cm）を設けた。

基聴上面は中央３間分を凝灰岩切石敷で階段と扱統し，他はコンクリート叩き仕上げとし，壁

部分に地覆石を，扉11に店居敷・蹴放しを表示した。また発棚調査で検出した２箇の礎石をリ｜

上げて再川し，残り16箇については再川した２筒を原型とした礎石を製作し補充した。

ｉｌＩｊ基壊西側に迂171Iする溝については，ＩＭＩの南で東に折れﾙ〔一坊人路西側溝に接統するが，／ｋ

買収地であるため，門の両側23.5ｍを復原表示するにとどめた（卵１図Ａ，鮒２１XI）。

第２次内裏内郭築地回廊基壇復原整備1974度から始めた内郭築地Ｉｒ１Ｉ廊基塩復原は，1976年度ま

でに東楼基壇を含む東辺部について整備を完了している。今年度は第12次，７３次発掘調査で確

認されている築地I馴廊を東楼西端から両方へ15間分（約60ｍ）について延災した（第１１ＸＩＢ）ｏ

復原は昨年までと同じl:法とし，’''1廊南而は凝灰塔の埴上職基壊(I舟さ1.23ｍ）北面は凝灰岩

スト版

岩切石



U０店

敷とした。なお中央門（開門）の北側'''1廊部は，門の両側１間分まで造椛にならい敷石で平而

表示すると共に，プレキャスト版の尚さを75cmとし，３間幅の門規模の立而表示を行なった。

潅水施設昨年度までに内裏南部，大極殿・朝堂院および朝集殿地区について，自動散水装

侭の設置を終えている。今年度は内異北部と閣方外郭地区にスプリンクラー49韮を増設した。

これにより第２次内災朝堂院地区の潅水施設整備は一応完了したことになる。なお散水作動表

示板を管理棟に設撒し，散水操作管理の便宜を計った（館１悩ｌＣ）。

水路改修法華寺町から宮内に流入する水路の流量の琳加に伴ない，堤の崩壊箇所が多くな

って来ていた。そこでコンクリートＵ形ブロック('600mm）を川い，謹岸工聯を約125ｍについ

て実施した（第１図Ｄ)ｏその他，第２次朝堂院外周の大正時代に整備された水路謹岸の王石積

が２箇所（西側９ｍ，南側３ｍ）で崩壊したためこれを改修した（館１図Ｅ）。

宮内道路‘高城西而''-1門(佐伯門)から昨年度施行した宮内道路を，今年度は束へ約230ｍ延艮

した(第１１XＩＦ)ｏこの整備にあたり，第106次の発掘調査(昨年度施工端より東方100ｍ付近約740㎡）

を実施した結果，この地点では西面''1門のrll心線上に水路(SD8820）が存在し，その南側は築

地状の地山の尚まりが平行していた。そこで今年度は，道路''1副iを門中心線より北側８ｍに狭

め，その両側に側溝を復原表示した。側溝の外側は幅10ｍについて盛土張芝を施し，１本/40㎡程

度の樹木植戦を行なった。また，この宮内道路の東端から第２次内裏朝堂院地睦への歩道整備

として，幅貝２ｍの砂利舗装の苑路を約２９０ｍ造成し，緑陰帯の苑路と接続したほか，笠料館

東北部で約130ｍの苑路を造成し，資料館外周の歩道を整備した(第１図Ｇ）。

ヨ

Ｙ一ー一

第２図束院南llIj韮壇

~Ｆ
口

呈Ｉ
ｖ

その他内裏整備は佐紀池の北東部

4490㎡と第１次内裏地区の県道沿い2870

㎡の２ケ所について，聡士整地し1本/100

㎡軽度の植栽を行なった（鋪１凶Ｈ､Ｉ）ｏ

また施設管理上の要諦から，県市道と宮

内仮設道路との接続部10ケ所に車止めＭ１

を設置(第１図』）したほか覆陛地区に設

けていた,便所の浄化槽を１００人槽に改修

しその浄化能力の向上を計った（脇１図

Ｋ）。（渡辺脹史）
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飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，197 7年度の．Ｉ呈喫な調査として，藤原博跡大概暇の北力とI 珂力
の地域，そして内奥地区を調査し，飛鳥地域では大' 日' 大寺金唯推定地と甘樫丘Ｗ『遺跡を調在
した。主な調査地域とその期間・而職などについては第１表のとおりである。

藤原宮第2 0 次（大極殿北方）の調査この調査は，火種殿院' ' １央部北半，すなわち，大極殿跡の

- t 壇に北接する部分から火種殿院北|｢Ｉｉ廊までを対象として実施した。このうち，北I ni 廊の一部
は，かつて日本古文化研究所の調査により検ｌｌＩされたところである。今' 1 1 1の調査のI 1的は，北
1 1 ' | 廊の位侭・規模・櫛造を知ること，後殿の存否を確認することなど，古文化研究所の示した

大極殿院復原案のＩＦ否を再検討することであり，さらに朱雀大路と四条条間小路の交渋点や藤
原宮北而中門（1 8 次）で検出した運河の延長部分など藤脈京条坊地割りの適職を明らかにする
ことであった。

検出した遺構は，藤原桝造常前の巡隣（Ａ期），藤原宮期の遺拙（Ｂ期），その他に分けられ

る。Ａ則の造職には朱惟大路計画線S F 1 9 2 0とその東西両側溝ＳＤ1 9 2 1 . 2 0 6 5 . 2 0 6 6，四条条

間小路計画線SF 1731およびその南北両側群ＳＤ１７２９．１７３０．２０７５．２０７６，１櫛北溝SD1925，

南北大溝ＳＤ１９０１－Ａがある。S F 1 9 2 0は朱惟人路計両線の遺札f で，四条条間小路計l I I 1 i 線との

交潅部を検出した。路而の幅貝は約1 4 . 7 ｍ，側溝心々で1 6 . 5 ｍを測る。側溝は幅１．６～２ｍ，

深さ0 . 7～１ｍの素掘りの溝である。S F 1 7 3 1はI ﾉ L I 条条|Ⅲl 小路計両線の遺構で，この遺構のi 7 L i

延艮部は第1 6 次調査で検出している。路而のl 陥貝約５．４ｍ，側溝心々約７ｍであり，側溝の脱

模は朱雀大路計画線のものと変らない。小路側溝と朱雀人路側溝との関係をみると，朱龍人路

東側溝（S D1 9 2 1 ）は小路路而を横断して連統し，小路両側溝（ＳＤ2 0 7 5 . 2 0 7 6 ）はそれぞれ大路

東側溝に流れこむｏ他方，大路両側では，大路側溝（ＳＤ2 0 6 5 . 2 0 6 6 ）は小路路而を横断するこ

飛鳥・藤原汽跡の発掘調沓
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飛鳥・藤原宮跡の禿捌調沓

ど天武1 1～1 3年に, Ｎｉ､ ' ' i する紀年木簡を含んでいる他，天武１．| ﾉ L I 年制の冠位「進火難」や火宝令

には兄られない‘ l ] ' f i 「陶' 1 ‘ } ' - 1 などの木簡があり，大瀧の上限が天武朝末年頃にあることを示唆

している。したがって，もし大溝ＳＤ１９０１－Ａを藤原宮あるいは京の造憐のための運河である

とする先の想定に誤りがないならば，藤原脚・京の造街の開始は天武末年にまで遡り得ること
になる。少くともその可能性は商まったと荷わねばならないだろう。

藤原宮期（Ｂ期）の遺職としては大極殿院北1 7 1 1 廊S C 2 1 0 0 ，東西塀S A2 0 6 0 ，暗渠状巡隣S

X 2 0 7 0 などがある。北| 可廊S C 2 1 0 0 は南北１間，東西９間分を検出したが，このうち東３間分

は古文化研究所の調査で検出されていたものである。後世の削平のため，側廊の基聴，礎石は

残存せず，礎滴下に敷いたと思われる根固めの栗石を検出するに割まった。根固め石は径1 0 ｃｍ

内外の小喋を径１ｍ前後の範囲で，地1 1 1 上あるいは整地上上に直接配されている。柱間は染行

が約３．３ｍ（1 1 尺），桁行は東１間が約３．２ｍ（1 1 尺），以両８間が約４．１ｍ（1 4 尺）である。

中央の桁行柱間が他より広くなることに疑問をもった古文化研究所は，I I I I 廊主列から１間ずつ

南北の位侭に根行列を確認し，ここに梁行３間の門風の建物を復原し得ることを説いている。

しかし，今回の調査では，古文化研究所の調査域以西の建物復原線上には全く根7 . i がゑられ

ず，ここに建物を復原すべき積極的な根拠は得られなかった。このように後殿の存在を確認で

きなかったのであるが，仮に梁行l l H l の構造であっても，ここに大極殿・内裏| 州の通行の川を

果す施設を復原することは- | 一分に可能であろう。ただ，北l I i l 廊をすべて桁行1 4 尺等間で割り付

けると，柱数に問題があり，中央の桁行９間分のみ1 4 尺で，北而' ' ' 1 廊東両各々1 1 間分の桁行は

1 1 . 5 尺と復原するのが妥wi であろう。

東西塀SA2060はPL i 条条間小路路I i I i 心よりI f j に29. 7ｍ（100尺）の位侭

にある８間( 約3 6ｍ）で，１５尺( 4 . 5 ｍ）喋間の棚立柱塀である。ＳＡ２０６０

がこれ以上両へ延びないとすれば，これの' ' １央の柱穴はS F 1 9 2 0 の心と

一致する。大極殿の背後を画する塀としては前期雌波桝に例があり，そ

こでは大極殿院の東西向廊に発した束I ﾉ 叩塀（ＳＡ1 6 0 2 . 1 6 0 4）が，それぞ

れI | : ' 間に束両棟建物を介して大極殿・後殿州の軒廊にとりつくが，藤原

宮ではそうした遺機は検川されず，両荷の性格の異同についてただちに

論じることはできない。

S X 2 0 7 0 は九瓦を砿ねて連結し両側縁に玉石を並べた暗渠状遺職であ

り，大極殿から北' 11 1廊までのｸ部' 1にl I i I らかの建物が存在し，この建物と

北l i 1 l 廊とを繋ぐ遺職に付随したものであるI ﾘ 能性も残されている。

遺物には主要なものとして，常造営時の運河ＳＤ１９０１－Ａド層より出

土した木簡とＩ: 器，瓦，木器，獣' ' 1 腰，条坊計画線ＳＦ１９２０およびS F

1 7 3 1 の側溝より出･ こしたこ器，瓦，欺骨の他，造営時の整地屑であるＳ

Ｄ１９０１－Ａ上卿，および- ' 二職ＳＫ20 8 0 . 2 0 8 1 . 2 0 9 4から川上した丸傾が

－４１－
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ある。ここでは，ＳＤ１９０１－Ａ下層出土の土器と木器について，簡単に述べる。土師器と須恵

器の数量比は，約７：１で．' も師器が圧倒的に多い。土師器では，供膳形態と煮沸形態が机半ば

し，須恵器では供膳形態が多い。年代的には，飛鳥・藤原地域の上器統年のⅣ期後､ | ちからＶ期

のものであり，土師器では藤原宮東大溝S D1 0 5 1 1 I 土の土師器とほとんど篭はないが，坪ＡＩの

器高がやや高くなっており，須恵器では大部分がかえりのない坪蓋である。下屑出土の木器

は，曲物容器，匙，横櫛，物差，下駄，砧，鋤，刀子形，馬形，人形，削掛けなどがあるが，

削掛けの出土が簸も多い。また，この他に墨で人物を描いた木札（第２図）が出- ｔした。獣骨

では馬骨と犬骨が大部分を占める。

ＳＤ１９０１－Ａ出土の木簡藤原宮遷都以前に．使用され，埋没したＳＤ１９０１－Ａからは，木簡が

計1 2 4 点出- こしている。これらの木簡の特色のもっとも重要な点の一つは，木簡が出土した溝

の年代からふて，その絶対年代が藤原宮中心部分の造営より古いものとみなされる点である。

したがって，今回出土の木簡は，溝ＳＤ１９０１－Ａの性格の検討ともあいまって，6 9 4 年の藤原

宮遷都に先行する宮の造営過穐や藤原京の造営過程を考えるための，きわめて貴蒐な史料であ

るということができる。

出･ こした木簡は文書風のもの，貢進付札のもの，その他習書，削り屑等の種類にわけられる

が，そのうち紀年銘をもつ木簡は，３点で，壬午（天武1 1年，6 8 2年），英未( 天武1 2年，6 8 3年) ，

甲申（天武1 3 年，6 8 4 年）がある。このうち前二者は, 木簡の形態からみて, 貢進付札であるが, 葵

未の年紀をもつものは里制の表記をもつことで注目される。この木簡は「芙未年十一月三野大野

苫噛曾｣とあって, 阿漏里は倭名紗に象える上放郷ないし下放郷にあたる。従来, 金石文, 木
簡等で確認できる里の表記は伊場木簡にみえる辛卯年（6 9 1 年）の新井里か藤原宮出- ' 二の例（藤

原富木簡1 6 6 ）であったから，この木簡は里制の実施を確認できる肢古の史料であるということ

ができる。突未年は，浄御原令の頒布（6 8 9 年）より古いことになるから，浄御原令の頒布以前

にすでに里制が実施されていたことがたしかめられる。また甲巾の年紀をもつ木簡は（表）

「甲申年七月三日」（裏）「日仕一I : ' 一於連」とあって，官人の1 1 : | 勤に関する文評と思われ，

「日仕」は，大宝令制ドでいう「上F 1 」を意味するものと思われる。また削り屑ではあるが「

仕日二百ﾅ | けL ' 一| ｢ 三Ｉ「夜五十五」と記した上日に関するものがあり，この２点の削り屑は前者

が後蒋を包みこむようにして出土してきたので連続したものであるかもしれない。

この他，顕著な内容をもつ文書風の木簡としては「陶官召人」とか「口舎人官上毛野阿曽美

口麻呂右五」という大宝令以前の官塙を記したものがある。前者は大宝令官制における笛陶司

の前身と思われ，後考は大舎人寮の前身ではないかと思われる。後者の第一字F 1 は残画からお

して「大」「左」「右」のいずれでもない。また削り屑の中には「口進大建□ □ 」と記したも

のがあり，ここに承える進大難は天武十四年制定の冠位制度である。また貢進付札のうち評名

記戦のものは，旦波国竹野評，（播磨国）宍粟評，（隠岐国）海評，（某国）鴨評等がある。そ
〔似力〕

の他（表）「法総師前小僻吾向啓審我尻坐口止」（裏）「僻口者五百□ 」と記した僧

－４２－
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偶に関連するものがある。’ 1 1瀧中からは|息師器の底部に「寺/ I J I じ日入」と記したものも出・|こ
し，あるいはこの木簡と関連するかもしれない。

以上が溝ＳＤ１９０１－Ａから出土した木簡の顕普な例であるが，これらのうち絶対年代のわか
るものは，ド限が「進大離」を記した天武十四年の冠位制のもので，上限は天武十一年の壬午

の紀年銘をもつ木簡である。このうち天武‐ | ･ 四年の冠位制は文武/ 秤三月（同月大宝と改元）ま
でつかわれている。一方，この溝は藤原宮遷都以前のものと思われるので，他の年紀不明の木

簡も持統八年以前のものと考えてさしつかえあるまい。

藤原宮第2 1 次（西殿）の調査この調査は，大極殿の両方に位世する西殿と西而南北回廊の確

認を目的としたものである。、' 1 該地は昭和９年に日本･ i I f 文化研究所がトレンチおよび坪掘り調

査によって｢ 第１区殿堂吐」（I 珂殿）を検出した場所でもある｡ 韮な検出遺職には両殿S B 2 2 0 0 ，

西而北回廊ＳＣ２１２０・西而南l n l 廊S C 2 1 4 0 があり，いずれも藤原宮の時期( Ｂ期) に属する。西

殿S B 2 2 0 0 は，桁行７間，梁
悔南' ' ' 1～北l i IIl i i Il I線

行４間の南北陳礎石建物であ

り, 柱間は桁行４．１ｍ( 1 4尺) ，

梁行3 . 2 5 ｍ（1 1尺）を測る。

礎石すえつけ棚形は，主とし

て西側柱と西入側柱列で検出

し，東側柱および東入側柱列

では，．, ' f 文化研究所がかって

検出したとする１１カ所のう

ち，わずかに１カ所を確認し

たにすぎないo S X 2 1 9 9 は，

両殿S B 2 2 0 0 に伴う足場穴と

考えられ，直径０．３ｍの円形

の柱掘形をとどめる。これは

S B 2 2 0 0 の身舎の中心に柱間

１．７ｍ前後で南北に並ぶも

の，東側柱列の内側や外側に

柱間１．７～２ｍで並ぶものが

ある。両面北阿廊S C 2 1 2 0 は

S B 2 2 0 0 の北側柱列から北３５

ｍ付近を調査した結果，S B

2 2 0 0 の棟通りと西入側柱通り

で柱位侭を確認した。それに
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奈良国立文化財研究所年報

よって，S C 2 1 2 0 は南北に1 3尺で1 7 間に割り付けられることが明らかとなった。またＳＣ２１２０

が複廊になる可能性を考慮し，発掘陸を拡張したが，根固め石や礎石すえつけ棚形などは認め
ることができなかった。両而南I n 1廊S C 2 1 4 0は，S B2 2 0 0の南側柱列から南1 5ｍ付近を調査し

た結果，S B 2 2 0 0 の棟通りおよび西入側柱通りの計３カ所で柱位置を確認した。これによって
S C2 1 4 0の柱間は，S B2 2 0 0の南側柱列から11尺等間で割り付けられていたと復原できるが，
古文化研究所が発掘した東面南回廊の所兄（桁行1 4間分の柱間が1 3 . 5～1 4尺で割り付けられている）

と喰いちがい，問題を今後に残している。

次に2 0 次と2 1 次の調査成果にもとづき，大極殿院に関する中軸線の問題と柱割について述べ

る。①大極殿院地区では宮北而中門の心と宮南面中門の心を結ぶ宮中軸線と朱雀大路計画線と

の心がずれている。１８次調査では宮北面中門の心がS F 1 9 2 0 の心と一致していることが確認さ

れている。宮南面中門では，発掘区の関係もあってS F 1 9 2 0 を検出してはいないが，１７次の調

査により宮南面中門より南1 4 0 ～2 2 0 ｍの位侭で検出した朱雀大路S F 1 9 5 0 の路而心は，南門

の心に比較的近い数値を示すことから，北門と同様に南門の心もS F 1 9 2 0 の心に一致する可能

性が強い。つまり，宮北面中門の心と宮南而中門の心とを結ぶI | : I I I i l l I 線はＮ26 . 5 ' Ｗであるのに対

し，S F 1 9 2 0 は北門から大極殿院までほぼ南北に走り，それより南では，南に対し東に振れる

ようである。このため大極殿院では宮中I l 1 l I 線と朱雀大路計画線S F 1 9 2 0 の心とがずれる結果と

なる。②次に大極殿院地区の軸線が前二粁のいずれのI l i I I I 線に一致するかという問題があるが，

現状では朱雀大路計画線S F 1 9 2 0の心を中i l i i l I 線とした場合が肢も妥､ l k i なようである。このl l i l I i 線

に左右対称に復原すると，大極殿は桁行９間の建物となり，北面同廊中央部分（桁行柱間1 4 尺）

も東西９間で，さらに東西回廊も左右対称に復原することが可能となる。しかしこの場合，

東・両殿は/ E 右対称の位憧にないことになる。この東・西殿をS F 1 9 2 0 の軸線に左右対称にす

るためには, 東殿の位侭をずらし，東・西殿を総柱の建物にしなければならないが, それを主張

するための砿極的な根拠を何ら見い出し得ない。③以上の盗料による大極殿院復原図は第３侭Ｉ

の如きものであり，東殿の位侭と東・西殿の南側廊のとりつきに対してはなお検討を要する。

なお藤原宮の大極殿院地区では，全体に遺隣の残存状況が悪く，検出した遺撒以外に，何らか

の建造物が存在した可能性も否定できない。東殿を含めた南北回廊部分や火種殿そして全域の

木格的な調査が必要である。その際には，現在の復原| 叉I とは大きく異なった遺職配置が明らか

になるかもしれない。妓後に，大極殿院の遺隣は，S F 1 9 2 0 の心から東西' ' ' 1 廊の外側柱列まで

2 0 0 尺, 四条条間小路から北面回廊心まで7 5 尺，塀S A 2 0 6 0 まで1 0 0 尺, 大極殿心まで2 0 0 尺, 束・

西殿南側柱列まで2 5 0 尺，大極殿院閤門まで4 5 0 尺というように，２５尺および7 5 尺方眼の上に

造隣が配されているI I J 能性が強いことを脂摘しておく。

藤原宮第２１－１次の調査この調査は，農業用倉庫建設に伴う事前調査として実施した。調在

の結果，南北・東西道路と掘立柱建物ｌを検出した。南北道路S F 2 1 1 5 は，側溝心を６．７ｍ，

東西道路S F 1 7 3 1 は同じく７．２ｍをはかる。ＳＦ1 7 3 1 . 2 1 1 5 の交兼点東南部分では，両側溝が

－４４一一



飛烏・藤原宮跡の発掘I 凋侮

釣の手に連接しており，路面を横断しない。州立柱建物S B 2 1 1 9 はS F 2 1 1 5 の側溝に亜複して

建てられ，側溝の方が古い。S B 2 1 1 9 については西北隅部を検出したのみで，棟の方向は不明

である。’ 二述のＳＦ2 1 1 5 . 1 7 3 1 はそれぞれ藤原京条坊の四条条間小路・束二坊坊間小路にあた

る。調査で検出した交差点と第2 0 次調査で確認した朱雀人路計画線ＳＦ1 9 2 0 . 束二坊坊間小路

S F 1 7 3 1 の交薙点との距離は4 0 5 . 3 ｍをはかる。これから1 1 1 1 J の長さを求めると1 3 5 . 1 ｍとな

り，従来知られている１町の数値と極めて近似したものである。

藤原宮第２１－２次の調査隈原市では1 9 7 6 . 7 7 年度に国道1 6 5 勝線と飛鳥を結ぶI l j 道（1 6 5 " ･ ～小

1 1 1 線）の拡幅工4；を計I I I 1 i した。工獅は藤原京東三坊坊間小路の推定位置から西約2 0ｍのところ

を南北に良く掘削するものであり, 調奄では, 拡幅道路の側溝にあたる部分にトレンチを入れ，

１２として断而観察によって道路跡とその側溝を確認するにとどまった。検川した遺椛は第２表

のとおりである。

藤原宮第2 2 次（内裏）の調査この調在は，納屋新築工ﾂ に伴って災施したものであり，調査

地は藤原宮内災内郭の東南隅に近接する。調査の結果，’ 1 1 立柱建物３，掘立柱塀２などを検Ｉｌｌ

した。これらの遺櫛は藤原宮造営前（Ａ期）と藤原宮の時期（Ｂ期）とに分けられるが，このう

ちＢ期についてはさらにＢ, ～Ｂ３の３小期にI Ｘ別できる。宵域内の調査において，Ｂ期の遺瀧

が遺隣の砿複関係から３小期に区別できたのはこれが肢初である。Ａ期には伽立柱建物S B

2 2 3 4がある。これは梁行２間，桁行4 1Ⅱ１以上の南北陳であり，柱|冊j は梁行１．９ｍ（6 . 5 尺），桁

行２．２ｍ（7 . 5 尺）の等間である。

Ｂ期は前述のようにＢ, ～Ｂ3 期に分けられる。Ｂ, 期には掘立柱建物S B 2 2 3 0 がある。これは

梁行５間，桁行４間以上のI J mI 而に1脚i をもつ東両棟であり，柱間寸法は身舎が2 . 0 5 ｍ（７尺）搾

間，順が２．３ｍ（８尺) 等間である。身舎の柱掘形は，方１～１．４ｍで，径０．３ｍの柱を使うの
に対し，廟では柱掘形が方0 . 6 ～１ｍ，径0 . 1 5 ｍの小型の柱を使っている。Ｂ２期には掘立柱
塀SA2231がSB2230を解体して建てられる。これは柱間2. 93ｍ（10尺）等l Hl の東西塀で, 柱
棚形は方約１ｍである。Ｂ3期にはS A2 2 3 1 の柱を抜取った後，玉X i 溝S D2 2 3 3 を伴う掘立柱

塀S A2 2 3 2に造稗する。S A2 2 3 2は柱間2 . 9 7ｍ（1 0尺）等間の東西塀であり，柱掘形は〃１

～１．３ｍである。S A 2 2 3 2 の北１ｍには幅０．６ｍの玉石瀞S D2 2 3 3 がある。使川された石材は

花尚沿を1三体とし，他に安I l i 端や凝灰岩などの使川も承られる。Ｂ期に属する辿構にはこの他

，‘ ルザ｜雌' 縦|蝿総|綱瀞脚ｌｌｌ’ ‘ “｜他' 微|“ "|綱術蝶〃
三条大路南側満

I J I J 条条間小路北側満

、上南側洲
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ＳＢ２２３０

ＳＢ２隣g 罷に，S D2 2 3 5 ，S B 2 2 3 6 があるｏＳＤ２２

３５は幅１～1 . 3 ｍ，深さ０．３５ｍの東両瀧

である。S B 2 2 3 6 は３．０ｍ（1 0 尺）等間

でならぶ掘立柱穴２間分を検出したが，

規模・方向など建物の様子は不明であ

る。ただS B 2 2 3 0 の南廟柱穴と頭複し，

S B 2 2 3 6 の方が新しいことが判る。

以上のように藤原宮の内異地区は，宮

造営前の建物（Ａ期）があり，藤原宮の

時期（Ｂ期）に３Ｍの造替があることが

明らかになったoSB2230の位置には，ｓＡ２２
後期難波宮や平城宮推定第２次内製でＳＡ２２
も，７間× ４間や７間× ３間の総柱の大

皇進竺

Ｉ

！
引引２２３４引引２２３４

ＳＤ２２３５

奈良国立文化財研究所年搬

ｂＯ
色I

司１

g 秘

も，／順 j × ４１剛や／ｌ剛 × ｄｌ剛の総狂の大０５ｍ

きな建物があり，類似の磯能を想定させ鮒４図第2 2 次調盗遺購配徹凶

る。しかし，後期難波宮では複廊，平城宮推定第２次内裏では築地回廊と同時併存する楼風の

建物であるのに対し，今回‘ 検出したS B2 2 3 0 は塀（ＳＡ2 2 3 1 . 2 2 3 2 ）とは共存しない。次に，今

凹検出した塀ＳＡ2 2 3 1 . 2 2 3 2 は宮内異内郭の南を画する施設と考えられ，奈良県の調査によっ

て確認されているＳＡ１２５・S C 1 1 5 のいずれかが，これと対をなす北の施設となろう。また内

裏内郭の東限についてふれば，今何の発掘区よりさらに東に存在する可能性が商いが，そうで

あるなら内災外塀の東限を示す塀（S A 8 6 5 ）との間はきわめて狭いものとなり，平城宮推定第

２次内裏の如き官術地区をそこに想定できない点，問題を今後に残している。

大官大寺第４次の調査今年度は推定金堂跡を中心に調査し，他に第２次調査で一部未発掘で

あった中門の北側柱の部分も発掘した。金堂推定地の西半部は，西を流れる八釣川によって大

きく挟られているため，発掘区は金堂推定地の東半部に限り，勘1 1 初３つの発掘区( Ａ・Ｂ。Ｃ）

を設定した。調査の結果，東南の発掘区（Ａ）では床土のすぐ下に喋層があり，中世の溝を検

出したにすぎず，西南の発掘区（Ｂ）もほぼ同様で，とくに西半部は八釣川の浸蝕をうけてい

た。西北の発掘区（Ｃ）では，床土の下に縄文式土器を包含する暗褐色土層があり，その上而

に弥生時代の溝や大宮大寺造営以前の掘立柱建物と溝，さらには中世以降の溝などが認められ

た。ただ所期の目的である金堂跡については，基壇の痕跡や足場穴などその存在を示す徴証は

なんらえられなかった。そこで全而的に削平されたことをも考慮し，発掘区を拡張するなど精

査をくりかえしたが，遺構面としては講堂基壇（S B 1 0 0 ）周辺の旧地表面と同じレベルにあ

り，特に削平をうけた痕跡もない。また識堂や中門，回廊の周囲に大股にみられた瓦堆績もな

く，ここには金堂と考えられる基埴遺櫛は存在しなかったという結論に達したのである。この

思いがけない結果をえたため，金堂が識堂の南に存在する可能性も考え，発掘区( Ｅ) を設定し
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たが，そこでもI | ･ I 世以降の溝と比較的新しい礎石落し込承穴を検出したにすぎず，その可能性

のないことを確認した。

西北の発掘区（Ｃ）で検出した大官人寺造営前の遺構は，その方位によって２つに分けられ

るＯＳＡ3 0 5 . 3 0 6 は北で約1 8度西に振れる方位をもち，ＳＢ３０２・ＳＡ３０３・S D3 0 4 はほぼ方

位にのる。このうちS A 3 0 5 は南北方向の掘立柱塀とみられ，柱間２．１ｍ, 南端で東折する。S

B 3 0 2 は桁行４間以ｋ，梁行２間の南北棟建物で，柱間は１．４～２ｍの不揃いである。ＳＡ３０３

はS B 3 0 2 の東４．５ｍにある南北塀であり，柱間２．１ｍ前後で４間分を検出した。S D 3 0 4 は幅

約１．５ｍの南北瀞で，飛鳥藤原地曜のl 器編年第Ⅳ期( ７世紀の第４四半期) のＩ器が出l 呈した。

西北の発掘区（Ｃ）には，この他に弥ﾉ k 時代後期の溝S D3 1 0 や縄文時代の- ' 二職ＳＫ3 1 3 . 3 1 5 .

3 2 0 . 3 2 1 がある。縄文時代の遺榊はいずれも黄灰砂地1 1 1 層を掘り込んだ不整形な' 二城であり，

内部から中期末から後期初頭戯の土器が出l 冒した。

’ ' １門は，第２次調査によって５間×３間，桁行総長23 . 8ｍ（7 9尺），梁行総及12 . 6ｍ（4 2尺）

の巨大な門であったことが肌らかとなっている。今' 1 1 1 は，ｒ１１門の北側柱列から基埋まわりまで

を調査した。北側柱は５間分を検出し，足場穴もほぼ柱筋に対応した位置で確認することがで

きた。足場穴のうち４カ所には柱痕跡内に焼上と炭化物が詰っていた。
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奈良国立文化財研究所年報

上記の調査結果からすると，これまで講堂と承なしてきた基壇遺構（S B 1 0 0 ）が，金堂では

なかったかという想定が生じてくるのである。それは，飛鳥l L 1 鳳期の寺院における蝋塔の建立

順序が，飛鳥寺や| ｣ I 田寺のごとく金堂と塔が先行し，識堂は少しく遅れると考えられるからで

ある。大官大寺の場合，４次にわたる調査によって，回廊に囲続された伽藍中央部で，肢も早

く建立されたのがS B 1 0 0 であり, 中門や同廊は造営途上もしくは完成直前で焼失したことが判

明している。このように，ＳＢ１００が金堂であったn I 能性が強まってきたのであるが，反而，

大岡実が指摘したように，S B1 0 0の建物平而（側面と正面との長さの比率が１：2 . 4 ）が白鳳寺院

の金堂としては異例であり，むしろ識堂に類似する点など問題も残している。いずれにせよ，

その解決は今後の凋在をまたねばならず，ここではS B1 0 0 が金堂であるI ' J 能性が強まったこ
とを指摘するにとどめたい。

平吉遺跡の調査この調査は，飛鳥国営公園甘樫丘地| 型１号園地造成. | 菖事に伴う軸i i 調査とし

て実施したものである。調査地は，甘樫丘の西麓部にあり，南から北へゆるく傾斜する台地' 二
に位満する。飛鳥時代以前の地形では，調査地西端を小さな丘陵姥根が北へのび，その東側甘
樫丘裾部との間は，かなりの勾配をもって傾斜する谷間であったらしく，検出した造機の多く
はその谷間を埋めた整地土上面に隣築されていたｏ検出した進捗は，Ａ期（６世紀）。Ｂ期（７
・８世紀）。Ｃ期（９世紀以降）の３期に大別されるＯＡ期の遺構には, 竪穴l j 首肘ＳＢ２４がある。
これは東西４．６ｍ，南北４．７ｍの方形の平而をもち，床面には４個の柱穴を残すが，他に周溝
やカマドなどの施設は認められなかった。

Ｂ期の遣憐には，掘立柱建物８，塀５，井戸２，池１，炉跡３，石列などがある｡これらは，
遺樵の配置状況や出ｋ遺物からみて，２頬に区分できる。１類とする遺櫛は，北に対し20度前
後東に振る方位をもち，北へのびる小尾根の東服部に沿いほぼ一列に連なる。これらの遺椛群

第６ｌＸｌ平吉遺跡周辺地形図

－４８－

の東側は谷筋となっていたらしく，排水

謹岸の石列（ＳＸＯ６．０７．１４．１８．１９．３２）
が断片的ながらも造存していた。ＳＸ１１

～1 3 は，鉄・銅製品の製造に関わる炉跡

とふられ, 塀ＳＡＯ9 . 1 0によって釣の手に

画されている。このうちＳＸ１２は遺存が

良好で，長辺１．６ｍ，短辺０．６ｍの長方

形平面をもつ。長辺･ 側は河原石を芯にし

内側をスサ入り粘土で被覆した壁があ

る。全体に底面は硬く焼け，短辺東部に

は多くの焼土塊や木炭片が堆積してい

た。Ｉ類とした遺怖の年代は出土遺物か

らみて７世紀後､ ドを上限とするようであ



飛鳥・藤原寓跡の発伽I 淵代

る。Ｉ類とする遺構は北に対し５度前後東に振る方位をもち，小尾根上を中心に配置されてい

る。これは谷筋を東西に横断する塀ＳＡ１５によって南北両地区に催画される。南地区では掘立

柱建物ＳＢＯ３がＳＢＯ４に建て替えられ，これに隣接する井戸ＳＥＯ１も同様にＳＧＯ２に造替え

られる。北地区では掘立柱建物ＳＢ２９が１棟あるにすぎないが，方位の異なる掘立柱建物Ｓ

Ｂ２６をＩ類の遺描とすることも可能である。ＳＢ２６は北に対し3 0 度束に振る方位をもち，柱穴

の重複関係からｌ徹の遺描よりも新しいことが知られる。これらⅡ頬の遺撒の年代は，井戸や
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井戸方1 . 8 ‘ 深2 . 5 縦板組

池６× . ' の不糊' ] 形

南北陳．l × ２２．５× ２．１

南北陳４×２２．４×２．．１

東西塀８－２．０－

１竹北桃４× ２２．１× ２．１

池の埋' 二出上の遺物などからみてi 帳を奈良未から平安初に求められる。
Ｃ期の遺榊には，木館墓ＳＸ１６と鎌倉時代の．ｋ職ＳＫ３６，近世の石垣などがある。木剛棺墓Ｓ
Ｘ１６は，木縮（内長186cm，内1隅40cm）とそれを覆う木榔（内長212cI n，内幅55cm）からなり，冠・石
帯・砥石・上器などが副葬されていた。これらの遺物は９世紀前､|ら１３mの年代を示し，この時
期，平吉遺跡の一部，あるいは全休が墓域になっていたことが知られるのである。
出土遺物には上器類・凡類・銅製I WI ・鉄製｢11, ．土製, V, 。炉跡関係遺物がある。上器類は５世
紀後葉の埴輪から，９世紀代のものにまで及び，奈良時代のものでは完形の．上師器坪・l l l l が多
い。瓦顛の川上地点は谷筋の中央に集中している。軒丸瓦はすべて飛鳥様式の単弁蓮華文で，
弁間に珠点を配する高句腿系のものと，飛烏寺・豊浦寺出上例と同箔の百済系のものとがあ
い。軒平瓦では四噸弧文や藤原宮式のもの若~Fが，極先瓦では小墾田宮推定地出上例に頬似す
るものｌ点がある。蓮華文鬼板は４個体分で，すべて豊浦寺塔跡出- 1二例と同施である。丸瓦は
火､ ' 4が行基瑚i j のものであり，玉縁をｲ j , するものは１割程度にすぎない。金属製1W, には釧鈴・
銅鋲・小銅板及び鉄製〃ｆ・鉄釘がある。‐ ' 二製品では|I ] 而肌１の他に上馬が60点余り出一こし
た。その他に鍛冶用品としてフイゴ羽口，ルツボなどが出| 冒している。

今I n I の調査の結果，本遺跡には６世紀から９世紀の造職が存在することがﾘ j らかとなった。
遺隣は複雑な様ｲ : | |を示し，明確な性格付けを行うことは困難であるが，以下のような所見を得
たのは大きな成果といえる。まず注' 1 されるのは，班浦寺出土例と共通する飛鳥時代軒九瓦の

川上である。堂塔の遺隣を見ず，出土個体数も限られているので，木遺跡の建物に用いられた

ものであるとは言い難いが，他の同値瓦の分布地とあわせ，今後，盤浦寺の実態を解肌する上

で，亜要な手掛りとなるものであろう。また３基の炉跡の存在は，Ｂ期Ｉ瓶とした建物群の性

格について，鍛冶1 二房もしくはそれと関連した造機であった可能性を示すものであり，注| ' さ

れよう。さらに埴輪や| 名馬などの出土からすると，近隣地に古墳の存在や，土馬に関係する祭

祁遺跡の存在が予想される。これは古来，甘樫丘が神奈備山とされていたことと関連をもつも

のであろうｏ今後，進跡の性絡づけとあわせて検討すべき問題である。
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顔

奈良国立文化財研究所年報

南北棟

東西塀

附北塀

南北塀

南北' ' '１

南北棟

東西棟

南北塀
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節３表平平吉遺跡Ｂ期遺構の区分
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西念寺山瓦窯の調査木瓦焦は，西念寺境内

墓地の擁壁造成［ﾂ i : に伴って発兄されたもの

である。瓦窯は地山をくりぬいた全災５ｍ以

上の登り窯であり，焼成部は地1 1 1 を階段状に

削り出した床而をもつ。燃焼部は長さ約，、４

ｍ，底而幅１．５ｍであり，焚1 1 部分には天井

が残ｲ f していた。Ｉ: ' ' 上瓦のうち粁丸恥は，３

種瓶３点が出こしたが，いずれも窯休から遊

離していて木恥窯で焼成したものとは断定で

きない。今' [ i ' の調査は窯体の下端部を検川し

たにとどまったが，この施窯の南側にはさら

に’ 基以上の虻窯が存在する可能性もあり，
今後の調脊をまちたい。
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庁一一病

０
１

寺I 友の訓食をま~ら7 こいｏ 輔８Ｉｘｌ奥l l I 久米寺跡Ａ地点遺櫛! Xｉ

奥山久米寺の調査奥l l I 久米寺跡周辺では，家賊の新改築などに伴う１１輪i 澗在を６カ所で論こ

ない，そのうち３カ所で下記のような成果をえた。まず水' 堂の南約1 3 0 ｍの地点Ａでは, 道路と

その側溝，掘立柱塀４，掘立柱建物１，ｋ職３などを検I |Ｉした｡ このうち東西道路ＳＦ１２０と

その北側３条の塀ＳＡ１１０～11 2は，寺域の南限を示すものと考えられる。S A1 1 0は奥I i I 久米
寺塔心礎の南約108ｍにあり，またSF 120は藤原舟〔で険' 11される小路とI I i l じ６．２ｍの|陥典をｲ』

し，その位股は左京11条大路と12条をl Hl 小路を東に延災したi l - l 間にｲ : Ｉｌｗｉする。またＡの東南約

4 0ｍの地点Ｂでは，ｌ櫛北沸SD1 3 0を検川した。これはl 脇１．５ｍ, 深さ０．４ｍの素掘り溝で，’ 1 1

1 倉遺物からすると７世紀後､ ｆに開削されたものである。S D1 3 0 の北延長線は，塔心礎から東

へ6 5 . 6 ｍの位侭にあたるから，Ａ地点での成果とともに奥山久米寺の寺域を含めた飛鳥の地削

と藤原京条坊計両との関連を知る一つの下掛りとなろう。現本噛の北東約1 2 0 ｍの地点Ｃでは

井戸１基を検l l l した。一辺約３ｍ，深さ１．４ｍの掘形をもち，内に一辺１．３６ｍの枇板組のル

ノ『枠が残存していた。井戸内埋上からは平安時代初吸の上器や木器が出| : した。

定林寺の調査この調在は，荒廃した史跡指定地内の復' ' 1 をおこない，かたわら将来の盤備

の盗料をえるため，ｌﾘ j I I 香村数行委典会の要, ; , ｌｉをうけて実施したものである。調在はとくに荒

廃の著しい塔跡と南而1 1 1 廊（- ｋ溌状）との間，及び堆定I 誰唾跡の餌北隅部を対象とし，調侮

は小範UI 1 にとどめた。洲在の結果，塔跡の南約1 2 ｍを東西に走るＩ: 塁状の尚まりについては鎌

倉時代の築地の残存であり，更に下ﾙ ﾘ にもI I i I 廊のｲ f 在を示す痕跡は認められなかった。また‘ 諦

唯部分の洲査でも，乱禰砿の基聴化眺を検ＩｌＩしたが，これも飛烏時代創建wi 初のものとは思え

ない。おそらく鎌倉時代の再興によるものであろう。ただ推壊周辺の厄堆祇は，飛鳥I f l 鳳期の

叩介八介越華文粁九瓦や行基九１，匹，格｢ ･ l l l I きや' ' ' 1而布| I のＷＬが．i そ体であるから，創建基埴の

位侭に再建した ' ' 1 能性は強いといえる。（1 1 1 崎信二松本修l f l ）

■
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日木古代の墓誌の調査

飛 鳥 資 料 館

飛μ資本附iでは52年度特別展示として「日本古代の墓誌」展を行い，現イFする古代の全基誌、

15ド1：を展示した。それにffう調査成果は同銀『日木古代の墓誌』として既に刊行したが，ここ

ではそれを rm足するな！床で町船王後墓誌の；1�1lixにl見jするIIIJ:坦点をまとめておく。

船王後墓誌は， 現存する：』·i�itti-1,Jix:も古いl北辰�r C66s， 天卒I' 7） の：：r紀をもっ例としてt-'it:iい

が，その ，i己，I主には（1）「天）／」の誌や船氏一肱の人名に刷乍の礼をとっていること，（2)HE°i!1 1:9Jの

冠｛立を「官位」 C'I'＼
・
Iii虫の呼級）とH子んでいること，（3）·個イJ

・
名詞を表記した字音仮名中に『日本， I f,

紀』のみでJrl L、られている自Ii Cへ） . � （りがあることなど， 二， 三の新しい要素が認めら

れる。（1）については既に折摘されているが，史年代に疑問のある小野毛人墓誌を除くと， 71止

紀のill文では文1;1:・形式の整った長谷寺法3伝説m図銘などでも刷字はみられなし 、。（2）の点はがj

記閃録解説で述べた0 1.t誌の文に「勅l協日｛立大仁，，r,',.l.t�』三」とあるのは， tJll文名・が「官｛立」

の話を後の令；jjl＼の｛立｜階（ ’1
＇
＼
°
｛乞） と同級にみていたことを示している。 これにIMI述して叙［立の:rm

山が「才
一
のJ＇（なり｛I：えて功！fQlイi」ったためとされているのも，.!i!l叙令の「�·：i行）＇，�才」の人物に

は特別の叙伎を認めるとする規定と趣行・サ：句に共通性があり，nなされよう。（3）の点は一般

に金石文資料の仮名が’市川仮名の範聞をII\ない，1-1にあって一利微をなしている。世紀の仮名は

巻4で寸!i'徴があるものの，t ，い川＇..＂f-二を伐すa；日Jff!{,ft料によった部分を除けば
’
ド而をm視した多阿

の宇やJ,IT代北方背に基づく
’
h

・
を合み，；1：紀制築段階での修f!fliと考えられるものが少なくなし 、。

墓誌の仮名が；！？紀にしかみられないJIJ
’
Fと共通点をもつことは，理！・放などの伎町的な仮名を

伏川している点と共に，：g誌の火；字感覚の新しさを示すといってよし 、。

問題はこれらの特色をどう考えるかであるが，関録解説ではこの墓誌の製作年代が8世紀初

期まで｜降る11f能性を提示した。もっともこの墓誌が大化。[j代以米文筆をもって仕えた船氏一族

に以l係するものであることを考慮すれば，｝JI］の解釈も不可能で・はなし、。JM勿lの通り， このー肱

高｛｝正 後 J:,'4品、（羽：分） 同lからの検討が必�iであろう。 C!lt�！f治之）
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威奈大村骨蔵器・山川寺簿仏の模造製作

飛 鳥 資 料 館

飛鳥資料館では，常設展示の充実を1-|指して各砿の模造製作を進めている。本年は「日本古

代の墓誌」展を機に，威奈大村・ド道開勝聞依母夫人骨蔵器の模造と，昭和51年の山田寺塔跡

の調査で出上した十二尊連坐螺仏の復原模造，その他IlWZ類を製作した。このうち，新しい方

法を試みた威奈大村骨蔵器，および十二尊連坐噂仏についてその概要を報告する。

威奈大村骨蔵器の模型この骨戯器は，半球形の蓋と身に高台を鋲留めする鋳鋼製容器で，

身・蓋共ごく薄手（１～３mm）に桃砿仕上げを施し，蓋外面に浅く銘文を錨刻して外面全休に

鍍金を施している。模造製作にあたって，従来の鋳造法では銘文が不鮮明となる恐れが十分考

えられたため，新しい試象として，樹脂製雌型を川いる通気鋳造法を採用した。工程の概略

は，１)従来の方法でシリコン製雌型を作り，これに成形用樹脂を塗り込桑，ガラス繊維で補強

して，一旦樹脂製複製品を製'作する。２)この複製に離烈剤を塗り，成形用樹脂を２～３mm厚に

上塗りし，樹脂製の雌型を作る。３)樹脂製雌型をメッキ槽で0.5mmI¥に銅メッキし，裏にエポ

キシ樹脂を災打ちする。４)銅メッキルサとエポキシ樹脂層からなる模造本体を．樹脂製雌型から外

し，この上に金メッキを施し，これに２の段階で製作した樹脂製雌型から起したエポキシ樹脂

製の内面部を貼る。５)これに古色を施して｛t上げる。この結果，銘文は､11初の兄込承通り鮮明

に'ゲし出すことができ，この〃法がｲE銘金属製IMIの模造製作に十分効力を発揮するものである

ことが確認された。

山田寺十二尊連坐簿仏の復原模造IlIiII寺塔跡の調脊で出-こした約140点の噂仏のうち，同形の

独尊像を４列３段に配し，十二隙連坐噂仏としたものは約110点の断片が出土している。しか

し，その大､ドは黙焼亡時の焼損が醤しく，像溶を完全に留める例は皆無であるため，これを復

原した模造を製作することとした。まず１躯分の像容を肢も多く残す断片から型取りを行い，

石;Ｉ.f製複製IYIを作る。次いで天誌，光;ﾃ，仏像，蓮華座各部分について原形を良く残している

断片を参考に，油粘'二で石狩製俊製品の欠損部を補い，１躯分の完全な複製を作る。これを再

度型取りして12躯分の石狩製腹製1V,を作り，これを４列３段に並べ，もう一度型取りを繰り返

し，シリコン製の十二噂連坐螺仏の雌型箔を作製し，これから樹脂製の模造２個を製作した。

この作業を通じて，この噂仏は，上部に宝珠から３葉の半パルメット文様と蕨手風の文様を左

右対称にあしらった天蓋および長短各２木の製略を侭き，反花に複弁を表わす蓮華座上に結伽

映坐し，二兎'11,|:Ⅱ光背を負う定印如来形坐像を表わしていることが知られた。なお，十二尊分

の復原寸法は縦18.5cm，横14.5cnl，Ｉｌｊ[１．６cmとなり，『護国寺本諸寺縁起集」の記戦にある寸

法とほぼ一致することが確かめられた。なお，模造２個のうち１個は古色仕上げとしたが，焼

損した断片の表面には粒状の金納が付清しており，１個は，創建時塔内荘厳の有様を偲ぶ資料

として漆箔(ｔ'三げとした 。（大脇潔）

－５３－



軒先垂下実験

埋蔵文化財センター

５１

写真測量による建造物の経年変位量の測定への応用研究は，昭和3 8 年の海

住山寺/ I 菖亜塔以後継続的に行なってきた。さらに一歩すすめて，軒先の垂ド

のメカニズムを解明するためと，直接計測した場合と比べて，写真測量では

どの程度の精度が期待できるかを確かめるために，第２図のような1 0 種2 0 本
の垂木をもつ実験装侭を製" 作し〆観測を統けている。

第１図標識
直接計測実験装侭の前而両端に固定杭を立て，測定の基準線とした。垂

木先と問定杭に水準俵で観測しながら，第一ｌｘI のような退色し難いアルフオト製の標識を同一

向度に合わせて貼付した。したがって，垂木先の垂下雌は，固定枕に貼付した標識の中心と各

垂木先に貼付した標識の1 1 ．' 心の高さの差で表わされる。

測定は，実験装置に荷喧- 1 5 k 9 の砂を塩化ビニール製の袋に詰めたものを垂木２木毎に４袋

計60k９（360 k 9 / ㎡）づつ－をかけた直後から，１０日目｡ 20日' 1と次第に間隔をあけ，６ケ月|Hj に

計７１' １１行った。垂下Ｉｌｔの測定は，ウイルドＮ－３一等水準俵を使って直接水準測哉を行い，出

入り敵は，基準線ｋにウイルドＴ３経緯儀を据え基準線から標識までの距離を測って，戦術前

の値と比べるという方法をとった。垂下雌の経年変化を示したのが第４図である。荷重をかけ

た直後の垂下量が肢も大きく，ほぼ垂下が止まったように思える1 8 0 日1 1 を1 0 0 ％とすると，’ １' 〔

後に平均6 7 ％下り，わずか2 0 Ｈ間でほぼ9 5 ％に達する。

２本同一材を並べたにも拘らず，大仏殿･ 占材の杉の他は，２本の垂. ドI I t に潅がある。桧のよ

うにその焦が載荷1 1 < 〔後と1 8 0 日目では逆転しているものを除くと，載荷滴後に大きく鵜がつく

が，その後はほぼ等量づつ垂下する傾向が分る。すなわち，同一材料でも変位品にバラツキが

あるかに見えるが，初期変位を別にして考えれば，同一材料I i i l - 傾向を示すと荷えよう。荷砿

鰯２ＩｘＩＵＭＫカメラによる写真約苑. ５
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例０

をかけたあとの垂木先の運動は，桁の位侭を' ' １心とした' ' ' ' 1 低巡勤になり，その縦の成分が垂ド

M: で，桁に血角な成分が出入り' 1t である。従って測定した垂ド欣を縦I l i l l I に，’ １１人' 1t を横I l i l l I にと

ってプロットすると，桁から垂木の先端までの災さを､ ' 4 徒とした円周| 寛にのってくる筈であ

る。載荷後1 8 0 1 1 1 1 のデータをプロットしたのが第３ｌｘ| で, 矛想される1 1 1 周上に乗ってこず，鯉

下飲が，出人敵をわずかに上まわっている。これは，桁から先の垂木が付近で伸びたとは考え

られないし，桁および垂水掛けなど装置全休の変形も認められないので，垂木の抑圧により桁

そのものが，垂水のアタリの部分の象変形したためと考えられる。

写真測量による測定２本のI 占l 定枕を結んだ基準線と､ F 行に，任意のNi 雛に1 1 ( 〔線をひき，カメ

ラをセットするための基線とした。カメラは，カールツアイス・イエナのＵＭＫ１０/ 1 3 1 8 を使

い，′ ゲ真に' ゲっている標識の' | 』心の' ゲ典座標を同じくツアイス・イエナのステコメーターで測

定した。固定枕の標識のＸ・Ｙ．Ｈを与件として廃標変換I ; | ･ 猟を行い，１１( 〔接! 汁測のデータとl i f l

- の座標系に変換した。180 ｢ ' ' 1の遜ドj 1 l : を1 1期蹄|･測仙と比鮫すると，岐溌の､ I え均十１．３m' n，

標準偏族0 . 4 7 mmであった。この場合, ハゼ標変換の与点がI 1 I i l 疋杭の２点の象であり，｜i ‘ 〔接計測に

よる粘度と比較して，′ ゲ真測' 1 1 : による測定精度について検討するには不十分であった。

′ ゲ真測埜の精度は，三次元座標が既知である点の数とその点の分布状況等の与点の条件に大

きく/ i 臭右される。地上' ゲ貞測{ i { : では，この条件についてよく分っていないことが多い。とくに

雌造物のように，被' ゲ体内での奥行きの深いものは/ k 解決なことが多い。本実験でも，奥行き

をI 汁るためのケ点が充分でなく，川入り雌については，１１' 〔接計測i I I i と比較検討できなかった。

垂木先の変位の軌跡を' | ; 雌に再現するためには，遜下' １１: と川入り1 1 t の他に，もう‐ つの成分で

ある横方向の変位. 1 1 1 t を測定することと，装置そのものが変形していないかどうかをl ﾘ j らかにす

る必要がある。なお，この実験は昭和5 2 年度特定科学研究聾の交付を受けた。（0 } 東太作）

鋪４ｌｘｌ」唾水先維年．I 睡卜．ｌＩｔ
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埋蔵文化財センター

３年にわたって石器図化について検討して来たが，一応の目処を得たので成果をまとめ，今

後の課題を整理しておこう。

この装置の開発目的は発掘される多量の石器に対処し，石器実測を簡便化し，かつそのデー

タの精度をあげることにある。したがって①迅速であること，②拡大図であること，③正確に

表現することの三点に焦点を合わせた。

構造を示すと，図ｉは鏡とレンズを使川した簡単な機隣で，ほぼ机大に組んだものである。

レンズの位置によって，２倍大まで自1 1 1 に拡大でき，また縮小も､ ｣ 能である。投影而においた

マイラーベースに直接描きとるものである。図i i はハーフミラー（航空写真を地似I 化するカール

ツアイスのスケッチマスターに使用されているものを代川）を，またI 叉I i i i はビームスプリツターを使

用し，鏡と組み合わせた機構である。両方とも眼孔よりみる虚像をトレースする鉛筆の先の動

きを同時に見ながら作業できる。このトレースには固定された眼の位侭から，腕先までの距離

範囲が限界となり，楽な姿勢で作業するには1 . 2 ～１．５倍大図化が適､ I i である。もし拡大率を

あげたいときは，中間に侭くレンズの僑率を変えればよい。

これらの似Ｉ化で注意を要する点は，石器の厚承がもたらす拡大率の逸いが，画像にゆがみを

与えていることである。すなわち! | : Ｉ心投影像で，垂I I T 投影像ではないことである。

そのゆが承の度合いを示すと，ある基準面（石器の縁）を１．５倍に設定したとき，１．５c mの

厚さの部分の拡大率は１．５７倍である。鎌･ 槍・打製石器などの平而形の図化において，さして

問題にならない誤差範開といえる。もしこの装置で側而形をつくるとき，石器のI l j ，たとえば

3 . 5 c ｍ（半身巾）の巾厚で，１．６５倍になり１割がた拡大していることになる。石器の中に占め

る商い部分のあり方，とくに高低差の急な部分ではゆが承が大きく影響することになる。

また可能図化範囲に限界があり，l x I i i 方式では５．５× 7 . 0 c m，図i i i 方式では1 2 × 1 2 c mであ

る。この範囲を越えるとき，に切った部分図化図を接合することになる。その接続部における

両方のひず承は相乗して簡単に処理できない。この種のＩｘＩ化方式にはこのひずみを修正する方

法はまったくなく，この方式の限界といえる。

( i ） Ｉハ，（ i i ）（ i i i ） Ａ‘

Ｆ副
フ‐卜 李

と
闇

Ｉ

石器簡易図化器の開発

J１

|◇’
簡易図化器の機撒略図（Ｌ：レンズＭ：ミラーＨＭ：ハーブミラーＢＳ：ビームメプリッター１' Ｐ：投影I 前）
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ｲ i 器簡易図化器の開発

結果，迅速性一この図化方式では1. 2～1 . 5倍大の' 叉|はまことに簡単に描ける。例えば石錨
をあげると，現行の実測方法では１点につき１～２時間を要するが，拡大図の輪郭線，剥離而
の割りつけの大要は５～1 0分の範囲で可能である。作業のやり易さはライティングに関係し，
剥離面関係を浮き出させるような位侭でのI : |在の照明装侭が要求される。だが' 1 |米上った図は
そのままでは不完全であり，修i E が必要である。要する時間は剥離面の分布状況によって逆う
が，切り合いの関係をも含めて，１～２時間かかる。したがって図化に要する時間は現行法と
ほとんど変りないが，剥離而の観察に十二分の時間をかけることができる。

拡人図一たとえ１．２倍大図でも，拡大図は細部の状況を無視ないしはごまかすことができ
ない。迅速性でふれたように剥離面の細部の観察が逆に要求されることになる。

正確さ－１' ' 心投影のためにさけられない画像上のゆが象がある。したがって，この図化か
ら，今は行なっていない剥離而椛造の計測を要求されても無理である。この図の欠点を承知の

上で，剥離面の状況，切り合い関係，使川浪跡の表示などを，上述した剥離而の細部の観察を
うらづけとした正確（緒携ではない）な‘ ｈｌｆ報として提供するに不足ないと承られるｏなお精密な

実測図はもう一方ですすめている' ゲ真測最の方法を応川したI x l 化でI 1 j 能性をさぐりつつある。

しかし，小物の図化にはまた別な発想による図化機椛を求めていくことが要求されるｏ

（松沢亜生）

0

憶状イｉ器の笑測例

－５７－

Ｉ０Ｃ１Ｙ

作l x i ：1. 2傭人

所要時間２時間5 8 分
素描：
輪郭どり－３分
剥離而割りつけ

- 25分
修正：
焚物を手に

－２時間1 0 分
観察：
リング，ブイッシャ
ー．剥離而切合い偶
係‘ 氾人- - 2 0 分



北海道標津町竪穴住居群の調査

埋蔵文化財センター

文化庁では，遺跡が集中して存在し，周辺の環境が良く残っている地域を，「広域遺跡」と

して保存・整備・活川するための調査研究に着手することになり，今年度は，北海道標津郡標

津町をその対象地域として選んだ。

北海道には，竪穴住居跡が現在なお深いくぼ承として地表に残っているところがある。標津

町の竪穴は，百千と群集しており，造存状況も特に良く，深さ２．５ｍにたっする竪穴もある。

そのうえ付近の湿原には，天然記念物級の植物が陛悔であって，蛇行する川の風情とともに恰

好の自然環境をとどめている。
イチャニ

標津町は，１０月，今年度の調査研究の一環として，I i i l l I I J 伊茶仁カリカリウス遺跡（竪穴総数

約1 5 0 0 ）および伊茶仁チシネ遺跡（竪穴総数1 5 0 ）で，竪穴化鵬跡１軒づつを発掘調査し，また

各竪穴住居跡付近の竪穴群分布図を作成した。

カリカリウス遺跡の竪穴は，中央で2 0 c m，壁際で１ｍの上に覆われ，播鉢状を呈していた。

検出した住Ａｌ｝跡は，５．５× 5 . 4 ｍ◎壁にそって柱穴（径約1 0 c m）１６個がならび，東壁に施をそな

える。寵の焚1 - 1 には，擦紋上器の新しい段階（藤木強氏のｉ式）の蕊が倒れていた。このほか床

而から，アイヌの袋（サラニプ）に酷似する続物, 床而I ' ' i : 上から上屋の部材とみられる炭化材を

検出した。また覆ｋには，縄文土器（早朝・中期・晩期）・オホーツク式土器・早期石刃鎌文化

にともなう石刃ほかの石器がふくまれており，この地に古く集落がいとなまれていたことを知

ることができた。

チシネ第２遺跡の竪穴には，中央で1 5 c m，壁際で4 0 c mの覆土がみられ，発掘前，皿状にくぼ

んでいた。住A I 跡は７．８× ５ｍの長方形。壁際に柱穴1 0 個がならんでいる。炉．寵の存在は認

められなかった。床面で出上した小型の蕊は，擦紋土器として古い位置を占めるものらしい。

覆土からは，統細紋土器・石器が若干| H 土した。なおこの竪穴の東側に隣接して，灰黒色火山

灰（カムイヌプリ２ａ～ｃ）をへだてた上而から作られた新しい小竪穴がある。

今I n I の調査では，竪穴化ﾙ 鋤の発掘前・発掘後に卿' 瓢I 雌をおこなった。立木を支柱として

利用してスチールワイヤーを張り，測瞳カメラとテレビカメラとをつりさげ，また，モニター
テレビをもちいて撮影基線長と撮影範囲とを確認した。

両遺跡にかんしては，すでに縮尺％0 0 0 の竪穴分布図が作成されている。今ＩＩ１Ｉは縮尺発0 の地

形測最をおこない，発掘した竪穴付近の竪穴分布図を作成した。

北海道標津町教育委員会『標津の竪穴一昭和5 2 年度標津町内遺跡分布調査事業発掘報告i l } 』

1 9 7 8 年３月。（佐原腫．西村雌．岡本東三）
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公開講波会要

文化財における自然科学の応用（皇朝十二銭の蛍光ｘ線分析）奈良時代から平安時代にかけて，

わが国で鋳造された銅銭は十二種蚊ある。そのうちの十一種顔，およそ2000枚が平城京内から

発見されている。これら県朝'二銭は，その形状・璽並，さらには鋳造の技術的な而などから

みて，時代の下降とともに粗悪化しているといわれている。しかし，これを組成成分の分析か

ら検討された例はきわめて少ない。試料も少なく，また災重な文化財資料なので，いわゆる破

壊的な分析が敬遠されたためであろう。本報告では蛍光ｘ線分析による非破壊的方法で組成成

分のちがいを明らかにした。すなわち，時代の下降とともに含有される錫の量が20％台から数

％以下に減少，逆に鉛のそれは数％から50％にも琳加していく傾向にあることを明らかにし

た。しかも，その変動は和同開弥～樹寿神宝と，承和昌宝～寛平大宝の二つのグループで火き

く異なっている。なお，時代の下降とともに鉛が大最に使用されるようになるのは，鋳流れが

良く，しかも安価であることが人きな理ＩｌＩと考えられる。（沢Ⅲ正昭）

薬師寺金堂薬師如来坐像新築の金堂へ移動する機会に像内の調査を行うことができ，その結

果，鋳造技法について新知見を得た。即ち，肉樗部，頭部，頚から腹部にかけての川部，左側

而部，両脚及び垂裳部などに分鋳されていることで，これが当初から計画的になされたもので

あるか，補鋳（胴部及び左側面部）されたものかはにわかに結論づけがたいが，いずれにせよ興

福寺仏頭など木像に先行する作品とは技法的に格段の差がみられる。本像の制作年代に関して

は旧都からの移座説と新都での新造説とがあり，主に様式面から論争されているが，鋳造技法

をこれに加えて考察すると，平城京新営に伴う''1国からの新技術の導入が水像の技法面へも反

映したと推測され，平城新造説の有刀な手懸の一つとなろう。（川''１護恭）

遺跡保存と造園学造園家は大正14年に発足した日本造園学会をrI1心に令国の諸分野で活躍し

ており，会員数は52年現在2900余名である。その内で遺跡の保存整備を職としているのは12名

にすぎないが，既に全国の実例で造園家の遺跡保存への参加が多く承られる。造園家の活動の

場は部市計画，都市公園，自然公園，庭園等であり，大学等で植物学を主に-上木学，設計・計

画学の研修を得，実地に応ﾊjを図っている。遺跡保存で妓も大切なのは造|怖の保存であり，こ

れには土木の知識と技術が必要である。次に必要なのは荒れて/1くりj確な遺跡を一般の人に訪れ

易く理解し易い状態に整える蔀である。遺跡がI倉と石と木で構成されていることもあって，そ

れらの整備には造園家こそ遺跡の保存と整備の樋､帥荷として適任である。（安原啓示）

地下遺構の探査法地下に埋没している遺構を発掘によらず探知し，その概要を知ろうとする

のが遺跡探査である。探査方法としては航空写真の判読によるものと，物理器機を応用する方

法がある。物理器|幾では，大地比抵抗探査と磁舛探査があり，前者は地中に咽流を通じて，士

層の電気抵抗の遠いから地下の状況を知る方法で，後者は地下辿構が地磁気に対して与えてい

る磁気異常を探知することによって，遮勝の存在を知るものである。（四村康）

－６０－
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調査研究童報

美術工芸研究室

日本美術院彫刻等修理記録の刊行（特別研究）本年度は岡書のⅣとして，奈良県法隆寺の彫刻等

65件について修理記録の整理，研究を行い，図解294頁,解説137頁，′ゲ真132頁にわたる記録を

公刊した。本巻はりj治末年から大ＩＥ初年にかけて修理が行われたものが多く，、11時の修理事業

の実体を知る上でも興味深い盗料である。

奈良県及び周辺の文化財調査桜井市，明日香村など地域を限った悉梼禰査と，寺院単位の調

査を行なっており，注目すべき幾つかの作IYIが見出された。このうち郡山市超願寺の木造-'－－

而観音立像は９世紀末～10世紀初頭の制作と考えられるもので，乾漆を併用する技法などから

奈良県内では珍しい真言密教系の様式の作IY1として注'1された。

建造物研究室

桂離宮建築調査桂離'寓古『!}院・中蒋院の解体修理に伴って，建物下の発掘調査，屋根瓦の整

理綿年調査，雌物の後世変史簡所，および技法の調在について，昨年度に引続き宮内庁に協力

し た。（［藤・猪熊）

チェルクエト村の調査1977年８月29日から10jl28pまでの２ケノllMl，文部符在外研修により

主としてイタリア中部の一山届集落チェルクエト村の民家と集落の調査を行い，その成果を

『学報第33冊』として刊行した。（宮灘）

当麻寺薬師堂の調査解体修理工事にともなう復原洲在に協力した。、11麻寺薬師堂は文安四年

（1447）の棟木銘がある３間×311Mの建物で，化眺天井を張らずに未完成のままで終り，野小

陸組を見せている。解体調査の結果，正而三冊と両側而の南一間とに扉があることがわかった

が，それらの開rl部に見合う縁は付いていなかったこともわかった。内部の野小屋組承をみせ

ることとともに未完成の建物であるためであろう。８ﾉj，９月（上野）

奈良県民家の補足調査前年度に奈良県教育委此会に協力して行なった緊急民家調脊の補足調

在。西吉野村・東吉野村・山添村・御杖村・篭ﾉﾋ村で10棟の民家と，県指定文化財になってい

る民家とを調査した。８月，９月（ｋ野）

箱木千年家の写真測量と発掘調査箱水家住宅は六111111の裏側，神戸市北区山111町にあり，昭

和42年に指定された我が国雌指の古さを誇る比家である。この民家はダム建設による水没地IＸ

にかかるため，隣接する造成地に.移築されることになった。解体修理工事に先立って，』'ｲ研究

所は昨年度から継統の特定研究「イゲ真測敵による建造物の経年変化の研究」（代表者｣:藤圭車）

の一環として，同佐宅の外観，内部の写真測附:を行い（６ハ），その後，建物の解体が進み，

壁・床・屋根等を取除いた状態で，建物の内部のIIillI部構造のが真測Ｉｌｔを行なった（８jl）ｏ

解体作業と復原調査は９月/kI1まで続けられた。解体終了ののち，敷地の発掘調査が行われ

ることになり，神戸市教育委興会によって発掘洲在委員会が結成され，当研究所は調在指導と

－ ６ １ －



奈良国立文化財研究所年報

して発掘調査に協力したｏ調査期間は10月から翌年の３月までの６ケ月を要した。

解体修理調査で，新座敷は当初別棟であり，江戸時代末頃に千年家と接統したものである

ことが明らかにされたが，発掘調査の結果，新座敷ではさらに整地層が三層に分れ，４期にわ

たる別棟建物跡を検州した。また，千年家では少なくとも現存当初柱の礎石は旧位置を保ち，

土間部分の旧礎石位置を五箇所を確認し，西・南面下屋では旧礎石上に新礎石を重ねるなど，

当初平面の規模・形式をほぼ確認できた。また，土間内部の変遷については，馬屋に３回，

竃に４両，流し場に２回，風呂焚口に３回（当初は風呂なし）の造替えが認められた。

千年家の建立時期は１５世紀頃と推定されるが，この時期の唯一の遺構とも云える民家の変遷

を，部材と発掘の両面から追求し，明らかにし得たことは学術的に極めて黄重である。

歴史研究室

東大寺文書調査文化庁よりの委嘱によるもので，1974年度からの継続調査。未成巻文書第３

部第４（請文）２２号より第３部1０（詰取状）708号までの調査を行なった。また写真撮影は第１

部第1２（大部圧）より第１部第2５（雑）の一部までを完了した。

西大寺典籍古文書調査従来よりの調査の継続ｏ６月，３月。

興福寺典籍古文書調査前年度よりの調査の継続。４月，１０月。室町時代の引付中には士一摸

に関する興味深い史料があり注目される（その一部は本年報に本文紹介）ｏ

仁和寺典籍古文書調査昭和33年度以来の継続調査。２～３月。塔中蔵階下収納典籍類ならび

に御経蔵第150函所収文書の調査を行なった。

第３回木簡研究集会1977年12月１３．１４日の両日，平城宮跡発掘調査部資料館会議室において

開催された。前211'1の研究集会の成果をうけて，長岡京跡，但馬国分寺跡等からの新出土木簡

の報告，北大津遺跡出土木簡の紹介，また払田柵，胆沢城での戦前出土の木簡と近年出土木簡

についての報告，さらに日木簡に承られる書風の変遷についての研究報告，及び居延漢簡にみ

える帳簿類についての研究報告が行われた。

第１日では，太政官厨家と関連があるかとおもえる長岡京出土の230点の木簡についての高

橋美久二氏の報告，国分寺跡からは初めての出土例である但馬国分寺出土38点の木簡について

の岡崎正雄氏の報告は，その内容とともに従来の木簡に新しい事例を多数増加した点で注目す

べきものであった。また払田柵において1930年に出土した木簡についての平川南氏の報告は，

木簡についての先学の苦労をしのばせるものがあった。北大津遺跡出土の木簡についての林紀

昭氏の報告は国語史研究上貴重な内容をもっていた。

第２日では，田中稔氏の日木簡での書風についての報告では，平城京における唐風書法受容

の過程や地方の各国々 での書風の特色についての問題提起が行われた。永田英正氏の居延漢簡

についての報告は，屑延簡の形式分類から出発して，帳簿類の分頬と検討から，帳簿の作成過

程ならびに漢代の文蕎行政一般について展開された。

その他の調査高山寺４ル７月。多度神社（神宮寺資財帳調査）４月。東寺観智院金剛蔵

－ ６２－



,淵在研究焚報

聖教調査５ハ，９ﾉ1。法輪.ｊｆ６月。石'1時８月，１２月ｏ醍醐』ｆ８月。大覚寺４月，

９ｊｊｏ東京同立博物館（朝鮮金ｲi文妬木調査）１０ｊｌｏＩｌ:倉院架語戯調査１１ｊｊ・東京入学史料

細纂所（,';&派家文i¥）１ノ』。

平城宮跡発掘調査部

各地遺跡出土遺物の保存処理考古第一調査察は次の木製1号I，金属製品の調査研究を行なった。

香川県善通寺遺跡出上の木製1V,一括，京都府小殿遺跡出-'二の木製IYi-研。大阪市来奈良遺跡出

-ｋ鉄誕・刀ｒ各１点，長野県東光寺川-t経筒１点，Ｉ;舟根県rl･ＩＩＩＩＢ１･彫古墳出-tの鯨'１１１領，こ

の短甲については突入復元模型を製作した。

伯害国庁の発掘（第５次）外郭北東部で５IHI×３間の南胸をもつ束西陳建物をrl-i心とする建物

群の存在が明らかとなった。内郭同様，掘立柱建物から礎石建物へつくりかえられている。ま

た，南限漂を確認し，国庁の南北Il1li離が227.5ｍで，東西に長い区ｌｌＩ１ｉとなることがわかった。

８ｊ]～９月。 倉 i l f 市 教 育 委 典会。（佐藤・亥111）

茨城県地方古瓦の調査茨城ﾘi1:歴史館で開催された「茨城の古凡」展を契機に，茨城県地方出

Ｉ:瓦の調在を行なった。束剛での特異な状況や縦内との関連竿，新たな知見を得た。１０月。

（森・ｕＩ辺・岡本・毛利光）

法隆寺所蔵瓦の調査かねて懸案jf項であった法雌寺所蔵瓦の調査を開始した。継統調査とし

て今後永く行う調査であるため，今年度は第111111として調査法の確立を－１弓たる｜I的とした。

調査は考古第三調査室を'''心として各部肋共ll1で行う。１０月～12ｊ１･

美濃国分寺跡環境整備大垣Iliの依頼により，発伽洲杏でﾘlらかになったI誰’逆の螺砿雄塊復原

工事の実施計l山iと指導を行なったＣｌ977年４月～1978年３月。（安原・II1Il'）

江馬氏庭園遺跡調査岐暇.県!'f城郡神岡町にあるIlIi1tの江馬氏の航跡・庭園の発棚11調査の指導

を 行なった。８ﾉｰＩ。（安原・llIIlI・渡辺）

明石城公園整備リ1石市の依願によりりj石城環境繋備の指導を行なった。１２月。（安原．ⅡI中）

竜安寺庭園調査危安寺方丈前の庭園を卵む上堺修復に伴う，馴揃の発掘調査の桁導を行な

った。今Ｍ謝脊の結果，史料律より屋根は瓦葺からコケラ野に変災して修復が行われた。

12月～１月。（安原・IllII1・渡辺・加藤）

文化財の保存修復に関する国際研究集会発表要旨１１ｊ1241.1～28Ｈ，＃〔京国立文化財研究所が零に

催した「木造文化財の保存修復に側する国際研究集会」には，園内からの６箱の発表荷に加え

てカナダ，アメリカ，インドなど６ケ国から専門家が参加した。Ｍ研究集会では水油けの出-'二

木材の保存に関する研究発表をおこなった。－､Iえ城寓跡出-1合の木製遺物は２万点を越える木簡

をはじめとして，柱根・井戸枠竿の建築部材など，およそ数百万点に及ぶ。これらの木製遺物

は，現在，ＰＥＧ含浸法（高分子のポリエチレングリコールを含没させて硬化する方法）と，真空凍

結乾燥法（あらかじめ，木材の水分を有機溶剤に縦き換え，これを真窄乾燥する方法）によって処理さ

れている。前荷は北欧でおこなわれている方法を踏襲しているが，後降は，ｗｉ研究所独rlの低
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奈良圃立文化財研究所年報

温方式の真空乾燥法を開発している。同法は世界的にも例がなく，処理後の出来ばえは他に類

を象ない。すでに1000点を越える木簡の処理に成果をあげている。（沢田）

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

マルコ山古墳の発掘墳丘と盗掘職及び墓塞の調査。墳丘は版築積による円墳で，周囲に２重

の牒列をめぐらす。墓室は凝灰岩製の石棺式石室。墓室の内面は天井・側壁・床ともに漆喰を

塗る。遺物は漆棺とその装飾具，太刀鞘金具及び１体の人骨があった。７世紀末。奈良県明日

香村ｏ２月～３月。（工藤．猪熊．井上）

飛 鳥 資 料 館

誕生仏の調査現在古代の誕生仏は30点程知られているが，今年度は久世廃寺出土（城陽市保

管），悟真寺，市川市平川町出土（市川市博物館保管)，三仏寺，与田寺，聖福寺，広福寺，広

福護国禅寺の計８点の金銅釈迦誕生仏について調査を行なった。この調査は53年度秋の特別展

「日木古代の誕生仏」の準備を兼ねたものである。

埋蔵文化財センター

西長浜原遺跡の発掘調査沖縄県国頭郡今帰仁村字与那嶺所在。沖縄貝塚文化中期の集落跡で

ある。二次にわたる発掘調査の結果，沖縄県下ではじめて竪穴住居吐を検出。３０余の住居が馬

蹄形に並び，４時期に及ぶ建替えが認められた。５月～６月，１０月～11月。

（猪熊・松沢・岩本圭・黒崎・山本）

四天王寺の発掘調査再建計画にもとづき，東大門跡と鼓楼跡を発掘。どちらも中心伽監創建

時には存在せず，奈良時代前期に建てられたことが判明。東大門は当初掘立柱の塀であり，の

ちに３間×２間の門となった。伽藍中軸線に対して北で６度ほど四にふれている。鼓楼に関し

ては，奈良時代の基壇西・南辺を確認。講堂とは歩廊で結びついた可能性がある。平安時代に

はやや規模を大きくして，以後昭和の戦災までに数lnIの建替えを認めた。７～８月（山本）。

周防国府跡の発掘調査周防国府跡の発掘調査は，国府東限を確認する目的で，防府市教育委

員会が1977年７～８月に前期調査を，1978年２～３月に後期調査を実施し，これに協力した。

前期調査は現国府中学校校庭において，東西約50ｍのトレンチを設けて実施したが，遺構は

校庭造成以前に既に削平されたらしく全く造存していなかった。後期の調査は国術四丁目以北

の数ケ所の水ITIで実施した。推定東限線と国府推定三条大路との交点近くの発掘区では，南北

に通る幅約２ｍの築地跡（延長21ｍ）と，それに伴う東・両の雨落溝を検出した。ここに初め

て国府東限線 を確 認す るこ とが できた。（工藤．田辺．岩本圭）

道成寺の発掘調査和歌山県日高郡川辺町鐘巻所在。収蔵庫建設に伴う覗前調査である。道成

寺には，現在，国の重要文化財指定の本堂，仁王門をはじめとして，塔，庫裏などの建物があ

るが，創建伽藍については不明であった。木堂の東方約25ｍにおける発掘調査の結果，複廊の

西面1,1廊を南北10間にわたって検出した◎８世紀後半。向廊の配置からゑて，現本堂，塔，仁

王門が創建の建物位侭を踏襲している可能性があるｏ昭和53年２月～３ｊ]。（木全．田辺）
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奈良国立文化財研究所要項

l 事業概要

1 研究普及事業

公開講演会

(1) 1977年 5月21日 おí~4 1回公I) I J都演会

「文化財における自然科学の応!日」沢LlI 正IIg

「薬師寺金堂の楽削i如来像

一一J，lj造校法をめぐって一一J 111中 義恭

(2) 1977年11月19日 W42@1公i)fJ講演会

rJ也下j出IWの探査」 西村 Elt 

rj立断;f~~存と造l~d~f:J

現地説明会

1i:J京啓示

(1) 1977i]~ 6)=Jll日 平城宮Jfi二定第一次j:Vl1ii:院j也

区東北部発術調査現地説明会 土肥 孝

(2) 1977年10月8日 平城宮京院地区間辺部発J}，II

;U，'，j査現地説明会 光7干拓笑

(3) 1977年1 2月 1 9EI ~21 日 平城京左京三条二tJj

北官庭悶断、発抑制型OJV也説明会 1(LllfiU太郎

2 1977年度文部省科学研究費補助金による研究

(4) 1978年 1月21日 j燦係官大級殿院商齢跡発J}，TI

品1査現地説明会 W.DJ( 清!ifj

(5) 1978年 3 月 9 日 ~10 臼 薬師寺小子房 ・十字

廊 ({t殿〕断;発掘;iI.'.I1f.現地説明会菅原正明

(6) 1 9781r~ 3月23日 膝Jj}ti言内裏内郭東南部発抗TI

調査現地説明会 金 子 俗 之

平城宮跡資料館・覆屋公開

(1)春季特別公IJfJ 1977年 4 月 29 日 ~ 5 月 8 日

見学者 5，938名

.f:)¥手書付}JIJ公1m 1 97 711'. 1 0月 22 日 ~ll月 6 EI 

見学者 23，610名

(2) 見学者数

区分 | 資料館|滋民 I ~ I 
1977勺三 10，260 1 88.635 1 98.895 

以訂 1236.452 1 528.970 1 765..122 

機資料館は1970年度 ・波医は1968年度以降

侃 別|

特定例究 (1)

研究課巡j

治協の耳H政環境と劣化現象ならびに {~~lf処1]1!に閲する市f究

写~測Iïlによる lli造物の経グf..i!:化の研究

I陛下j立怖の株1正法のIJH発
ill跡にl対する1I'i羽1の前m.. ンλ テムの1占拠(I()研究

臼lキ!岱Iil仏の復元(I'~研究
三手先|持迭の変造にi刻する別査研究

わが悶古代における池袋物迭も::;(JI，.j院の考古学的研究

弥生H引にのi也成1生にl対する研究

木簡からみた伴令地方行政の研究

.il[1也分析よりみたi-81批紀土問i総生産組織の研究

i!iJ.l't時代末期土慌の制年的研究

民家訓!札の~.l'，l査研'先

日本先土慌"年代の防音1m子製石斧について

;百ir~こた製1:171 (})研究
一純文j切只啄111:1この例を'1"心とした生態学的研究-

l釘ffll七大寺における瓦の同?を|見l係と瓦工組織の研究

二とi!:-}:tJ'e成妓法の基礎的集成的研究

古代J也ブ1官術逃1，'1/の研究

U1flt .引!I:事におけるj悟史的混lJJ1の形成に以lする基Iil~研究
古{\::!lH':存変~過程の研究

刊
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一 般 研 究(防

焚励研究仏 )

3 飛鳥資料館の運営

展 示

第一展示宅常設JF~ïï;

第二炭7i;、2トー 特別展示「日本i!if¥，:の誌誌」

(1977. 9 . 1 5~1977 .11. 6) 

限外展示資料館般地内石和111i"ii長
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ヨモ良国立文化財研究所年制i

普 及 iiij年同様インフォメーショ γノレーム

で観覧者の質問に応じている。また特別展示のカ

タログと して「日本Î~j' (にの甚乱;J を刊行。

入館者数 (19ii.4.1-1978.3.31 I別館日数302日〉

模造製作 鰐法:1寺観音苔滋:立像(東京国立|専物

f!P.・).}，成奈大村'1'])蔵総 (四天王寺).猿石(製造原

型).t前寺 ・il.IEB寺 ・紀寺・定林寺ftJL瓦(黒川717

文化研究所).111 m￥')'.Ii~仏，間It静=if骨蔵総( Iì\íJIII県

削除寺)

4 埋蔵文化財センターの研修・指導

研 修 i出:記文化財の保護に資することを目的

として，おもに地方公共団体の担!蔵文化財保護行

政担当者を対象に次の研修を笑施した。

(1) 113和52f手度思ii:N.Jえれニl!オ発侃妓術者専門研修

( j立跡~I/.I査課程)

1977年 5 月 9 日 ~ 5 月 28 日 (参加者13名)

(2) 113和52年度埋蔵文化財発抑技術者専門研修

(j出掛在理課程)

1977{1'-6 月 13 日 ~6 月 25 日 (参加者18名)

(3) 11目前2年度組成文化財発抗~i技術者一般研修

1 977年 7 月 25 日 ~8 月 27 日 (参加者18名〉

(4) 113和52年度思蔵文化財9tl~n肢体I者専門研修

(j立断、j立物写;f_r諜程)

1977i l三 9 月 26 日 ~10月 1 日 (参加者1 6名)

(5) 11日和52年度埋蔵文化IH91在抑伎術者T;IJ.門研修
(j立物保存科学課程)

1 977' 1二10月 17 日 ~10月 29 日 (参加者 1 2名)

(6) 昭和52年度組成文化財発掘技術者専門研修

(分布調査課程)

1977年11 月 11 日 ~11月 19 日 (参加者14名)
(7) 1113和52年度趨!紘文化財発抑伎術者専門研修

(j自跡保存』医師百課程)

1977年12月 15 日 ~12月 2 1 日 (参加者1 8名 ) ， 

(8) 1 1日和52i l~&忠政文化財発侃技術者特別研修
(特殊訓j査技術課税) '1 :' 1止以手~I調査の IliI題点

1978年 1 月 1 7 日 ~1 月 20 日 (参加者30名 )

(9) 1111和52年度埋蔵文化財9eJ"TI!支術者専門研修
(j立幼;il!lJl，J:il!I!程)

1978年 2 月 1 3EI~ 3 月 25 1:1 (参加者10名)

(1<) 研修員受入

金11'iJJヒ(ijiJ'i-国文化財研究所化工妓土補)

1977{F-7 月 27 日 ~ 9 月 12 日

(11) tl!.へい研究者

Franz Schubert (ドイツ考古学研究所ローマ

ヶツレマン研究部高等研究員)

1 978年 3 月 5 日 ~ 5 月 3 日

調査整備等指導
(本文および研究員t級協1肢の分は除く)

(北ilii:j益)新千歳空港盤的事業関連遺跡.!ill沖j立

跡，ウマクサj立幼;.間協ヨL埋没i立跡. (岩手)I但

後沢追跡.(栃木)下野|劃府跡.(br.111)ニッ塚j立

跡.(長好)Be:光王子所:tE追跡.(岐阜)羨it'!国分守i

(静岡)Jt事校市.h~\街跡. (変知〉大山廃寺跡，名古

屋以二之丸庭鴎. (三亙)北J前ii也追跡.(滋賀)絞

木原i立幼;.(京都)蛇塚市J:l't. 京都市高速鉄道烏

丸線内遺跡. (兵JilI)寺内i立以;.汁a主焼古楽，明

石滅植物関:ill設予定地，千本度廃寺跡. (奈良)

新沢千塚i!iJmrr.(和歌山)タタラJU跡，上秋体

銅鍔:u土追跡，O~; ;恨)タテチョウ j立助;， (1日JIII)

美('1'国分寺跡、~風古楽跡11下 . (}1，1::i)大宮j立跡，五、:

戸千軒IIIJj立跡， (111口)絞桜木郷遺跡. (香)11)絞

蚊図司庁跡. (岡市i])稲岡市地下がCDJT建設倒係

j立跡.(佐J'u金立丸山古JJtlI下.JIE1IIi閏J(.f跡，九

州側!fJr，:';j述l当ill}jIII道建設|民1lli!立跡. (ì'j曜日)首~n

妓跡.ìlf名喜1:1i西底原 1立~~;

埋蔵文化財ニュース刊行

t(~ 8号 1Ii:l和50年度立Il波文化l!~・|対係報告包一覧

1977年5月15日llJ

負í~ 9 号市町村史刊行の現況 1977~ 6月15日干1]

第10号市町村における以政文化財発掘調在等の

現況 1977年11月11日刊

第1H5 木簡調査の現状 1977il三12月13日刊

~rn2号 IIs和50年度埋政文化財関係記事掲;1;，¥(-覧

1978年1月10日刊

負l:n3~号古代家屋復原実態別交

1978{F-3月20日干1)

5 その他

委員会等

干減 .jl~ ， I.:tJ~JJf(宮跡部j任投ú1li指;1');委員会
1977年6月3日・4日 於平城宮跡資料館i

U~ 4回飛鳥資料館五E滋協議会

197打7"-年lo三5 月3但l日 1於六7飛i持~，“l

第3回木1簡町砂研f究』集J兵5会
1977年12月13日.14日 於平・域宮跡資料館i
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;，~H国立文化財研究所Ô]!_(lJi

外国出張

依藤氏{治 悦凶における古代仏教関係j立湖、及び

部j成法跡のJI.'，j1:i研究のため大仰ll!; II~へ派ill。

1977年5月29日~同年6月25日

7~，1'早!lJl '士 文部省ー在外研究日として辿合王国

アイルランド ・フランλ ・イクリアにilRill。

ヨーロァパにおける庇史的ml)1の (~~(-f:TWの

研究

19771'ド 8 月 29 1l~同年10月 28 1-1

協力事業等

文化庁では1971"f!交から特別j~跡藤原'~n'1)，の凶

イi化を進めており ，1972年度から当研究所が文化

パーから支:11，委任を受けて:n収事務を往lさiしている

が，1977年度の状況は下記のjillり

三三|間的 |脳人 制
552 ， 123 ， 63~門

H 図書及び資料

宅~n 163，025，'，'，;， (1977年度末現作:)

111 研究成果刊行物

1977年度 刊行物

名 羽i

':Mlltï~3 1 I1U 11~ ，1，:~ ' j即時(冶・発JIIj訓夜tl1t'111
îLMJj(宮西ブ'ï'I~f街

学科llH321ffi 研究論M~ JV

学科lt1133冊 イタリ ï' l-'部の一山保民族に t~( -)" る

民家訓悲報告

'1:料1~1341111 平城宮発御調査羽l{'iLX

~料trl 1 2 1111 I僚!京'広木Ili'i1 1苅版・解説

史料trll3!nJ rI*美術院彫刻等1卸H氾UJV

| 吋f<~ÍÁ13 111 1 11:;ド1i1にのるL誌

統制i 他 IIf併~J5 1 年度平城'，'; 1;発HJI~J!，I査慨骨i

、1':)]，配下f幼11:-1三木f!i'iUl'f首111

- 67ー

jijiní('á跡発品Ji~ð:l査概朝!7 

) I~X，~編fド~淀川5制 3

，'1":枕'&."111:1ニnAW-式-n
jlU迫資料館案内(炎文カタロ グ)

前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学科i

年度| 名

1 95~ I l:il 1 IIIJ 仏師迎脱の研究

昔日 21111 修学院関t1:'"のiU原的研究

19551tH 311日 文化史論彼

19561trl，11I1I 奈良11寺(I;:W/))}の研究

19571W 5 1111 )I~X，~寺発抑制査報告

19581trl 61111 '1'1止l廷闘文化史

tl171111 V\!福寺食1~発御;i1:1究報告
195θlta 81111 文化火論浪 H

trl91111 川})jt寺弘E倒訓資材H~'

拘:

1960 1m 10 1111 ・ド峨'広助:・伝飛鳥依佐官跡発拘i訓を報告

1961 1l:i111 1111 院家m誌の研究

19621第121111 巧1!f.'Zi:阿出J'陀仏-tJHs!
~1 1 31111 n搬造系健闘のiLJ自作j考祭

~l l -J IIII レ-;1..と金色合利椛にI)!lする研究

第151111 'V，)成宮先制品!.l*報告 11 '自街地域の測班

1 9G:~ Itn 161111 干減'I'~;発{阿部，jj'E報告 111 1)，災地域の訓夜

1 965 1 ~~ 17 I1 ll 'Il域'出発抑制1'E報告JV r~: 街地域の訓宅t

tH181111 小!lJlill州の作'11:
19671W19川 勝IJ江氏のL(;Nとその院家

19691W201l11 名物列のJii..If.

1 97 1 1 ~12 1 1111 研究論集 l

19731W，221111 研究論集H

197-1 l~a231 111 'I'， j成7~r発 llli ;il.\l主f.報告羽 、ド域J;~左京一条

三tJjの調査

t!)241ffi ~':j l l l-Plf!l叫!，l査報作一

19751t112511U 平以京左京三条二以j

t(J2611U 平城'出発i稲川査報告W

aη71111 )IH.~ ' il事/Jj('E:'9el¥lii'J1.lぞけ11{'11
m2811U 研究論集111

~l291111 木 137矢L~) I :-IIJJ~fi. fJI.l1f.朝i{';--

19ï6 1W301ll1 五純一Blf~訓去の氾録一

奈良国立文化財研究所史料

年度| 名 称

195'11江111111 間無阿弥陀仏作活iM~ (復製〉

19551W 21111 J国大王手官以手伝記集成

19631m 31111 仁和 寺 史 料 寺 誌編 1

19641W41111 俊*幼mìllil~料集成
19661UJ 51111 平J成主f木附 l 図版

1 9Gï l ~16 1111 仁和寺火料守誌編2

19691第511U '1").1#:'白木f!i'il 解説0)111111)
19701第71111 }， li'JB促寺~料 l



奈良国立文化財研究所年級

19741第 8111} 平波宮木簡2 図版 ・解説

|宮内 1111 日本美術院彫刻等修理記録 1

19751第10fll! 日本美術院彫刻等修理記録 H

19761第1111日 日本美術院彫刻等修理記録111

めt

飛鳥資料館図録

|年度! 名 称

|第 11111 飛鳥白鳳のrHt金銅仏

Itli 21111 飛鳥白瓜の在銘金鈎仏銘文w

W 機構 ・定員

機構の改正

1977年4月18日省令改正にft¥，、埋蔵文化財セン

ター研究指滋部に保存工学研究室新設。

定員

|航峨|行政一|行政ニ!日f究l隊I;jl 

1976年度 1 23 1 7 1 67 1 98 

19i7:!ド皮 1 1 23 1 I 68 1 99 

CWI只内訳)迎蔵文化財セ γター 2 

(滅只内訳〉平主主主f跡発抑刻'i1E利I 1 

V 予算 (19~~年度)

.成 11: 1，340，262，000門

人f!1: ']'1 337，790，000 

3虫を¥. ~'l 490，924，000 

フl~ 業管理 9，7.13，000 

一般研究 45，938，000 

特 別l研究 2，185，000 

発{自 :ilIJ 査 304，188，000 

宮島事3在日H管理 37，57'1， 000 

飛鳥資料館運営 46，378，000 

JlI[蔵文化財七 '/11一巡営 44，918，000 

応投資 511 ，5，18， 000 

施設経仰~~ 99，290，0ω 

平以宮跡地~~在 ltiii '1'l 108，660，000 

J各所修 緩 3，598，000 

不動産隣人質 300，000，000 

川 施設

土地 28.138 m' (当所所管)

.{f l~ 野 5.126r.i円1M院跡隊入 L687111 
成品資料館 16.902，，1 飛.r，~資料館出会 1.343111 
::sill組合 80，，1 

1.112.405.89 m' (文化庁所管)

平城宮跡地区 9u，I.365.3unl 
(1也 lζ奈良県先行]凪l~J也5 1 ， 057.526nlがある)

政1~1 'i!I跡地区 148，040.53，，1 

建物

迎 物|細野|出蹴11M 1 1|

1111 nll r.il nfl nl 
~I~ 務 ffr 1 797 1 1，8201 465 1 152 1 3，234 

倉JiU収絞lilI 191 5.882 1.118 -17，191 

司1 Jill 20 3631 120 941 597 

会議室 40 192 .121 274 

al~先 主主 109 891 198 

写真室 86 192 32 491 359 

展示室 360 -1 648 1.008 

1古屋 j良示!司l - 11，518 -1 1，518 

その他 200 4731 152 1.608 2.433 

旧重米要谷3文家1・化住財宅

U43 10.800 1.887 2.682 16.812 

198 
一一一ート一一一

ノZ合~ 計 17.010 

主要工事

( 1 ) 施設監v1li~'t

飛.r.~ñ依mr'g;跡発掘ilI~1iml

エアコンディ シヨナ- lr~設コてtJ';

1.149，730I'J 

)Ûq~収減)，11新I~以外工事

3.850.∞O 

11 ~G:気ユ二1J'; 500.000 

飛鳥資料館l定悶整陥工事 890.0∞ 
玉石設岸工事 1.050.000 

11 (史所土問土工事 5.600.0∞ 
H 屯気工事 1. 676.∞o 
H 機械設(i1/j工事 2.719.0∞

平城tE跡北盟屋内線型移設工事 378.000 

飛鳥資料館造図工事 1.384.∞o 
平波宮跡磁屋改修工事 6.760.000 

:<fL城宮跡北寝屋天井塗技工事 7.650，000 

jT~.r.~資料館便所!t]設迫力"工事 154.000 

第 4JIJZ~矧{グレーチング設ji'.t:UJ~ 130.∞o 
:;fl以往羽:汚水池I改修工事 5∞，∞o 
平城宮跡資料館波り廊下必良工事1.021.270 



奈良|司立文化財研究所'Jl_iJJ(

(2) 平城宮跡地~~;盤 úill1'l
1'1 

.if.波宮跡i"Ni水施設52年度工事 8.5∞.∞o 

l政水|全外l収十i工事 18.050 

11 ~1境強制日昭和52年度第 1 JPII'Iト

30，7∞，∞o 
W2WIT ・I~

65.5∞.0∞ 
11 i'j7J(浄化十月取設工事 3.941， 950 

(3) 辿設省近畿地方建設局委任工、I~

τ|寸法宮跡第 411見放Jdl新営 137.550，000 

¥，11 人事異動

(1977ir.4 J'I 1 Fl ~ 1978年 3)'131卜1) 

4)j 1円 奈良国立文化財研究所長に刃任

坪:11・ i，'i-).辻

古y，J[;市 小川 修三

3Ji.J成富湖、発抑制査部長に昇任

狩出f 久

x化Jr文化財保護i111}i!造物潔j乏に転任

鈴木次;台

J~I守主文化l!~七ソタ 一長に'ïl 任

江1，1， 捻

文部省にII:lI古] (九州大学教授文学・部~H

応九州文化史研究施設) rJli!l1 i:~;一

平成宮跡発御調査部計iJllJt華民訓査室長

に汗任 安J~I 砕示

文化庁文化財(~~渡部記念物波文化I!tみ1

'ji有に伝任 牛川宮ヨド

忠誠文化l!tセンター教務室長に}(.{:[:

lil;]本 m
文部省に I IH~IJ();(郎教Tf大学厚生謀長)

j悠111 修

平城'lh跡発侃調査;1iI~料調:tf.室長十二灯，

任Ii¥'WI11.i災

JI ~，I.'.~資料館庶務室長に}H壬

務 11 節之

JI~ .r.~Jf宇即位，跡発1~li訓究部主任研究官に

11.(T: 木下正史

庶務部庶務課[(C務係長に配iG:j災

111的 一同

11~ ~\'L 114 di研究i9i'に1111['](I，n:務;'';JIJ，(!:務課

人・l~係長) 井上政和l

H!:務部会よ|諜に転任 新，)1:脱治

文化庁にIlJlo](文化Jj'ぷ化財保il企部記

- 69一

念物語n ，:当瀬 ~ー

!ム~):!j大学にII¥I;'J(医学部附属病院医事

長~~) 1"l'j寸 1rol.!1

3主i'fll技官係JIJ 中村友時

~lq0fílì !!i:員採Jfl 藤本きょぇ

高木 |事チ・山[11 典子

苅ー1I1千世))子 -嶋111 恵子

研究hlH左日係月i 立花 聡

<1 J-I 5卜1 t;tJ倣 IlIru 県下

4Hlln 粗lji'&文化財七ンター教務室教務係長に

列任 乾 1，政光

4 J I}II円 、Iq針Ii!!，:員係川 知1i!llJ'恐

5 JI 1日 J.f!、務rlll会計却の1"11[:決μに配i山奥

力111悠}i!夫

6 J-113日 :1i-l':i5Mi!t:H係nJ {よ本羽子

6 rJ15日野l隙 向。旧恵子

7 JI 1 1二| 庶務総庶務却のq"J具に'fl任

柄本女I~I

Jド以'出・湖、9t品1:，;JI，jj!fifll二主任。T究官.，二fl.任

'，';';本長ごJHI・加J依 似

文部妓官係川 1JII藤允彦

711151'1 ;wlj改 新III r.平

8 JI 1日 文部技官係川 列上底夫

8 JI10日俳i隙

8 li 231:1 .irl隙
9 li 1 1'1 ~)'H;Íj Mi!!iJ:t j渓JII

中I四千校子

岩本さよ子

藤本 消

9Hl1日昨Ili'a 畑Ii!lli" .'J.t子

9 Jl20日 本務tili佐封採m 石谷学子

10J11円 旦H版文化財七 ンタ ー研究指i.i);;'fll保存工

'i'/-:研究室長に配l山奥 安JJil 啓示

文部技官採HI

松村 J心司・本'1' 哀

'IQ0MIi!!i:H採JIJ j孫IJIt"，!子

llJ-1 1日 研究Mi佐良係m
Jぶ討~i !f(U，3'・辻 秀人

12rJ281J 肝臓 西]，Jt子

1 )'1 1日 ill造物研究どと長に転任 吉UJ 消

~ Iι以'訂跡発t!ï!iìll，1主f.剖部Ij泣立 I附I~品h耳札~~，jμ1 1訓;

; i任壬 7泊i与i木木:J長毛二f!15

火文;化}パi'火文:!化ヒl財Hイ.!仇似h以:越淵部li辿l!:必造司4物勿訓烈1文{化ヒl財[~' J部澗品問i 

「上: 了J"れ'1山弘主泊.可tにこ l転P佐伝iよd'[: 白，'i'~帯l; ~怨~':オ士

1J 川11げ7口 J針F刊H峨波 J泉i弘4昨干谷千 当迎E子

31月13ωOLl .i'僻Y，n椴依 ョυ11 ーωムー



ユモ良凶立文化財制jtJ9fil市i

W 組織規定

文部省設置法 抜7f.
l削flJWI・lt í l \~íl l ~ 6 り

IIIHli<l3!f6月15r1一郎改H・

第36~ W43条に規定するもののほか.文化，-jユに

次の機関をiEく。

国立文化財研究所(前後目白〉

第41~ 国立文化財研究所は，文化財に関する剥

査研究，資料の作成及びその公表を行う機関と

する。

2 国立文化財研究所の名称及び(，';.1置は，次のと

:おりとする。

4 I亙l立文化財研究所及びその支所の|人以HI組織は

文部省令で定める。

文部省設置法施行規則 fP:稼
日目印2811・1JI 1 311文節省令îIl 2:;' ， 泊JnllllmJ~3 !J'. G)I 15r1 
文部省第20¥}

日日制'1 5 11ユ 01 1 711 文郎í'î令~llPJ' ， 附"[lI<I Rôj;'I JJ I 2 11

文掲li'i令買， 6:;'，

日{ml ~9 1 1 ' 4 )]1111文Biii'i令i1110:}，
DH拘50年 4月 2A文E哲也令r;H3~~' .

B日制5J11・5illOA文節省令第16:;-，
sB削52!J'.4刀181司文節行令!s10!}'，

第51;1 文化庁の附属機関

知4II!Y 国立文化財研究所

第2;;~、 奈良国立文化財研究所

(J9f長〉

お!n23条 奈良国立文化財研究所に，所長を位く。

2 所長はiJrf却を掌泊!する。

(内i司l組織)

t(n24条奈良I:I~立文化財研究所lι庶務i:lL 美術

工芸研究室，建造物研究室及び庇史研究室益び

こ平成宮跡発侃誹n託部及び飛J.!JJf如来宮幼、発侃~I，j

子r:iftlを1丘く。

2 liii項に定めるもののほか，奈良悶立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び忠誠文化111センタ ーを

lu~ <。

(i.(!:務部の分課及び事務)

第] 25条庶務部に. 次の二，~~をiU く。

HU諸説!
二 会計課

2 t(!:務課においては， 次の':J~ -坊をつかさどる。

l隊員の人事に|対する事務を処]1JIすること。

- I隊員のtr.¥利厚生にl期する事務を処]1JIするこ

と。

務

す

保

庶

挫

の

他

訓

物

の

給

泣

そ

辿

び

片寸

'

及

川
U

し

仰

の

凶

巡

印

に

る

公

務

係

び

お

に

及

竿

の

や

受

所

所

銭

。

の

の

の

と

所

所

矧

こ

究

先

古

る

研

。

研

文

す

の

と

の

公

開

こ

こ

こ

に

る

ニ

凶

五

全のためのf'fVlIiにl刻すること。

ハ liIj1キ号にtQげるもののほか， 他のJ9f1Jl;に以

しなレ~H・J0を処理すること。

3 会H;¥!llにおいては，次の2Jq0をつかさどる。

予TIーに|対するすれI却を処]1JIすること。

二 経'mえび収入の決ftlその他会計に|民lすゐヲJc

務を処思!すること。

三 行政JH波及び物1111の管理にl民lする'IC務を処

Jlliすること。

凶庁舎及び設uUiのa:lH持，管1mに|対するよ1-;務を

処]1Jlするこ と。

'3i JT舎の取締りに|対すること。

(美術工芸研究室等の;Jq0)

tH127条美術工芸研究室においては，絵l山i.彫

刻，工芸品，:1;跡、その他の有形文化財 (次損及

び第 3JJlに規定するものを除く )，及び工芸絞

術に|刻する訓告.研究を'(-j-I.、，j~びにその紡栄の

公表を行う。

2 建造物研究室においては，.tlU色-物及び伝統的

:ili造物~trにl測する訓査研究を行い， 並びにその

*，，'i;j!の公表を行・う。

3 ltIl v-ゴ'ilf究室におL 、て は， 考古・1えび、~助、_4(~び lこ

tlt:!t資料に凶する~~h;E研究を行い， 5l~びにその

紅i;j~の公表を行う。

(五|ι波宮跡発品I!調査部の六笠及び・IH:指)

ゐi>;128条 玉]z主主宮跡発品1:調査部に，考古第-Jbjk

主， 考古第二訓査室， 考古m三:J:，j :~t室 ， J出将司IJ

宣言:.，引司[IJ修jit調査室及び史料，J，'.J:(t室をi世く。

2 iiii引の名2i{においては，_;Il.以'広跡にl刻し.次

ザiからtH六ザiまでに;どめる!Jqガを処溜!するほか

その発J加を行う九。

3 ヨ考考写号:i古!itl'第3一訓F伐t!安室E主:.r 考考;'，1内1片i!;i第1二;3:，訊淵，司t‘f介『

三J品品訓司I.j凶i貨年，室に to“L、ては，万IJに定めると己ろにより

分]liして，j立物(木簡を除く)の(~~{{1庭山及び

- 70一



;，~Ü I "I ι文化財研究所2t明

~~，l rt，研究J(i.びにこれらの結決の公去を行なう。

4 j立fiVi;側主f.主においては，jft桃の I~~ ;(刊削111えひ

，V/.J.fj研究並びにこれらの給米の公表を1j'なう。

5 訂il!ll修jit調査室においては， j立慌の ~; hJtI]及び

修);U~びにこれらに閲する訓11'研究~l~びにこれ

らの結来の公表を行う。

6 ~料淵-f-l'，去においては. 木間の{呆ー仔位里1\及び

~Î!，l.tt研究~と料のl収集及び;ìJ1，l :Wj}f究~~びに三れ

らの結;'.I~の公表を行う。

W，(~藤原宮跡発1}，1;訓五郊の二五及び'IQ0)

加 1 29 条飛山!悠原宮跡発品li ~~!.JM~~ ，こ抑-;U，'.J:j!t

ぅ;uえび第二訓，1ft.室を lu~ く。

2 おtn一訓訓汎t‘-(什仁己2宰江及びtß二~ð訓訓J品刈1司1主査ü安室ド主)にζι6お Lレ、て lは工， それ

ぞれl燦i悠創喜初j以ヰ以('心.幼跡l及び7飛i応Hμl

のJ泣立跡跡、(If僚事剥刺11版IJj点jI'1ι.幼跡:をl除i徐j余tく)に関し， 次のf守げに

J訪げる !l~務を処理するほか， その発J桁を 1j' う。

- )立 hVi及びjft物のI~Hf・並里11及び調査研究;\Éひ'

にこれらの結果の公表

こニ i出品の引が[11及び修長蛇びにこれらに|測する

山，1N研究故びにこれらの結決の公表

_， 史料の収集及び~ð/.lβ!研究J(i，ひにこれらのがi

民の公表

(Jl~ X，.~資料館，;; )

お'l130糸 11H~資料館においては ， JI~ .r，以也域のItt

~的芯:&及び文化財に閃し， j]1J乏の.flJl仰を泌め

るため，この地域に凶する考古資料， tlt~資料

その他の資料を収集し，保守すして公衆の観覧に

fJl，し， あわせてこれらに関する淵任研究及び事

業を行う。

w応

第 131条飛鳥資料館に，船長凶行、く。

2 fffi長l主， ft1'i務をさ止血する。

(JIH，~資料館の二室及び~l~務)

~n 132 ~長 jl~μ資料館に， I，(!]'主主及び学芸?H' j，泣

く。

2 !(!;務室に.白いては， 斌I.'t資料館の !(U0 ， 会 ~ I

~1;に閲する ・ IH方を処J1Hする。

3 -:''f:-芸家においては，次のJJH'ガをつかさどる。

ー 飛鳥J也Jj主に関する ;~'tî資料， !l世史資料，:ill

ji1~わ ， 絵図 ， 彫刻 ， J)1!1再， 古文:，1干その他のfi

~f:1 の収集， (~~ 'ìj' ，展示 ， .f見'ゲ悦治，Tf点の

作成， ;~!.rrt研究及び解説を1 jうこと。

二 月~J，以也械に闘する lズl iH ， 'l]j'.J;その他の資料

の収集，j在J!ll， I米TI'，)民示， 閲覧及び，~'，l火/j}f

Jeを行う ζ と。

ニ 飛.I，:~資料館の ch;裂に|対する : 1\版物のf~I~ i.l~及

びFIJ行投びに普及宣伝を行うこと。

(年H.i:見文化財 ヒンター)

!:l1133条団脱文化財セ ンターにおいては，次の

事務をつかさどる。

- J1H.i:li.文化財にl測し，ぷi在研究及びそのt占拠

の公表を1i'うこ と。

一 旦11説文化財の訓，Jfj及び保存絵J!l1にl対し，地

ブj公共同体の旦Il政文化財;~'.J:i'1' 1対係l隊員その他

の凶係者に対して， J.lll吋(i':J， 妓術的な研修を

1-iうこと。

三 担11脱文化Mの訓.Jj'Uえひ~I!!'，干d在J)llに開 し，J也

ゴj公共同体の|幾|見lその他閃係の機闘及び卜11H，

~fの求めに此;じ，専門的， 技術的な桁jO及び

以Jバを1-iうこと。

(山政文化財七 ンターのj毛)

約 134~長 J~HiiX文 化1I~セ ンターに長を[斤〈。

2 liijJj.jの長(1，.1::11誠Jえー 化l!~セ ンタ ー の事務を1;::

J}li-，る。

(収版文化Jl1センターの|人H百l組織)

第 135条 J~1l政文化財セソター内に，教~0::U土び

7i!f;，'t:!旨 i!+ m~を i白く 。

(教務室のJ]i:務)

第 136条教務'J;~:においては，研修の実胞に|均す

る事務を処理!するほか，J型政文化l!~七 γターの

I.(!;務に|刻する事務をつかさどる。

(研究街羽ffl~の五室及び 'lQ;指)

第 137 条研究mù+m~に ， 考古訂 l凶研究室，%'，品

j立助、研究室，泌物処思!研究室，at11t!研究室及び

i米作工学研究室をiUく。
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2 考古Hiilli研究室においては，第 133条千いまに

矧げる~ll:~ガ(他の室のかf'引ιJif:，するものをl徐

く。)をつかさどる。

3 i.l~l{1: j立跡研究主においては ， mi.{l:j立助、に |刻

L， ;:(l133条件号にl1Jげる事務 (j立物処.flJl研究

室及び首I.ll:h::研究室の19fザ:に属するものを|みく 。)

をつかさどる。

<l j~物処理研究室においてはj立物の処.flH に |見

し't第{存03お3条千各干忠号.にj抱匂げる司事下1務方をつカか、さどる。

5 i測l日"則[1別り111此込u研f:J究E五生主に:オIゴ“L、ては，J4担以Ilii:械永:文文文:化i財l財4の測!吐L立tに
|凶対 し ' 員抑ín33~糸i':: '各各弓 iに乙Jωuげる 司布q務防をつカか‘ さどる。

6 I~似k米H介f

に以閃lし， ~'l 1 33 ~1キげにJ包げる 、]l::f主をつかさと

屯J。
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，1;1'チト i¥'i足 文 部 役 官所 長 !~f野 久文 部技官部 t正
戸ーーー

，トぬ 1策治 文部事務官 1m 長

ャ一一

'(f川佐太郎 文部事務官謀 長

岩本次郎 文部部事事務務1官Z 課長消 {主
I烹荻原隙雄 文 係長

西徹 文部事務官 人 ~J~ 

!色 相l二 文部事務官 l任 す持

!(!: 
木氏忠雄 文昔~lJqî若宮警務日 1是 平城警備

務 議悶光治 文部事務官事年務只 平城警備

悶悶博光 文部事務官警務貝 響備

街本安臣 文郎事務官 w- 1"1 只 1Jl'城lJ~務

八幡扶桑 文部技官専 門騒日(併任) 写: J'i. 

謙 治中川 か悦よ子子
事務iili!左只 II子 育長

事務補佐只 図{I}資料

中I主 隆 美 lJ~務補佐只 図jIJ資料

町四 1注文 部技官室 長考 古

考iIif{Bl 正日目 文部技官 保存科学
古 菅原正U}I 文部技官 考 古
，筑

金子 総之 文部技官 考 古

宮司
井上布l人 文部技官 考I "i!l 

平"ff_
中村友博 文 節技 'b¥' ~. 古

* 
八 俗 扶 桑 文部技官 ¥'j.1吋総日 :IJ. J'i司

1田 幹雄 文 部技 官専 門Ij.j{H 4日7・ !'! 

佐百証 拠治 文 郁技 'J1i'* 長考・ i5 
f日辺旬;夫 文部技官 考 ti 回

吉Bl !!!:二 文部 tl官 ;J) 古

安 11lna太郎 文部技官 y， i5動戸

li~ j1f.-!lI¥ 文部技官 .lj' 出

村悶恵子 lJ~務制i佐日 I.l!: 育長

トーー 森 郁夫 文部¥t1'i王 室 長.Y;' 古

金塚 ifJ文部事務官諜 t長 関本来三 文部技官 ~. ーi'i
;傍 吉国博次 文部1事務官課長補佐 毛利光俊彦 文部技官 考' iニ回a 

日向参夫 文部事務官課長補佐 小林 鎌一 文部校官 Y，' 古
西国健三 文 部 事 務官経理係長

会冬型f 微文部事務官 主主 思
立木 修 文 部技 官 .lj' 古

大西 量産 文部事務'自 経 理

]jil川西Z子 事務純Il左日 u 理

音問手u子 事務袖・佐只 経 理

藤本きよえ 事務悩{左目 主主 恩

吉 田 博次 文郎事務官 悶度耕民({nlf)

啓 富主主司区
I草本長二郎 文郎 伎 官 室 長主主 築

中村 ~ti古 文部技官 主Il 築

亀井 {申雄 文部技官 ill 4語
消水 J'i.ー 文書sf支官 主主 ~ 

自十新井勝j古 文部事務官 m I~ 
小林雅文 文部事務官 月自3動車運I~転

昔E 中西建夫 文部校官

飯田 {昌男 文部校官 自動il[運転
*図 i近代 事務補佐只 用 J主
藤田博子 l:J~務補佐日 用 J支

縁日高参夫 文部事務官綴i.:({.柑 )
渡辺康史 文部技官 E宅術包・王聖

奥村末俄 文部校-g' 施 ~ 
高木博子 事務純il左只 ~ 設

加 磁 ill夫 文節事務官 JJJ.I")聡口 藤原lJ~務
ー」

策 ~}f 図中 義者t 文部技官当i u: 彫 刻l

工術品' 回

百f崎明tJ.! 文節i技1i' 絵図

星山 f!-也 文部技官 (併 動任〕) 凪5 宮l
守国公夫 日間班員 (非 'i;:; 工芸

芸芸室 尚悶久美子 事務総{主貝 資料~;型

トー

姻発 盆剖2修録制室U'J 

安I~\ 啓示 文吉弘 t主官 室長((it-任) ittl'dl;庭問

問 中 哲 雄 文部 校 官 王 蕊 itt幼:縫聞

光谷妬~ 文郡技官 遺跡:脳間

加lii 允彦 文 部技 官 i立問:巨E凶
本中 真; 文節伎官 itt~彪閲

l'i fI 調査 n (~I 常勤 ) 遺跡正昼間

トー

主2宮主高 附 久

文部技白・室長(!ul般) M 止:
今以降雄 文部技官 M *-
t岩村 宏 文部技官 Ht *-

よ間 重量 iJlli量 I壷文部技官 ((}F {圭) M 証:

トー

力11(;長 {長文 部技官主任研究官 Ht 民:

トー

主E
吉 田 翁 文部校 'Iii'室 長主Il * 中村雅治 文部技官 ((}f f子) 主Il 築

1邑 亀井 {申雄 文部技官(fjt- f壬) ill 築
物 .~本修自 文部技官(fjf 任) ill 築

E昔 回中哲雄 文部技官 ((}f 任) 遺跡縫l姐

ヲE 光谷抗i実 文部技 'o'((}f 任) 遺跡嵯凶

室
1ft，山敏男 制 1f.只{非常勤) ill 築

編図幸子 研究補佐川 資料主主理

栢本安臣 文部事務官 1il!ltlfi(併任) 4' :tii 

主主 木氏 忠雄 文部事務官 ((}t- 1壬} 努 1桁
必凹光if:; 文部事務官ー UJt- 任) 答 {桁

飯凶 IDW 文 部技官(併 任) 自動Jlli!伝
石 田信 子 ll}務補佐只 図治資料

宮本五:代 l~務総jf.主只 図，~，資料

節 1島本 1半子 事務補佐n 'J~ E量
ト一一一 中村美千代 IJt務総if左上i 務

歴
問中 総 文部i妓管 室長(取敏) Ht 史

w:野 治之 文 郎伎官({井 任) Ht 史
史 後村 宏 文部技官((井 任) Ht 史

S汗 岩本圭輔 文郎伎官((井 任) 考 古

究 西口存生 文節校官(併 任) 考; 古

窓
安田徳太郎 文書5校官(f井 任) .lj' 古

堀池 軍手峰 調査只(非常勤) 歴 量:

宍戸雄子 l~務相Ii佐fi 務

t也凶千1'l伎 事務制f主只 'l.'J i'J: 

吉村司郎l技能補佐u (l長 !I.i 
域本きよの 業務補佐日 同2 務

石 川千忠子 冊究補佐日 ノふ、. Iltl 
IfM原ま り ~t 研究総{主只 資料悠理
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工藤圭~ 文音R技 官 部 長

緒熊兼勝 文部技技 官室 長 考 古

然崎 直 文部官 考 古
西口 言等生 文 節技官 考 古

庶 秋本喜子 事務補佐員
事保

務

飛 務
乾 泰雄 技能鋪佐貝

安:1藤本 t宵 ~務補佐貝 望5
J鳥 室 福井敏子 業務総佐貝 庁

トー
刀谷 敏博 文部本務官 事務

井上重夫 文部技官 官事 ;n: 

木下正史 文節筏官室 長 考 古

上野邦一 文締役官 主主 築

千回開進 文部技官 考 古

川越俊ー 文部技官 考 古

資 問中義務 文 部技 官官 室長(併任) 彫刻l
学 星山 晋也 文部技

歴美 術史料 *野治之 文書五銭官
主主

館 大E島潔 文部技官 考 古

室 i掌村広志 文部事務官 図m普及

藤沢 一夫 調査員(非常勤) 考 古
トーー一

細見啓三 文官官伎官室 長 雄 築
田中 稔文部技官センタ一長

甲斐 忠彦孝 文部技官 考 古

土犯 文部技官 考 古

跡 トー
松村忠司 文部技官 考 古

岡本 t青 文文昔部官事事務務官 室 長
乾 敏光 宮教務係長

E基本節子 事務補佐貝 司事 務

発 富童史
鬼頭 清明 文官官技官室 長 歴 史

西弘1穆 文節技官 考 古

山崎信二 文部技官 考 台

事亀 f-ー一
松本 修自 文部技官 建 築

田中 T正文部技官部 長

文研j松沢建生 文部技管室 長考 古

岩本圭締 文部校官 考 古

力日E事態夫
事文技務能部補本補務佐佐1貝貝Z 事Di.t指{併任)

事務

関 石谷幸子 事務

稲垣緋正 自動車遂事E
望月正治 技研官究官補術佐貝 {呆 安

査 谷川 {半子 佐貝 資科E査理
立花 聡 研究究縞鰯佐員 ;1j 古

告Z 辻秀人 研究佐民 考 t・』
広瀬雅信 研究袖H土只 考 古

ft 

究3障研当昆 佐原 真

文都銀 官 室 良考 古

究 小山笠中原敏好彦史
文部技官 考 古

財
文書日投官 (併 任) 考 古

3工 楽普 通 文部官官 t主宮 室 長考 古

セIli
.秋山陰保 文技官 保存科学

内問 銭研究鋪{主民 考 古

トー」ー

坪井消足 文部投官館長(lfjI.級)

封~ r一

倒 木 全敏 歳 文部技 官 室 長田'1 :ill: 
ン 量西村 局E文部技官 考古測量

導
: 岩本正二 文節技官 考古測量

出 伊 東 太 作 文節校官((井 任) 制 iil: 

.偽!if.
縁日節之 文部事務官室 f差
大西 ~ 文郎事務官 ({井 伝)

施本 :1 資 奥村 l 末儀 文部技官併 任)
料 務 米国一二三 警務員 警 倫

' i安原腕 文邸技官室 長遺跡縫図

山本忠尚 文郎技官 考 古
l部

館 室 寺田千餓子 事務補佐員 lp: 務

島田郁子 事務補佐貝 4i- 務

小笠原好彦 文節技官主任研究官 考 古

伊東 太作 文部技官主任研究官 mq 量
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